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主な用్：図書館、ࣇಐセンター
敷地面ੵ：1
874�30㎡
建築面ੵ：859�50㎡
Ԇচ面ੵ：2
952�29㎡

MBJO VTF：LJCSBSZ
SJUF BSFB：1
874�30㎡
#VJMEJOH BSFB：859�50㎡
5PUBM qPPS BSFB：2
952�29㎡

市ຽのܜいと学びの৔として、ଟ༷なډ৔ॴがちり͹められたとびきり৺地ΑいサードϓϨイス

,omaLi $itZ $entral -iCrarZ

小牧市中ԝ図書館は、市の中心市街地である໊鉄小牧駅にҐ置する 50 ສ࡭のଂ書を誇る約 8700㎡の଺在型図書館である。໊鉄で།一の地下駅である小牧駅の周辺は、

モノレール的な౧Ֆ台ઢがഇઢされた影響もあり೐わいがগない状گであった。さらに、駅前に緑がগなく、計画地と駅が階段の歩道橋で分அされていた。この建物が

駅前に建設されることで、周辺エリアも活性化し、駅前の೐わいを取り໭すことが本プロジェクトの役割でした。զʑは地域の৅௃でもある「小牧山」を手ֻかりに、

駅前に「小さな小牧山」を創ることで、緑Ҳれる景観を創出し、市民が自༝に過ごせる居場所をつくることを目指した。小牧山のように段ʑ状にセットバックされた建

物には、テラスや緑化、多様な居場所が点在している。そして「商業開発ґ存型の街づくり」から「市民が生きがいをײじられる街づくり」΁の転換を目指した。その

ために、小中高生や P5A を中心とする市民ワークショップを開いて、市民が新図書館に誇りを持てて、域外からも஫目されるような「居場所」をみΜなで࿩し合って決

めるプロセスを重視して進めた。中にはਧൈに階段があり各所にܨがっていくスケッνをඳいた高ߍ生もいた。৫田৴長が、かつてこの地で৓下町の地割りをࠜ付かせ

全国に発లさせたように、この建築を機に、「商業中心」から「居場所作りを行うこと」΁転換することで新しい日本の街づくりを、小牧から始めようと࿩し合った。
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１階平面図　S=1:600 4 階平面図　S=1:600

2 階平面図　S=1:600 R 階平面図　S=1:600

地下１階平面図　S=1:600

▲

3 階平面図　S=1:600
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1. 地下駐車場
2. 空調機械室
3. 受水槽室
4. 電気室
5. 閉架書庫
6. 貴重書庫
7. 作業スペース
8. 配本作業室
9. 配本書庫
10. 配本車駐車場
11. 排煙機械室
12. 泡消火設備室
13. 駐車場倉庫
14. 地下エントランス

1.グループ学習コーナー
2. 企画本コーナー
3. 一般開架閲覧スペース
4. 雑誌コーナー
5. 一般開架閲覧スペース
6. 授乳室
7. 作業スペース
8. 自販機コーナー
9. サイレントルーム 1
10 サイレントルーム 2
11. 一般開架閲覧スペース
12. 外部テラス

1. カフェ
2. カフェラウンジ
3. エントランスホール
4. イベントスペース
5. 情報交流スペース
6. ラウンジ
7. ラウンジ
8. 児童図書コーナー
9. お話室
10. 作業スペース
11. サーバー室
12. 予約本コーナー
13. 更衣室
14. 倉庫
15. ゴミ置場
16. 警備員室
17. 事務室
18. 総合案内

1. 空調機械室
2. 公開書庫コーナー
3. 新聞コーナー
4.ビジネス支援コーナー
5. 一般開架閲覧スペース
6. 対面読書室
7. 作業スペース
8. 自販機コーナー
9. 多目的会議室
10 サイレントルーム
11. 一般開架閲覧スペース
12. 外部テラス

1. サイレントルーム
2. ティーンズ閲覧室
3. 自販機コーナー
4. 空調機械室
5. ティーンズコーナー
6. 児童書スロープ
7. ボランティア室
8. ボランティア室倉庫
9. 休憩室
10. 閉架書庫

1. 発電機置場
2. 室外機置場
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2 階平面図　S=1:600 R 階平面図　S=1:600

地下１階平面図　S=1:600
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1. 地下駐車場
2. 空調機械室
3. 受水槽室
4. 電気室
5. 閉架書庫
6. 貴重書庫
7. 作業スペース
8. 配本作業室
9. 配本書庫
10. 配本車駐車場
11. 排煙機械室
12. 泡消火設備室
13. 駐車場倉庫
14. 地下エントランス

1.グループ学習コーナー
2. 企画本コーナー
3. 一般開架閲覧スペース
4. 雑誌コーナー
5. 一般開架閲覧スペース
6. 授乳室
7. 作業スペース
8. 自販機コーナー
9. サイレントルーム 1
10 サイレントルーム 2
11. 一般開架閲覧スペース
12. 外部テラス

1. カフェ
2. カフェラウンジ
3. エントランスホール
4. イベントスペース
5. 情報交流スペース
6. ラウンジ
7. ラウンジ
8. 児童図書コーナー
9. お話室
10. 作業スペース
11. サーバー室
12. 予約本コーナー
13. 更衣室
14. 倉庫
15. ゴミ置場
16. 警備員室
17. 事務室
18. 総合案内

1. 空調機械室
2. 公開書庫コーナー
3. 新聞コーナー
4.ビジネス支援コーナー
5. 一般開架閲覧スペース
6. 対面読書室
7. 作業スペース
8. 自販機コーナー
9. 多目的会議室
10 サイレントルーム
11. 一般開架閲覧スペース
12. 外部テラス

1. サイレントルーム
2. ティーンズ閲覧室
3. 自販機コーナー
4. 空調機械室
5. ティーンズコーナー
6. 児童書スロープ
7. ボランティア室
8. ボランティア室倉庫
9. 休憩室
10. 閉架書庫

1. 発電機置場
2. 室外機置場
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1. 発電機置場
2. 室外機置場
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13. 駐車場倉庫
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3. 一般開架閲覧スペース
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5. 一般開架閲覧スペース
6. 授乳室
7. 作業スペース
8. 自販機コーナー
9. サイレントルーム 1
10 サイレントルーム 2
11. 一般開架閲覧スペース
12. 外部テラス

1. カフェ
2. カフェラウンジ
3. エントランスホール
4. イベントスペース
5. 情報交流スペース
6. ラウンジ
7. ラウンジ
8. 児童図書コーナー
9. お話室
10. 作業スペース
11. サーバー室
12. 予約本コーナー
13. 更衣室
14. 倉庫
15. ゴミ置場
16. 警備員室
17. 事務室
18. 総合案内

1. 空調機械室
2. 公開書庫コーナー
3. 新聞コーナー
4.ビジネス支援コーナー
5. 一般開架閲覧スペース
6. 対面読書室
7. 作業スペース
8. 自販機コーナー
9. 多目的会議室
10 サイレントルーム
11. 一般開架閲覧スペース
12. 外部テラス

1. サイレントルーム
2. ティーンズ閲覧室
3. 自販機コーナー
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5. ティーンズコーナー
6. 児童書スロープ
7. ボランティア室
8. ボランティア室倉庫
9. 休憩室
10. 閉架書庫

1. 発電機置場
2. 室外機置場
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１階平面図　S=1:600 4 階平面図　S=1:600

2 階平面図　S=1:600 R 階平面図　S=1:600

地下１階平面図　S=1:600

▲

3 階平面図　S=1:600
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1. 地下駐車場
2. 空調機械室
3. 受水槽室
4. 電気室
5. 閉架書庫
6. 貴重書庫
7. 作業スペース
8. 配本作業室
9. 配本書庫
10. 配本車駐車場
11. 排煙機械室
12. 泡消火設備室
13. 駐車場倉庫
14. 地下エントランス

1.グループ学習コーナー
2. 企画本コーナー
3. 一般開架閲覧スペース
4. 雑誌コーナー
5. 一般開架閲覧スペース
6. 授乳室
7. 作業スペース
8. 自販機コーナー
9. サイレントルーム 1
10 サイレントルーム 2
11. 一般開架閲覧スペース
12. 外部テラス

1. カフェ
2. カフェラウンジ
3. エントランスホール
4. イベントスペース
5. 情報交流スペース
6. ラウンジ
7. ラウンジ
8. 児童図書コーナー
9. お話室
10. 作業スペース
11. サーバー室
12. 予約本コーナー
13. 更衣室
14. 倉庫
15. ゴミ置場
16. 警備員室
17. 事務室
18. 総合案内

1. 空調機械室
2. 公開書庫コーナー
3. 新聞コーナー
4.ビジネス支援コーナー
5. 一般開架閲覧スペース
6. 対面読書室
7. 作業スペース
8. 自販機コーナー
9. 多目的会議室
10 サイレントルーム
11. 一般開架閲覧スペース
12. 外部テラス

1. サイレントルーム
2. ティーンズ閲覧室
3. 自販機コーナー
4. 空調機械室
5. ティーンズコーナー
6. 児童書スロープ
7. ボランティア室
8. ボランティア室倉庫
9. 休憩室
10. 閉架書庫

1. 発電機置場
2. 室外機置場

▲

▲

▲

▲

地下 1階平面図

配置図兼 1階平面図

2階平面図

3階平面図

4階平面図

新小牧市立図書館建設工事　　実施設計図書（概要版）

・建物西側を無柱空間とすることで、死角を減らし、フレキシブルな配架計画や動線計画を可能とします。

・一般開架閲覧スペースや吹抜け周りには、席幅を十分に確保した多様な座席を配置します。

・静かな空間で調査研究等ができるサイレントルームや個人ブースを設置します。

・会議や学習など様々な利用ができる多目的会議室を設置します。

4 階

多目的
会議室

サイレント
ルーム

空調
機械室

空調
機械室

一般図書開架閲覧スペース

EV

作業
スペース

EVEV

WC

屋上階

機械置場非常用
発電機置場

EV

・機械置場は敷地の中央に配置し、目隠しルーバーの設置により、周辺への景観や環境に配慮します。

主機能・・・一般図書開架閲覧スペース・郷土資料コーナー・サイレントルーム・多目的会議室・対面朗読室　等

主機能・・・ 機械置場・非常用発電機置場　等

対面朗読室

郷土資料コーナー

個人ブース個人ブース

4 階　一般図書開架閲覧スペース

4 階　吹き抜けまわり

S=1/500

N

S=1/500

N

※本設計図書のイメージパースは現時点のイメージであり、今後色合い等の調整を行います。

□タイトル入力 4-03□各階平面計画  

新小牧市立図書館建設工事　　実施設計図書（概要版）

ティーンズ
開架閲覧スペース

閉架書庫

空調
機械室

WC

サイレント
ルーム

ボランティア室
（多目的会議室

兼用）WC

EV EV

EV職員
休憩室

・児童からティーンズ（主に中高生）へ成長とともに利用できるよう１階と２階を緩やかなスロープ空間で連続性を持たせます。

・吹き抜け周りには、多様な閲覧席や学習スペースなどを設置します。

・読み聞かせボランティア団体等の活動、会議など様々な利用ができるようなボランティア室（多目的会議室兼用）を設置します。

2 階 主機能・・・ ティーンズ開架閲覧スペース・サイレントルーム・ボランティア室（多目的会議室兼用）・閉架書庫　等

3 階 主機能・・・一般図書開架閲覧スペース・サイレントルーム・授乳室・屋外テラス　等

一般図書開架閲覧スペース

テラス

テラス

サイレント
ルーム

サイレント
ルーム

WC

EVEV

授乳室

WC

作業
スペース

EV

・建物西側を無柱空間とすることで、死角を減らし、フレキシブルな配架計画や動線計画を可能とします。

・開架閲覧スペースや吹抜け周りには、席幅を十分に確保した多様な座席を配置します。

・静かな空間で読書や学習ができるサイレントルームを設置します。

2 階俯瞰イメージ

3 階　一般図書開架閲覧スペース

S=1/500

N

S=1/500

N

※本設計図書のイメージパースは現時点のイメージであり、今後色合い等の調整を行います。

4-02□各階平面計画  

َᬂࢲ

新小牧市立図書館建設工事　　実施設計図書（概要版）

・58 台分の市営駐車場を設置します。また、エレベーターに一番近い位置に車椅子利用者用の駐車マスを配置します。

・閉架書庫及び貴重本等の劣化を防ぐための保管環境を備えた貴重書庫を設置します。

・作業の効率性を考慮し、配本用書庫、配本用作業室、配本車庫を集約して配置します。

車椅子利用者用駐車マス　2 台：幅 3.5 ｍ×奥行 6.0 ｍ程度

一般利用者用駐車マス　56 台：幅 2.3 ｍ×奥行 5.0 ｍ以上

　　　　　　　（うち、52 台は幅 2.5 ｍ×奥行 5.0 ｍ以上）

地下 1 階

閉架書庫

空調機械室 受水槽室 電気室

倉庫

泡消火
設備

屋内
消火栓
ポンプ

排煙機械室
ファン
ルーム

排煙
機械室

ブック
ポスト

EV

EV
駐車場

S=1/500

N

S=1/500

N

配本車庫配本作業室貴重書庫 作業
スペース

配本用書庫

主機能・・・駐車場・閉架書庫・貴重書庫・配本用書庫・配本作業室　等

児童図書コーナー

お話室

風除室

風除室

BDS

BDS

BDS

BDS

BDS 風除室
カフェ

駐輪場

駐輪場

バイク
置場

職員
スペース

倉庫

ラウンジ

ラウンジ

ブック
ポスト

総合
カウンター

ラウンジ

イベントスペース

更衣室EV WC WC

EVEV

予約本
コーナー

作業
スペース

倉庫

守衛室

職員
出入口

駐輪場

授乳室

1 階 主機能・・・児童図書コーナー・イベントスペース・総合カウンター・ラウンジ・職員スペース・予約本コーナー・授乳室・カフェ　等

・様々な方向からの来館を想定して、風除室を３箇所に設置し、各風除室に隣接して BDS（セキュリティーゲート）を設置します。
・柔らかな光が射し込む建物南側に児童図書コーナーを設置し、明るく開放的な空間とします。
・視聴覚、展示など様々な利用を想定し、一体利用や分割利用など可変性に考慮したイベントスペース（最大収容可能人数：約
140 名）を設置します。

・利用者が長時間にわたり図書館を利用できるよう建物北側にカフェスペースを設置します。

1 階　児童図書コーナー

1 階　イベントスペース

1 階　エントランスホール

※本設計図書のイメージパースは現時点のイメージであり、今後色合い等の調整を行います。

□各階平面計画  4-01
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新小牧市立図書館建設工事　　実施設計図書（概要版）

・58 台分の市営駐車場を設置します。また、エレベーターに一番近い位置に車椅子利用者用の駐車マスを配置します。

・閉架書庫及び貴重本等の劣化を防ぐための保管環境を備えた貴重書庫を設置します。

・作業の効率性を考慮し、配本用書庫、配本用作業室、配本車庫を集約して配置します。

車椅子利用者用駐車マス　2 台：幅 3.5 ｍ×奥行 6.0 ｍ程度

一般利用者用駐車マス　56 台：幅 2.3 ｍ×奥行 5.0 ｍ以上

　　　　　　　（うち、52 台は幅 2.5 ｍ×奥行 5.0 ｍ以上）

地下 1 階

閉架書庫

空調機械室 受水槽室 電気室

倉庫

泡消火
設備

屋内
消火栓
ポンプ

排煙機械室
ファン
ルーム

排煙
機械室

ブック
ポスト

EV

EV
駐車場

S=1/500

N

S=1/500

N

配本車庫配本作業室貴重書庫 作業
スペース

配本用書庫

主機能・・・駐車場・閉架書庫・貴重書庫・配本用書庫・配本作業室　等

児童図書コーナー

お話室

風除室

風除室

BDS

BDS

BDS

BDS

BDS 風除室
カフェ

駐輪場

駐輪場

バイク
置場

職員
スペース

倉庫

ラウンジ

ラウンジ

ブック
ポスト

総合
カウンター

ラウンジ

イベントスペース

更衣室EV WC WC

EVEV

予約本
コーナー

作業
スペース

倉庫

守衛室

職員
出入口

駐輪場

授乳室

1 階 主機能・・・児童図書コーナー・イベントスペース・総合カウンター・ラウンジ・職員スペース・予約本コーナー・授乳室・カフェ　等

・様々な方向からの来館を想定して、風除室を３箇所に設置し、各風除室に隣接して BDS（セキュリティーゲート）を設置します。
・柔らかな光が射し込む建物南側に児童図書コーナーを設置し、明るく開放的な空間とします。
・視聴覚、展示など様々な利用を想定し、一体利用や分割利用など可変性に考慮したイベントスペース（最大収容可能人数：約
140 名）を設置します。

・利用者が長時間にわたり図書館を利用できるよう建物北側にカフェスペースを設置します。

1 階　児童図書コーナー

1 階　イベントスペース

1 階　エントランスホール

※本設計図書のイメージパースは現時点のイメージであり、今後色合い等の調整を行います。

□各階平面計画  4-01

新小牧市立図書館建設工事　　実施設計図書（概要版）

ティーンズ
開架閲覧スペース

閉架書庫

空調
機械室

WC

サイレント
ルーム

ボランティア室
（多目的会議室

兼用）WC

EV EV

EV職員
休憩室

・児童からティーンズ（主に中高生）へ成長とともに利用できるよう１階と２階を緩やかなスロープ空間で連続性を持たせます。

・吹き抜け周りには、多様な閲覧席や学習スペースなどを設置します。

・読み聞かせボランティア団体等の活動、会議など様々な利用ができるようなボランティア室（多目的会議室兼用）を設置します。

2 階 主機能・・・ ティーンズ開架閲覧スペース・サイレントルーム・ボランティア室（多目的会議室兼用）・閉架書庫　等

3 階 主機能・・・一般図書開架閲覧スペース・サイレントルーム・授乳室・屋外テラス　等

一般図書開架閲覧スペース

テラス

テラス

サイレント
ルーム

サイレント
ルーム

WC

EVEV

授乳室

WC

作業
スペース

EV

・建物西側を無柱空間とすることで、死角を減らし、フレキシブルな配架計画や動線計画を可能とします。

・開架閲覧スペースや吹抜け周りには、席幅を十分に確保した多様な座席を配置します。

・静かな空間で読書や学習ができるサイレントルームを設置します。

2 階俯瞰イメージ

3 階　一般図書開架閲覧スペース

S=1/500

N

S=1/500

N

※本設計図書のイメージパースは現時点のイメージであり、今後色合い等の調整を行います。

4-02□各階平面計画  
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この施設の஀生がまちに೐Θいを生Ή
かつての小牧駅前は、敷地と駅がバリアフリー化されていない階段のみでঢ߱するペデストリアンデッキで݁ばれていた。この工作物が周辺に影を落とし、駅前に҉い
ҹ৅を༩えてしまっていた。新図書館の建設にࡍし、市と協ٞを重Ͷながら、ペデストリアンデッキをఫڈし、それに連ଓする歩行者ઐ用道路 1 号ઢも図書館と一体的
に再整備することで、駅と図書館の連ଓ性を生み出し、明るく緑にҲれた駅前空間を創ることを目指した。その݁Ռ、広場ではٳ日に市民がバザーを行ったり多くの೐
わいでҲれるイベントスペースとして機能している。

広場で࠵されたバザー

かつての駅前

バリアフリーでない歩道橋

この建物は 3 つのゾーンから成 りཱっている。1 つ目は、敷地ೆଆのシンボルロードと北ଆの歩行者ઐ用道路を、ೆ北に

つな͙೐わい軸である。その上部に、各階が連ଓ的にܨがる 4 層のਧൈ空間を配した。೐わい軸に連ଓするようにカフェ

やラウンジ、総合案内を配している。またਧൈ空間の周ғには学習ࣨを点在させた。2 つ目は೐わい軸の西ଆのແபでۣ

形の開Սスペースエリアである。機能性も重視したഉՍしやすいエリアで、建物の中ではগし੩的なエリアにҐ置付けら

れる。3 つ目は೐わい軸の東ଆの動的なエリアである。多目的に利用できるイベントスペースやそれと連ଓする外部のイ

ベント広場、ಡ書もできる緑にҲれたテラス空間等を設けている。

一般開架エリア 「本の木」エリア

フレキシブル
イベントエリア

屋上庭園

歩行者専用道路

シンボルロード

「賑わい軸」
Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

車止

Ｇ

Ｇ

CM

汚

汚

仕

仕

as

Ｍ

Ｍ Ｍ Ｍ

Ｍ

Ｍ Ｍ

Ｍ

Ｍ Ｍ

汚

F

TB

K PU300×350

歩道橋

P
U3
00
×
2 0
0

as

as

as

21ウ726

仕

車止

車止

Ｍ Ｍ

Ｍ

消防用空地

消
防
用
空
地

27

40ラピオ

歩道専用道路

シンボルロード

駅前広場 小牧駅

汚

as

as「賑わい軸」

至小牧山



内装仕上͛に関しては、น面は基本的にクロスషりの上ృ装仕上͛とし、コストに配ྀしながらシンプルなものとした。そのことで、Թかみのある木੡の書Սや家具が

өえるよう意ࣝし、図書館らしさもײじられる空間とした。

ఱҪのૉ材としてはケイカル൘にృ装というۃめてシンプルなもので構成している。ケイカル൘は 300 ෯の既੡品があり、施工性、コストにも༗利であるため࠾用した。

割付は、書Սの配置と照明のҐ置関܎、ப、設備の配置などを総合的に調整しながら現場でもԿ౓も調整している。

照明やਧき出しなど、基本全ての設備関܎をಁかしషりのܺ間に配置することで、ఱҪのྲྀれがڧ調されたシンプルでありながらも、ダイナミックな表情を創り出すఱ

Ҫとなった。また、ܺ間にはライティングレールを仕込Μでおり、照明Ґ置を自༝に変えられるフレキシブルさも݉Ͷ備えている。カフェ（スターバックスコーヒー）

についてもテナント業者とଧち合わせを行い、法的整理も含めたデザイン調整を行いました。

エントランスから͸Ԟにまで視ઢがൈ͚、ଟ༷な೐Θいが࿈ଓする

��1_�9��

新小牧市立図書館建設工事（人・家具入り撮影）

撮影：SS彦坂武徳

114_1�1�

新小牧市立図書館建設工事（人・家具入り撮影）

撮影：SS彦坂武徳
"̀



ワークショップを通じて市民からٻめられたいくつかの部屋が付け加えられ、段状の建物全体の形状と、変化を܁りฦしたฏ面形状とのズレを、

ંれۂがりͶじれた構造体がܨいでいます。また、どうしてもソファーが良いという場所もあり、既੡品だが࠲りやすく居心地の良さそうなものを選定しました。

通ৗの公共図書館にありがちな࿓下と本୨という場所の設定ではなく、গしӅれたところ、個人が選べる場所、TPmFTUIFUJD（਎体性）のある場所を૿やしました。

空中にもු༡するಛผな居場所が沢山ありあます。

施設のதԝで֤֊のアクテΟϏテΟーを؇やかに݁びつ͚るਧൈۭؒ



���_1�9�

新
小
牧
市
立
図
書
館
建
設
工
事
（
人
・
家
具
入
り
撮
影
）

撮
影
：
SS彦

坂
武
徳 ఱҪのラインの෯を変えることで、下からの見上͛が一様にならず、楽しい居場所がそこら中にあるという空間を作りました。

ଟ༷なډ৔ॴを生Έ出すਧൈۭؒ



下に色ʑな居場所が見える。໊所はນの内的でճ༡できる。ນの内はห౰は一目で色ʑな美ຯしそうな৯べ物が見れる。
その一つ一つを選びながら৯べるように、重なり合った空間をճ༡でき、自分の居場所を୳すことができる。

ଟ༷なډ৔ॴを生Έ出すਧൈۭؒ



子ども達が自分の好きな居場所を見つけられ、楽しんで本と触れ合えることができる児童図書コーナー

外からみたࢠ供の૭
大人の૭やࢠどもの૭など、多༷な目線で決められた૭は、立面にもアクセント
を༩えます。

中からみたࢠ供の૭
インフォメーションとして、本を展示したり、ः光の壁として機能したりします。小さな
。もいますࢠにとっては、૭୆が小さな部屋のようにもଊえられ、中に入って༡んでいるࢠ

���_2232

新小牧市立図書館建設工事（人・家具入り撮影）

撮影：SS彦坂武徳

児童のエリアにおいては、「はらぺこあおむし」や「エルマーとりゅう」等の絵本のストーリーに合わせて家具の色や空間のイメージを創り、子ども達が楽しんで本と
触れ合える場とした。立面には子どもの目線に合わせたような窓を配置し、子どものスケールに合った空間とした。またワークショップで要望が多かったほら状の空間
も配置した。自由に散策して楽しみながら本と出会う、そして多様な居場所から自分がとびきり心地よいサードプレイスを見つけられる、外からも色々な居場所が発見
できるような図書館になっている。



��4_21�3

新小牧市立図書館建設工事（人・家具入り撮影）

撮影：SS彦坂武徳

���_22�1

新小牧市立図書館建設工事（人・家具入り撮影）

撮影：SS彦坂武徳

���_224�

新小牧市立図書館建設工事（人・家具入り撮影）

撮影：SS彦坂武徳
"̀

子供たちが楽しめる児童図書コーナー
一律になりがちな図書館の空間を色々な「ほら穴空間」や趣のある居場所を随所につくって、人々の選択の幅を広くした。
中には子供が座って外が見えるような書架もつくった。親子が自分たちの思った居場所を発見し、それぞれが自由な読書が出来る空間をつくった。



館内にはテラスも含めて、約 700 ੮の多様な居場所が存在します。Ҝ子ひとつひとつにも࠲り心地にこだわり、最高のサードプレイスとなっています。
ೳػ੒͢Δ֤ߏઃΛࢪ

ティーンズ閲覧席

個人ブース席

大テーブル閲覧席

�91_23�1

新小牧市立図書館建設工事（人・家具入り撮影）

撮影：SS彦坂武徳

レファレンスカウンター

吹抜廻りの閲覧席

一般開架 窓際のカウンター席

�43_2391

新小牧市立図書館建設工事（人・家具入り撮影）

撮影：SS彦坂武徳
"̀
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新小牧市�図書館建設工事（人・家具入り撮影）

撮影：SS彦坂武徳
"

吹抜廻りの閲覧席

窓際のカウンター席

雑誌コーナー

111_2493

新小牧市立図書館建設工事（人・家具入り撮影）

撮影：SS彦坂武徳



ઃ計のプロηε

深
い
学
び
を
活
用
し
た
生
徒
会
活
動

校
長

小
塩
卓
哉

小
牧
南
高
等
学
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
と
ま
ち

づ
く
り
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、

図
書
館
利
用
者
の
視
点
か
ら
「
親
し
ま
れ
る
図
書

館
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
出
し
合
い
、
発
表
を
通

し
て
市
長
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
参
加

者
以
外
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
傍
聴
者
と
し
て
会

場
内
を
動
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
の
様
子
を
見
学
し
、

熱
気
に
包
ま
れ
た
大
変
活
発
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
お
聴
き
す

る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
も
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

会
場
の
会
議
室
に
は
設
計
を
担
当
す
る
建
築
士

の
新
居
千
秋
先
生
が
、
東
京
か
ら
お
越
し
に
な
っ

て
お
ら
れ
、
活
発
な
議
論
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
ご
覧
に
な
り
、
大
変
刺
激
を
受
け
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
新
居
先
生
は
、
横
浜
み
な
と
み
ら

い
に
あ
る
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
設
計
な
ど
で
有

名
で
す
。
こ
こ
は
、
私
に
と
っ
て
も
、
四
十
代
の

時
か
ら
何
回
も
訪
れ
て
い
る
お
気
に
入
り
の
建
築

で
、
横
浜
の
港
湾
文
化
を
彷
彿
と
さ
せ
る
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
な
の
で
す
。

小
牧
市
の
図
書
館
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
は
、
市
全
体
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
新

居
先
生
の
希
望
も
あ
り
、
十
二
月
か
ら
本
校
生
徒

会
か
ら
も
代
表
が
そ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席

を
し
て
い
ま
す
。
一
流
の
建
築
士
の
方
と
と
も
に
、

小
牧
の
文
化
の
拠
点
で
あ
る
図
書
館
の
在
り
方
に

つ
い
て
話
し
合
え
る
ご
縁
を
い
た
だ
け
る
こ
と
を

喜
ぶ
と
と
も
に
、
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
そ

の
よ
う
な
機
会
を
得
た
本
校
の
生
徒
会
、
議
会
の

諸
君
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
生
徒
の
主
体
性
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る

と
確
信
を
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
新
居
先
生
か

ら
高
い
評
価
を
得
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ᶅطଘ施設のௐࠪ
同じ໊前のࣨでもٻめる機能がҧう
場合がある為、認ࣝを共༗します

ᶄقઅ͝との֗のม化をϦサーν
અごとに変化する街の魅力や建ق
物の࢖われ方を発見し、分析する

中心市街地区域

計画敷地

十日町駅

十日町高校

雪まつりの動線

市民体育館

N

十日町シネマ
パラダイス

市民活動センター・
市民交流館

市民交流センター

( 仮称 ) 産業・
文化発信館

子育て支援施設
建設予定地

高齢者専用住宅
建設予定地

ZIKKA

SC シルクモール

市役所

商店街

SC リオン
ドール

 十日町市を何度も訪れ、また現地にいる協力会社と一緒に、まちの現状を調査・分析・理解しました

 キナーレ、博物館、クロステンなど周辺施設からの回遊性を重視し、来街者にわかりやすい施設づくり

 身近な公共施設との役割分担や、既存施設の調査を重視する

 集客力のあるショッピングセンターや商業施設、商店街からアクセス性を高め、人を呼び込む

 大地の芸術祭や、石彫シンポジウム、雪まつりにも活用できる、十日町のシンボルとなる広場をつくる

実際に十日町市を訪れ、周辺公共施設や中心商店街、ショッピングセンター等を調査しました。また地元設計事務所と緊密に連絡を取り、
市内の現状や課題について繰り返しヒアリングを行って、計画に反映しました。

③キナーレ

大地の芸術祭の展示

①十日町情報館

⑫ ZIKKA

⑤市民活動センター・市民交流館 ⑥市民交流センター ⑧市民体育館

⑩十日町シネマパラダイス

⑦十日町駅

⑪ SC リオンドール

②十日町博物館 ④道の駅クロステン

⑨ SC シルクモール

⑭敷地近くの歴史ある建造物石彫シンポジウム ⑬雪まつり会場にもなる十日町高校

来街者が訪れる十日町情報館やキナーレなど、十日町が誇る公共施設からの回遊性を重視し、徒歩でも車でもアク
セスしやすく、わかりやすい施設を目指します。

市民活動センター、市民交流センターなど、周辺公共施設と連携し、日常的に利用する市民の方も使いやすい施設
とします。また既存施設の現状や使われ方を詳細に調査し、計画に反映します。
敷地周辺の子育て支援施設や、建設予定の高齢者住宅の利用者が使いやすい、公園のような広場を計画します。

多くの市民が利用するショッピングセンターや飲食店からも人を呼び込めるよう、買い物帰りに寄って休憩できるス
ペースなどを計画します。
商店街や SC シルクモールから豪雪時にもアクセスしやすいよう、敷地入口から建物まで屋根つき歩廊を計画します。

大地の芸術祭や、石彫シンポジウム、雪まつりの展示にも使える、大きな広場を計画します。
十日町の文化のシンボルとなるよう、建物のにぎわいがまちに伝わるような外観とします。

人で賑わうまちづくりのために
は、中心市街地の両端にある
キナーレと本施設を結ぶ回遊
路の強化が必要です。

・

・

・

・

・

・

②施設計画コンセプト提案書・④技術提案書 テーマ 2 中活計画・都市計画との整合性に配慮した施設整備の考え方

③

⑩

⑪

⑫

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑬

⑭

⑨

十日町情報館①

② 十日町市博物館

キナーレ

道の駅
クロステン

⑮
きもの絹都

⑯

⑰

松喜屋

智泉寺

⑱
ribbon cafe

⑳
きもの絵巻館

⑲

おとぎの国
美術館

■ 回遊ルートの強化
■ 雪まつりの強化
■ 大地の芸術祭の強化

⑮きもの絹都

⑯松喜屋

⑰智泉寺

⑱ ribbon cafe

⑲おどぎの国美術館

⑳きもの絵巻館

周辺施設やまちづくりとの関わり

中心市街地区域

計画敷地

十日町駅

十日町高校

雪まつりの動線

市民体育館

N

十日町シネマ
パラダイス

市民活動センター・
市民交流館

市民交流センター

フラットステーション

( 仮称 ) 産業・文化
発信館

釜と七厘

旅館原田屋

子育て支援施設
建設予定地

子育て支援
センターくるる

高齢者専用住宅
建設予定地

ZIKKA
小嶋屋

SC シルクモール

市役所

商店街

SC リオン
ドール

①

⑤

⑥
⑨

⑦

②

③

⑪

⑩

⑧

④

十日町情報館

十日町市博物館

キナーレ

道の駅
クロステン

きもの絹都

松喜屋

智泉寺

⑭
ribbon cafe

⑫
きもの絵巻館

⑬

おとぎの国
美術館

 十日町市の理解を深めるため、現地の協力会社とともに、雪の日にも現地調査を行いました。
二次審査通過後の 1 月 17 日に改めて現地調査を行い、十日町市の理解をさらに深めました。
計画地を含む市内の積雪状況を確認するとともに、市内の現状や課題についてさらにヒアリングを行いました。

 雪の日における周辺施設の状況の確認

④敷地近くにある歴史ある建造物②道の駅クロステンの除雪作業 ③市民交流センター①キナーレ

キナーレや道の駅クロステン、さらに商店街に立地する周辺施設を改めて訪れました。周辺施設への深い理解をもっ
て、公共施設間の回遊性を重視した計画を進めていきます。
他施設にて見学した除雪作業をベンチマークにして、本計画の大雪対策を進めていきます。

・

・

 豪雪への対策を万全にするために、市内で行われている雪対策を見学

除雪作業を見学 消雪パイプ 雪囲いの中を歩く植栽の雪囲い

除雪作業や消雪パイプを目で見て確認し、雪に対して構築されているインフラの理解を深めました。既存のインフ
ラを活用しながら大雪に対処していきます。また協力チーム内の salix 柳氏は実際に除雪作業を行っています。
植栽や歩道に施されている雪囲いは、本計画でも適宜取り入れることを検討します。

・

・

⑤十日町シネマパラダイス ⑥ ZIKKA（2 階）⑤十日町シネマパラダイス（内部） ⑥ ZIKKA（1 階 )

 既存商店街や店舗におけるヒアリングの実施　　既存の施設や活動と役割分担を図り、バッティングしないことが大切です
十日町シネマパラダイスでは、映画上映が可能となる新施設と如何に共存していくかが話題になりました。
ZIKKA では、2 階が託児スペース、児童の活動の場になっていることを伺いました。この活動の場を新施設に拡大し
ていくことも必要ではないかと考えています。まちの頑張っている人達と一緒に本施設に協力してもらうことが大切で

・
・

②施設計画コンセプト提案書・④技術提案書 テーマ 2 中活計画・都市計画との整合性に配慮した施設整備の考え方

 計画地の積雪状況を正確に把握

敷地全体の積雪状況積雪高さの把握 雪だまりを確認 商店街からのアプローチの積雪状況

積雪に対して適切な建築計画とするために、計画地の積雪状況を調査しました。調査結果を踏まえて設計を行うこ
とで大雪でも快適な施設を実現します。

・

周辺施設やまちづくりとの関わり・まちをシーズン毎に調査する

⑩ふらっとすてーしょん

⑦釜と七厘

⑧原田屋旅館

⑨小嶋屋

⑪子育て支援センターくるる

⑫きもの絵巻館

⑬おとぎの国美術館（工房）

⑬おとぎの国美術館（展示）

⑭ Ribbon Cafe

地域に根付くアートと連
携を図ることも大切です
おとぎの国美術館建物内にある友禅
工房、きもの絵巻館等は、今回協力
をお願いしている服飾デザイナーと
連携できる可能性もあります

ᶃまちのϦサーν
街を歩き、ྺ࢙風土、
街の作られ方を調べます

খ຀৓

敷地横の歩専

駅前広場

ᶆྨࣅ施設 / ઌਐ事ྫのௐࠪ
事ྫをリスト化、データを整理し
現地調査で良い点・ѱい点を調査

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計資料

安城市図書情報館

2,906㎡

新小牧市立図書館 ( 案 ) 一宮市立中央図書館

3,773.11㎡

4,041.57㎡ 2,334.4㎡

おおぶ文化交流の杜図書館

□タイトル入力□面積比較 1-09

■開架・閲覧スペース ( 一般・専門図書 )　総計図

※数値については、現地や図面の採寸等によるもので他図書館で公表されている数値と異なる場合があります。

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計資料

安城市図書情報館

2,906㎡

新小牧市立図書館 ( 案 ) 一宮市立中央図書館

3,773.11㎡

4,041.57㎡ 2,334.4㎡

おおぶ文化交流の杜図書館

□タイトル入力□面積比較 1-09

■開架・閲覧スペース ( 一般・専門図書 )　総計図

※数値については、現地や図面の採寸等によるもので他図書館で公表されている数値と異なる場合があります。

ᶇௐࠪしたྨࣅ施設のਤ໘化
調査したྨࣅ施設を図面化し、分析・
比較する

ᶈ施設のదਖ਼ن໛の想ఆ
用目的や近ྡ図書館とのバランスを࢖
考え、適ਖ਼な面ੵ・੮਺・階਺を検討

機能のฏ面・அ面的な配置を
図面・模型等でスタディし比較

ᶉ機能഑ஔのݕ౼

施設規模等に合わせた快適な構
造・設備方式を検討

ᶊ構଄・設උ等のݕ౼

খ຀ཱࢢਤॻؗ

ଂॻऩ༰ೳྗ ໿ �� ສ࡭

ࣜܗ଄ߏ మࠎ଄

໛ن෺ݐ 地上 � ֊

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計資料

未調査調査済
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岐阜市立中央図書館

←小牧市東部市民センター図書室

←小牧市まなび創造館えほん広場

↓小牧市味岡市民センター図書室

↑小牧市北里市民センター図書室

一宮市立中央図書館

↑岡崎市立中央図書館

↑田原市中央図書館

↑豊田市中央図書館

稲沢市立中央図書館

桑名市立中央図書館

四日市市立図書館

↓安城市図書情報館

おおぶ文化交流の杜図書館↓

関市立図書館本館
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□重点調査対象一覧

②　豊田市中央図書館

③　岡崎市立中央図書館

④　一宮市立中央図書館

⑦　安城市図書情報館

⑪　小牧市立図書館

⑫　稲沢市立中央図書館

⑰　おおぶ文化交流の杜図書館

㉛　田原市中央図書館

　　岐阜市立中央図書館

　　関市立図書館本館

　　桑名市立中央図書館(実施設計段階で調査予定)

　　四日市市立図書館 (実施設計段階で調査予定 )

　　小牧市東部市民センター図書室

　　小牧市北里市民センター図書室

　　小牧市味岡市民センター図書室

　　小牧市まなび創造館えほん広場

○56

○57

○58

○55

○62

○60

○61

○59

�

○62
○59○61

⑫

②

㉛

市町村名 人口（万人） 図書館名 竣工年 延床面積（㎡）最大収容（万冊） 開館時間（平日）
1 名古屋市 約 229.5 名古屋市鶴舞中央図書館 1984 約 11,285 135 午前 9時 30 分～午後 8時
2 豊田市 約 42.2 豊田市中央図書館 1998 約 12,566 130 午前 10 時～午後 8時
3 岡崎市 約 38.1 岡崎市立中央図書館 2008 約 7,895 100 午前 9時～午後 9時
4 一宮市 約 37.9 一宮市立中央図書館 2012 約 6,701 60 午前 9時～午後 9時
5 豊橋市 約 37.4 豊橋市中央図書館 1983 約 5,655 67 午前 9時 30 分～午後 7時
6 春日井市 約 30.6 春日井市図書館 1999 約 4,983 70 午前 9時～午後 8時
7 安城市 約 18.4 安城市図書情報館 2016 約 6,808 45 午前 9時～午後 8時
8 豊川市 約 18.2 豊川市中央図書館 1999 約 5,772 45 午前 9時 30 分～午後 6時
9 西尾市 約 16.7 西尾市立図書館 1983 約 2,721 25 午前 9時～午後 7時

10 刈谷市 約 14.9 刈谷市中央図書館 1990 約 5,509 60 午前 9時～午後 6時（※）
( ※ 4 月～ 9月は午後 7時）

11 小牧市 約 14.9 小牧市立図書館 1977 約 2,224 18 午前 9時 30 分～午後 8時 30 分
12 稲沢市 約 13.6 稲沢市立中央図書館 2006 約 4,967 45 午前 9時 30 分～午後 7時 30 分
13 瀬戸市 約 12.9 瀬戸市立図書館 1970 約 1,412 22 午前 9時～午後 7時
14 半田市 約 11.6 半田市立図書館 1984 約 1,749 25 午前 10 時～午後 7時
15 東海市 約 11.1 東海市立中央図書館 1977 約 2,410 26.9 午前 9時～午後 8時
16 江南市 約 9.8 江南市立図書館 1976 約 962 6 午前 9時～午後 6時 30 分
17 大府市 約 8.9 おおぶ文化交流の杜図書館 2014 約 3,650 40 午前 9時～午後 8時
18 日進市 約 8.7 日進市立図書館 2008 約 6,101 48 午前 9時 30 分～午後 8時
19 あま市 約 8.6 あま市美和図書館 1994 約 753 10 午前 9時～午後 5時
20 知多市 約 8.4 知多市立中央図書館 1980 約 3,229 32 午前 9時～午後 7時
21 北名古屋市 約 8.4 北名古屋市東図書館 1990 約 3,021 20 午前 9時～午後 7時
22 蒲郡市 約 8.1 蒲郡市立図書館 1967 約 1,986 25 午前 9時～午後 7時
23 尾張旭市 約 8.0 尾張旭市立図書館 1980 約 1,393 15.8 午前 9時～午後 7時
24 犬山市 約 7.4 犬山市立図書館 1990 約 4,961 20 午前 10 時～午後 6時
25 碧南市 約 7.1 碧南市民図書館 1993 約 4,237 40 午前 9時～午後 7時
26 知立市 約 7.0 知立市図書館 1987 約 2,477 25 午前 9時～午後 7時
27 豊明市 約 6.9 豊明市立図書館 1980 約 2,923 18 午前 9時～午後 5時
28 清須市 約 6.7 清須市立図書館 2012 約 3,339 15 午前 10 時～午後 7時
29 津島市 約 6.3 津島市立図書館 2000 約 5,900 30 午前 9時～午後 6時
30 愛西市 約 6.3 愛西市中央図書館 1995 約 2,012 10 午前 9時～午後 6時
31 田原市 約 6.2 田原市中央図書館 2002 約 3,972 35 午前 10 時～午後 7時
32 みよし市 約 6.1 みよし市立中央図書館 2016 約 3,807 32 午前 9時～午後 7時
33 長久手市 約 5.7 長久手市中央図書館 1992 約 4,201 20 午前 9時～午後 7時
34 常滑市 約 5.6 常滑市立図書館 1970 約 1,447 16 午前 10 時～午後 7時
35 東浦町 約 4.9 東浦町中央図書館 1991 約 2,634 17.1 午前 9時～午後 7時
36 岩倉市 約 4.7 岩倉市図書館 1983 約 2,587 15 午前 9時 30 分～午後 7時
37 新城市 約 4.7 新城図書館 1987 約 2,021 15 午前 9時～午後 8時
38 高浜市 約 4.6 高浜市立図書館 1979 約 1,105 15 午前 9時～午後 6時
39 弥富市 約 4.3 弥富市立図書館 1985 約 1,978 20 午前 9時～午後 7時
40 武豊町 約 4.2 武豊町立図書館 1986 約 2,740 12 午前 9時～午後 7時
41 東郷町 約 4.2 東郷町立図書館 1982 約 1,532 10 午前 9時～午後 5時
42 幸田町 約 3.9 幸田町立図書館 1996 約 2,970 17 午前 9時～午後 7時
43 蟹江町 約 3.7 蟹江町図書館 1997 約 2,638 18 午前 10 時～午後 6時
44 扶桑町 約 3.3 扶桑町図書館 1987 約 1,557 9 午前 10 時～午後 6時
45 大治町 約 3.0 - - - - -
46 阿久比町 約 2.7 阿久比町立図書館 1983 約 1,429 10 午前 10 時～午後 6時
47 美浜町 約 2.3 美浜町図書館 2001 約 3,037 16 午前 10 時～午後 6時
48 大口町 約 2.3 大口町立図書館 1979 約 637 9 午前 9時～午後 5時
49 南知多町 約 1.8 - - - - -
50 豊山町 約 1.5 - - - - -
51 設楽町 約 0.5 - - - - -
52 飛鳥村 約 0.4 飛島村図書館 1996 約 1,029 8 午前 10 時～午後 6時
53 東栄町 約 0.3 - - - - -
54 豊根村 約 0.1 - - - - -

55 岐阜市 約 40.6 岐阜市立中央図書館 2015 約 8,366 90 午前 9時～午後 8時
56 関市 約 8.9 関市立図書館本館 1999 約 2,232 30 午前 10 時～午後 8時

57 桑名市 約 14.0 桑名市立中央図書館 2004 約 3,169 30 午前 9時～午後 9時
58 四日市市 約 31.1 四日市市立図書館 1973 約 4,147 44 午前 9時 30 分～午後 7時

市内分館
59 小牧市 約 14.9 小牧市東部市民センター図書室 1989 約 530 5 午前 9時 30 分～午後 8時
60 小牧市 約 14.9 小牧市北里市民センター図書室 1992 約 181 2 午前 9時 30 分～午後 8時
61 小牧市 約 14.9 小牧市味岡市民センター図書室 1996 約 412 4 午前 9時 30 分～午後 8時
62 小牧市 約 14.9 小牧市まなび創造館えほん広場 2008 約 868 4（現状） 午前 9時 30 分～午後 8時

※上記の表は県別に人口を降順に並べたものです。

�

○52

■調査対象の選定と概略情報の収集、重点調査対象の設定

⃞調査対象一覧 ⃞調査対象一覧のプロット図

新図書館の設計に反映させるため、近隣図書館の事例を調査しました。調査にあたっては、公共図書館のうち、県内外の中央館 ( 本館 ) 及び小牧市内分館を調査対象に選定し、収容可能冊数や面積等の概略情報を収集しました。
その中から規模が似ているもの、近年建設されたもの等を重点調査対象に設定し、現地でのヒアリングや図面等をもとに調査シートの作成や面積比較などの詳細な分析を行いました。

□近隣図書館の調査・分析 1-01

現地調査

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計資料

機能 内容
図書館名

安城市図書情報館 おおぶ文化交流の杜図書館 一宮市立中央図書館 岡崎市立中央図書館 岐阜市立中央図書館
45 万 50 万 18 万 40 万 50 万 18 万 60 万 50 万 18 万 100 万 50 万 18 万 90 万 50 万 18 万

地域館・中央館機能

一般・専門図書開架・閲覧スペース 2732 3033 1366 1635 2044 1730 2447 2031 1566 3299 1650 1881 4831 2706 1933
新聞・雑誌コーナー 250 277 125 85 106 90 218 181 139 417 209 238 263 147 105
視聴覚コーナー 0 0 0 41 51 43 71 59 46 30 15 17 46 26 18
予約本コーナー 27 29 13 29 36 31 0 0 0 0 0 0 38 21 15

児童・ティーンズコーナー 989 1098 494 482 603 510 939 779 601 717 359 409 1611 902 644
おはなしコーナー 32 36 16 42 53 45 77 64 49 41 20 23 40 23 16
障がい者コーナー 12 13 6 20 25 21 21 18 14 41 21 24 15 8 6

小計 4042 4486 2021 2334 2918 2470 3773 3132 2415 4546 2273 2591 6844 3833 2738

学習援助スペース
学習室・多目的会議室 534 593 267 143 179 151 627 520 401 753 377 429 86 48 34
ボランティア室 45 50 23 16 20 17 0 0 0 75 38 43 0 0 0

小計 580 643 290 159 199 168 627 520 401 829 414 472 86 48 34

閉架書庫スペース 閉架 ( 貴重資料室など含む ) 189 209 94 372 466 394 559 464 358 753 377 429 771 432 309
小計 189 209 94 372 466 394 559 464 358 753 377 429 771 432 309

施設配本・学校支援
配本スペース

配本用書庫 100 111 50 62 78 66 0 0 0 229 115 131 72 40 29
配本作業室 77 85 38 84 105 89 61 51 39 56 28 32 51 28 20
配本用車庫 0 0 0 73 91 77 158 131 101 110 55 63 117 66 47
小計 177 196 88 218 273 231 219 182 140 395 198 225 240 134 96

事務作業スペース

事務室・作業室 373 414 187 334 417 353 667 554 427 669 335 382 479 268 191
休憩室・給湯室 36 40 18 39 48 41 58 48 37 46 23 26 24 13 9

更衣室 33 37 17 25 32 27 24 20 15 31 16 18 25 14 10
その他 184 204 92 53 66 56 191 158 122 253 126 144 156 87 62
小計 626 695 313 451 563 477 939 780 601 999 500 570 682 382 273

エントランス・動線
(近隣図書館の数値につい
ては、図書館機能部分と
それ以外の部分の比率で
案分し相当値とした。括

弧内は案分比 )

上段が施設全体値

中段が案分比

下段が案分した相当値

1778 1973 1186 2024 2530 2141 4763 3953 3048 4852 2426 2766 3317 1857 1990
案分比 (0.74) 案分比 (0.38) 案分比 (0.41) 案分比 (0.44) 案分比 (0.6)

1315 1460 877 769 961 814 1953 1621 1250 2135 1068 1217 1990 1114 1194

飲食コーナー等 カフェ等 63 70 42 228 285 242 120 100 77 319 159 182 277 155 166

機械室等
(近隣図書館の数値につい
ては、図書館機能部分と
それ以外の部分の比率で
案分し相当値とした。括

弧内は案分比 )

上段が施設全体値

中段が案分比

下段が案分した相当値

193 214 129 926 1158 980 205 170 131 1691 845 964 663 371 398
案分比 (0.74) 案分比 (0.38) 案分比 (0.41) 案分比 (0.44) 案分比 (0.6)

143 159 95 352 440 372 84 70 54 744 372 424 398 223 239

トイレ 174 193 116 45 56 48 145 120 93 179 90 102 166 93 100

上記以外 206 229 137 24 30 25 6 5 4 0 0 0 10 5 6

■機能別面積の比較

□機能別面積の比較一覧

新小牧市立図書館の建設方針に掲げられた機能別の規模を検討するための材料とするため、重点調査対象のうち以下の 5つの館について、機能別の面積を計測し、同方針の蔵書目標数 ( 約 50 万点 ) 及び蔵書目標数のうち開架 ( 約 18 万点 )
に計測した数値に置き換え、本計画との比較を行いました。

□類似施設の調査と分析 1-08

※表の数値については、飲食コーナー以外は BDS 内の図書館機能部分です。
　数値については、現地や図面の採寸等によるもので他図書館で公表されている数値と異なる場合があります。

※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の検討により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

1/500 case1

1/200 case9

1/100 case14 1/100 case15 1/100 case16 1/100 case17 1/100 case18
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コスト変動 42億 40億 弊社ではプロポーザル段階から丁寧にコストコントロールを行います

プロポーザル時プロポーザル前

外観イメージ

外観コンセプト

•小牧駅前の新たなシンボルとなる建物として、
本の重なりをイメージした外観

•バルコニーを設置し、日射しを遮ることで省エネ
ルギー化を図る

•バルコニーの重なりによって生じる様々な角度
から見える景色により、あらゆる方面より人々を
誘引する

①小牧駅側からの外観イメージ

②小牧駅前線側からの外観イメージ
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新小牧市立図書館建設工事　　基本設計図書

小牧市による図書館利用等アンケート調査及び結果

小牧市立図書館利用者アンケート 図書館利用等に関するアンケート調査 図書館利用等に関するアンケート調査　結果

※一部抜粋

○　小牧市立図書館利用者アンケート　結果　( 一部抜粋 )

小牧市立図書館利用者アンケート　結果

~  1  ~  21

○字がたくさんある本は、貸出期間をもう少し長く
　してほしい
○新刊本は、貸出を短くして欲しい。（１週間希望、
　１年間のみ）

○棚の配置区分もうすこし分かりやすくして欲し　
　い。
○外国語の本（中国・台湾）を増やして欲しい。
○DVDライブラリーを含め少なすぎると思う。
○子供向け郷土資料があるといい。（自由研究対策
　として）
○新しい本、紙芝居を増やして欲しい。

○市外利用者が予約できないのは子どももすごく
　残念がっているので、予約できるようにして欲
　しい。

○座って読んだり調べたりする場所を多くとって
　欲しい。
○読書スペースを広くして欲しい。
○ブックカートの導入をして欲しい。
○子どもが乳児のとき、赤ちゃんコーナーの床が
　もう少し柔らかいといい。
○暖かい雰囲気が気に入っている。

〇情報・通信技術により本の予約・貸出・返却・検索
などがしやすい図書館
○ ICT 化を強化し、誰でも容易に利用できるよう配慮
された図書館

2-01-02□小牧市による「小牧市立図書館利用者アンケート」および「図書館利用者等に関するアンケート調査」についての弊社分析
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・本の予約について：個人番号によってパソコンで識別できるから、申
し込み用紙に書くのはわずらわしい。カンタン予約できる様にしてほ
しい。・予約人数が多すぎる時は、もう少し早く廻る様システムを考
えて本の冊数を増やす、とか日数を短くする。

・現在のえほん図書館は子育て広場も含め、子どもといつでも来られるところです。でもその他の図書館は (特に本館 )年配の方が多くどこか閉鎖的に思え静かすぎても足りないのでは足りないのでは？と思うほどくらいイメージです。いろ
んな人がいろんな瞬間に合わせて使いやすい場所を求めます。どこかでオープンにみてもらえるスペースがあるなら、どこかで静かに見てもらえるところ・・・。そんな風になったらうれしいです。

・今は、中・高校生の居場所がない。・アピタ・イオン・ラピオなど商業施設で勉強している。早く子供達の居場所を作ってほしい。図書館は「次世代の育成の場」という考えかたが、このアンケートからみても、
抜けている様に思う。「魅力ある図書館を作る」→「優秀な人材の育成」→「次の勉力ある小牧の担い手の育成」と考えてほしい。

・子ども中心のエリアと、高齢者（おしゃべり出来るスペースあっても良いかも？）も気軽に利用出来るスペースと、両方欲しい。明るくて、開放感のある空間、軽く食事しながら過ごせる場所。

・IC チップにより書籍を 1冊毎に管理する。これにより貸出、
返却業務が簡素化できると思う。
・高齢者にも易しい、優しいシステムにしてほしい。
・調べたい本をかんたんに探し出すシステム
・予約図書の貸し出、受け付け等の入口部門だけでも長くやって
いると利用しやすい。
・館内全域に FreeWi-Fi を設置してほしい。また、想定来館人数
がアクセスしても、苦にならない程度の通信速度を保ってほし
い。そのWi-Fi を使って、管内の書籍検索ができればなおよし。

・本に IC チップを付けて自動貸出機の設置をしていただきセル
フ化するとプライバシーも守られていいと思います。借りた本
を知られたくない人もいると思います。

・イベントを、多く企画して来館のチャンスをふやしてほしい。図
書館からの情報発信を、HP、その他からふやしてほしい。

・子供が又来たいと思えるような場所にしてほしい。小さい子供がいるので子供とゆっとりと本を読んだり、話ができるスペースが欲しい。

・キッズコーナーや託児所等があると親もゆっくりと図書を選ぶことができてよいと思う。 ・親子芝に寝転んで、自由に見れる場所を使ってほしいです。

・自動車駐車は終日無料で利用できるよう新図書館になっても
お願いします。

・駐車場は４０台分との事、もっと多い方が良いと考える。し
かし無断駐車対策（来館者以外）も必要と考える。

・天気が良い日は自転車も考えているので駐輪スペースを多くし
ていただきたい。（但し放置自転車対策としてカギ付きのものを）

・障害者駐車場の確保。現在本館には１台分しかないが、新設
の際はエレベーター近くの増設を願う。

・新図書館が出来るなら、駐車場を広くしてほしい。

・駅近のため、駐車場が空いているか気になります。できれば
敷地内に駐車したいですが、満車の場合、空きの駐車場を探し
たり、離れた場所へわざわざとめてまで図書館を利用するかと
いう気になるかというところです。

・知的障害（中度）のある方が介護者と一緒に図書やＤＶＤを見て楽しめるコーナーがあるといい。

・屋外には、緑があり、ベンチがあり広い庭、( 中略 )

・緑があって癒される空間。

・小さな子供を連れたお母さんも利用されると思うので、ちょっとしたキッズスペース（遊ぶ所）を作ってみては？

・区分け（ある程度、静かに利用したい人と、小さな子供等を楽しくすごすスペースの区別があると良い）

・お茶ができるスペース。・スターバックスやドトールなど民
間の軽いお茶できる企業を入れる。（小牧にはないので若者
ばなれ…）
・飲食できるスペース ( 飲食店舗を含む )
・カフェスペースは欲しいです。調べものだったり、本を読みに
行ったり…というのはどうしても長い時間過ごすことになるの
で、休憩もゆっくりできるスペースがあると嬉しいです。

・一日遊び感覚で出かけられる様、昼ランチも出来る食堂を設
置してほしい。図書館の前庭に噴水のある心豊になれる散歩
道を造って図書館に入れたらいいナー。

〇お茶をしたり、休憩できるスペースがある

・赤ちゃんと一緒にゆっくりすごせる様、授乳室や広めのトイレ、飲食スペースなど充実させてほしい。

・静かでゆっくりと本に集中し思考できる環境づくりを目指して欲しい。 ・最も望むことは、1冊でも多くの図書を配置してほしい。 ・１日中居ても飽きない様な施設にして欲しい。

・バリアフリー、エレベーター等、高齢者にも気軽に利用出来る図書館作り。・ベビーカーや車イスなど利用するスペースの確保をしてほしい。

〇情報・通信技術により本の予約・貸出・返却・
検索などがしやすい図書館

〇本や資料が充実した図書館　〇読書に集中できる静かなで、のんびりできる図書館
〇バリアフリー、授乳室など高齢者をはじめ全ての方に配慮された図書館　〇親子連れ、読書に集中したい人など、様々な目的の来訪者が居座ることのできる図書館

〇広くて、駐車台数に余裕がある駐車場・駐輪場

〇市民の文化・創造活動を支える多目的活動の
可能なエリア

〇屋外の緑に囲われたテラス

・本屋のようにイベント（季節や作家などに特化したり）や、ポップなどで、読んでみたいと思えるような展示のしかたなど工夫してほしい。

〇子どもから大人まで様々な人が学習に取り組むことのできる場所
〇本やイベントの情報、小牧市に関する情報などが得られる場所

・様々な情報が得られる施設にしてもらいたい。パブリックスペースとプライベートスペースを明確に区別し、すべての市民（年
令、性別、人種問わず）の憩いの場となることを望む。

・もっと図書館のサービス・情報を周知してもらえるよう工夫・アピール（広報に図書コーナーを設ける。）図書館内にポスター
を貼るなど。が必要だと思います。また、将来を見据え、ネット・スマホなど時代に合ったサービスは欠かせません。本を手
に取りたくなるような陳列の工夫（本屋さんのような）、( 中略 ) があるとありがたいです。

・常設のこの地方の歴史物語の説明、映像と音で表現してほしい。・ノンフィクションの映像があったら、それも用意してほしい。
・ちょっとした会合、談話が出来る様な部屋を造って欲しい。（１０人くらいまでの）
・乳幼児やお年寄りの憩いの場所も大切だが、児童や学生が学習に前向きになれる空間を広くとって、塾に行けない子や、家庭
環境の整わない子らが頑張ってみようかなと思えるスペースを充実させてほしい。

・小中学生向けの学習室の充実を望みます。イスの設置も多めにして欲しい。
・図書館をいちばん利用する年代は４才～１８才、６５才～８０才でないでしょうか。今回の小牧新図書館は、小牧駅前なので学校帰り
の学生、仕事帰りのビジネスマン、ウーマンも利用できるので利用者数が急増すると思います。日中は仕事で来られない人の為にも、
閉館時間を遅くする事を望みます。１８才以下の子供達に “こんな図書館あったらいいな！ ”アンケートしたら？ ・子供、大人がゆっくり、楽しく閲覧出来るようにギャラリー、

展示やイベントのスペース、飲食出来るスペースが有るとたく
さんの市民が利用するような気がします。

・多目的な活用ができる空間をつくってほしい。

・地域の文化の中心となるような図書館にしてほしいです。映画
とか劇とかも見られるようなホールもあると良いと思います。

・図書館だけでなく多目的スペースもあった方がよいと思う。

・いろんな趣味の講座を多く開設してほしいと思います。（参加希望）

・小さなクラシックコンサート等のイベントが出来る場所。

・館内に小ホールを作り、イベントをしたり、映画を見せたり、
作品の展示場を作れば、利用者が増えるのでは。

図書館利用等に関するアンケート調査の内容を受けて、新図書館のスペースとの関係性を考える

新図書館の構成イメージ

図書館エリア

カフェ・売店

フレキシブル
イベントエリア

テラス・屋上緑化

本の木

カフェ・売店

図書館の ICT 化など

駐車場・駐輪場など

フレキシブルイベントエリア

テラス・屋上緑化

図書館エリア

本の木
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・建築物の高さ、色彩、屋根の形態、屋外広告物のコントロール 

・合瀬川の水辺景観や「やすらぎみち」等の落ち着きのある景観と一体的な景

観形成 

・市役所移転に伴う跡地の緑地整備 

・道路に小牧山が直接接する区間における、緑豊かな景観の保全 

・道路と小牧山の間に宅地が介在する区間における緑と調和する建築物や屋外

広告物の形態、色彩等の誘導、電柱・電線の地中化、宅地内緑化等による改

善 

・城下町の区域における歴史性に配慮した建築物の色彩、屋根の形態、屋外広

告物のコントロール 

（都）小牧春日井線。小牧山外周の道路では、

小牧山の景観と調和した景観形成が必要です。

小牧山に沿って流れる合瀬川。小牧山の緑と調和し

た水辺空間の活用が期待されています。 

小牧山城の最新の発掘調査成果に基づいて推定した

450 年前の想像図（小牧市教育委員会監修）。図の

左下に城下町が広がっています。 

小牧山城の石垣 

住民౤ථが行われ計画のന

化が決定ࢴ

計画നࢴ後、建設৹議会が

17 回開࠵され計画の見直し。

地域のๅ（小牧山）ʹ地域遺伝

をखֻかりにまちのఉを創るࢠ

൱決された当初計画案は階数が多く
周辺へのѹഭײがありました。
地下1階・地上 5 階
高高さ：約࠷ 24.5m

ฐ社プロポーザル案は段ʑ状の外観とし
緑を഑置し周辺への環境を഑慮
地下1階・地上4 階
高高さ：約࠷ 19.�m

市が行ったアンケート調査より文ݴ
をグルーϐングし、エリアごとに分ੳ・
まとめます。市がੵみ上げてきた情
報を丁ೡに分ੳを行いました

・商業的な建物
・図書館よりも本屋にۙい
・本を重ねてずらすコンセプト
・全国一཯の形になる

・地域のҝの建築
・居心地の良い図書館
・地域の遺伝ࢠをखֻかりに街のఉをつくる
・その地域にしかない建築をつくる

ɾਤॻؗΤϦΞのκーχϯά計画ʹついͯൺֱݕ౼し·しͨ

ᶃすべての市民が਌しみやすく࢖いやすい図書館

ᶄ市民の༷ʑな活ಈをࢧԉするࢿྉと情報が๛෋な図書館

ᶅ課題解決のための図書館、情報発信のための図書館

ᶆ時代の変化に対応できる図書館

ᶇ市民ࢀ画の機会と場を提供する図書館

ᶈ人ʑが集い、行きかい、まちの活力につながる図書館

海外の図書館の内部イメージ օがくつろいでいる༷がどこからでも見える市によるアンケート結果を丁ೡに分ੳし計画にऔり入れます

外観のコンセプト 外観のコンセプト

本をずらしたイメージ 段ʑ状のかつての小牧৓

当初基本設計案

外観イメージ 外観イメージ

3 つのゾーンで構成された機能
的で明快なゾーニング計画

役所が行ったアンケート事例

Ұൠ開ՍエϦア 「本の໦」エϦア

ϑϨΩγブルイϕントエϦア

԰上ఉԂ

広৔

ϑϨΩγブルイϕントエϦϑϨΩγブルイϕントエϦγンϘルロード

「೐Θい࣠」

⓪住民౤ථで൓対された��
　当初基本設計案

ᶃ建設৹議会で再び図書館
　について議࿦されました

ᶅ建設৹議会において議࿦された内容を丁ೡにಡみ込みこれらかの図書館の　
形を模ࡧし、比較を行いました

˔新図書館の基本方針

ᶄ私たちの
　プロポーザル案のઆ໌

※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の検討により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

図書館利用者に対する図書館の ICT 化

AR（拡張現実） VR（仮想現実） デジタルサイネージ 電子書籍インタラクティブコンテンツ

カーリル

ＳＮＳ 館内専用タブレット 人間型ロボット（座席予約等） ＰＣ席・ＰＣ持ち込みwifi

ＯＰＡＣ CiNii（学術情報ナビゲータ） レファレンス協同データベースＮＤＬsearch（国立国会図書館リサーチ）ＯＰＡＣWeb ＯＰＡＣ

ARによる道案内の例

書架にかざすと表紙が一覧表示

� � �

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計図書

・本の予約について：個人番号によってパソコンで識別できるから、申
し込み用紙に書くのはわずらわしい。カンタン予約できる様にしてほ
しい。・予約人数が多すぎる時は、もう少し早く廻る様システムを考
えて本の冊数を増やす、とか日数を短くする。

・現在のえほん図書館は子育て広場も含め、子どもといつでも来られるところです。でもその他の図書館は (特に本館 )年配の方が多くどこか閉鎖的に思え静かすぎても足りないのでは足りないのでは？と思うほどくらいイメージです。いろ
んな人がいろんな瞬間に合わせて使いやすい場所を求めます。どこかでオープンにみてもらえるスペースがあるなら、どこかで静かに見てもらえるところ・・・。そんな風になったらうれしいです。

・今は、中・高校生の居場所がない。・アピタ・イオン・ラピオなど商業施設で勉強している。早く子供達の居場所を作ってほしい。図書館は「次世代の育成の場」という考えかたが、このアンケートからみても、
抜けている様に思う。「魅力ある図書館を作る」→「優秀な人材の育成」→「次の勉力ある小牧の担い手の育成」と考えてほしい。

・子ども中心のエリアと、高齢者（おしゃべり出来るスペースあっても良いかも？）も気軽に利用出来るスペースと、両方欲しい。明るくて、開放感のある空間、軽く食事しながら過ごせる場所。

・IC チップにより書籍を 1冊毎に管理する。これにより貸出、
返却業務が簡素化できると思う。
・高齢者にも易しい、優しいシステムにしてほしい。
・調べたい本をかんたんに探し出すシステム
・予約図書の貸し出、受け付け等の入口部門だけでも長くやって
いると利用しやすい。
・館内全域に FreeWi-Fi を設置してほしい。また、想定来館人数
がアクセスしても、苦にならない程度の通信速度を保ってほし
い。そのWi-Fi を使って、管内の書籍検索ができればなおよし。

・本に IC チップを付けて自動貸出機の設置をしていただきセル
フ化するとプライバシーも守られていいと思います。借りた本
を知られたくない人もいると思います。

・イベントを、多く企画して来館のチャンスをふやしてほしい。図
書館からの情報発信を、HP、その他からふやしてほしい。

・子供が又来たいと思えるような場所にしてほしい。小さい子供がいるので子供とゆっとりと本を読んだり、話ができるスペースが欲しい。

・キッズコーナーや託児所等があると親もゆっくりと図書を選ぶことができてよいと思う。 ・親子芝に寝転んで、自由に見れる場所を使ってほしいです。

・自動車駐車は終日無料で利用できるよう新図書館になっても
お願いします。

・駐車場は４０台分との事、もっと多い方が良いと考える。し
かし無断駐車対策（来館者以外）も必要と考える。

・天気が良い日は自転車も考えているので駐輪スペースを多くし
ていただきたい。（但し放置自転車対策としてカギ付きのものを）

・障害者駐車場の確保。現在本館には１台分しかないが、新設
の際はエレベーター近くの増設を願う。

・新図書館が出来るなら、駐車場を広くしてほしい。

・駅近のため、駐車場が空いているか気になります。できれば
敷地内に駐車したいですが、満車の場合、空きの駐車場を探し
たり、離れた場所へわざわざとめてまで図書館を利用するかと
いう気になるかというところです。

・知的障害（中度）のある方が介護者と一緒に図書やＤＶＤを見て楽しめるコーナーがあるといい。

・屋外には、緑があり、ベンチがあり広い庭、( 中略 )

・緑があって癒される空間。

・小さな子供を連れたお母さんも利用されると思うので、ちょっとしたキッズスペース（遊ぶ所）を作ってみては？

・区分け（ある程度、静かに利用したい人と、小さな子供等を楽しくすごすスペースの区別があると良い）

・お茶ができるスペース。・スターバックスやドトールなど民
間の軽いお茶できる企業を入れる。（小牧にはないので若者
ばなれ…）
・飲食できるスペース ( 飲食店舗を含む )
・カフェスペースは欲しいです。調べものだったり、本を読みに
行ったり…というのはどうしても長い時間過ごすことになるの
で、休憩もゆっくりできるスペースがあると嬉しいです。

・一日遊び感覚で出かけられる様、昼ランチも出来る食堂を設
置してほしい。図書館の前庭に噴水のある心豊になれる散歩
道を造って図書館に入れたらいいナー。

〇お茶をしたり、休憩できるスペースがある

・赤ちゃんと一緒にゆっくりすごせる様、授乳室や広めのトイレ、飲食スペースなど充実させてほしい。

・静かでゆっくりと本に集中し思考できる環境づくりを目指して欲しい。 ・最も望むことは、1冊でも多くの図書を配置してほしい。 ・１日中居ても飽きない様な施設にして欲しい。

・バリアフリー、エレベーター等、高齢者にも気軽に利用出来る図書館作り。・ベビーカーや車イスなど利用するスペースの確保をしてほしい。

〇情報・通信技術により本の予約・貸出・返却・
検索などがしやすい図書館

〇本や資料が充実した図書館　〇読書に集中できる静かなで、のんびりできる図書館
〇バリアフリー、授乳室など高齢者をはじめ全ての方に配慮された図書館　〇親子連れ、読書に集中したい人など、様々な目的の来訪者が居座ることのできる図書館

〇広くて、駐車台数に余裕がある駐車場・駐輪場

〇市民の文化・創造活動を支える多目的活動の
可能なエリア

〇屋外の緑に囲われたテラス

・本屋のようにイベント（季節や作家などに特化したり）や、ポップなどで、読んでみたいと思えるような展示のしかたなど工夫してほしい。

〇子どもから大人まで様々な人が学習に取り組むことのできる場所
〇本やイベントの情報、小牧市に関する情報などが得られる場所

・様々な情報が得られる施設にしてもらいたい。パブリックスペースとプライベートスペースを明確に区別し、すべての市民（年
令、性別、人種問わず）の憩いの場となることを望む。

・もっと図書館のサービス・情報を周知してもらえるよう工夫・アピール（広報に図書コーナーを設ける。）図書館内にポスター
を貼るなど。が必要だと思います。また、将来を見据え、ネット・スマホなど時代に合ったサービスは欠かせません。本を手
に取りたくなるような陳列の工夫（本屋さんのような）、( 中略 ) があるとありがたいです。

・常設のこの地方の歴史物語の説明、映像と音で表現してほしい。・ノンフィクションの映像があったら、それも用意してほしい。
・ちょっとした会合、談話が出来る様な部屋を造って欲しい。（１０人くらいまでの）
・乳幼児やお年寄りの憩いの場所も大切だが、児童や学生が学習に前向きになれる空間を広くとって、塾に行けない子や、家庭
環境の整わない子らが頑張ってみようかなと思えるスペースを充実させてほしい。

・小中学生向けの学習室の充実を望みます。イスの設置も多めにして欲しい。
・図書館をいちばん利用する年代は４才～１８才、６５才～８０才でないでしょうか。今回の小牧新図書館は、小牧駅前なので学校帰り
の学生、仕事帰りのビジネスマン、ウーマンも利用できるので利用者数が急増すると思います。日中は仕事で来られない人の為にも、
閉館時間を遅くする事を望みます。１８才以下の子供達に “こんな図書館あったらいいな！ ”アンケートしたら？ ・子供、大人がゆっくり、楽しく閲覧出来るようにギャラリー、

展示やイベントのスペース、飲食出来るスペースが有るとたく
さんの市民が利用するような気がします。

・多目的な活用ができる空間をつくってほしい。

・地域の文化の中心となるような図書館にしてほしいです。映画
とか劇とかも見られるようなホールもあると良いと思います。

・図書館だけでなく多目的スペースもあった方がよいと思う。

・いろんな趣味の講座を多く開設してほしいと思います。（参加希望）

・小さなクラシックコンサート等のイベントが出来る場所。

・館内に小ホールを作り、イベントをしたり、映画を見せたり、
作品の展示場を作れば、利用者が増えるのでは。

図書館利用等に関するアンケート調査の内容を受けて、新図書館のスペースとの関係性を考える

新図書館の構成イメージ

図書館エリア

カフェ・売店

フレキシブル
イベントエリア

テラス・屋上緑化

本の木

カフェ・売店

図書館の ICT 化など

駐車場・駐輪場など

フレキシブルイベントエリア

テラス・屋上緑化

図書館エリア

本の木
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中学生まとめ

中学生 役人

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計図書

・本の予約について：個人番号によってパソコンで識別できるから、申
し込み用紙に書くのはわずらわしい。カンタン予約できる様にしてほ
しい。・予約人数が多すぎる時は、もう少し早く廻る様システムを考
えて本の冊数を増やす、とか日数を短くする。

・現在のえほん図書館は子育て広場も含め、子どもといつでも来られるところです。でもその他の図書館は (特に本館 )年配の方が多くどこか閉鎖的に思え静かすぎても足りないのでは足りないのでは？と思うほどくらいイメージです。いろ
んな人がいろんな瞬間に合わせて使いやすい場所を求めます。どこかでオープンにみてもらえるスペースがあるなら、どこかで静かに見てもらえるところ・・・。そんな風になったらうれしいです。

・今は、中・高校生の居場所がない。・アピタ・イオン・ラピオなど商業施設で勉強している。早く子供達の居場所を作ってほしい。図書館は「次世代の育成の場」という考えかたが、このアンケートからみても、
抜けている様に思う。「魅力ある図書館を作る」→「優秀な人材の育成」→「次の勉力ある小牧の担い手の育成」と考えてほしい。

・子ども中心のエリアと、高齢者（おしゃべり出来るスペースあっても良いかも？）も気軽に利用出来るスペースと、両方欲しい。明るくて、開放感のある空間、軽く食事しながら過ごせる場所。

・IC チップにより書籍を 1冊毎に管理する。これにより貸出、
返却業務が簡素化できると思う。
・高齢者にも易しい、優しいシステムにしてほしい。
・調べたい本をかんたんに探し出すシステム
・予約図書の貸し出、受け付け等の入口部門だけでも長くやって
いると利用しやすい。
・館内全域に FreeWi-Fi を設置してほしい。また、想定来館人数
がアクセスしても、苦にならない程度の通信速度を保ってほし
い。そのWi-Fi を使って、管内の書籍検索ができればなおよし。

・本に IC チップを付けて自動貸出機の設置をしていただきセル
フ化するとプライバシーも守られていいと思います。借りた本
を知られたくない人もいると思います。

・イベントを、多く企画して来館のチャンスをふやしてほしい。図
書館からの情報発信を、HP、その他からふやしてほしい。

・子供が又来たいと思えるような場所にしてほしい。小さい子供がいるので子供とゆっとりと本を読んだり、話ができるスペースが欲しい。

・キッズコーナーや託児所等があると親もゆっくりと図書を選ぶことができてよいと思う。 ・親子芝に寝転んで、自由に見れる場所を使ってほしいです。

・自動車駐車は終日無料で利用できるよう新図書館になっても
お願いします。

・駐車場は４０台分との事、もっと多い方が良いと考える。し
かし無断駐車対策（来館者以外）も必要と考える。

・天気が良い日は自転車も考えているので駐輪スペースを多くし
ていただきたい。（但し放置自転車対策としてカギ付きのものを）

・障害者駐車場の確保。現在本館には１台分しかないが、新設
の際はエレベーター近くの増設を願う。

・新図書館が出来るなら、駐車場を広くしてほしい。

・駅近のため、駐車場が空いているか気になります。できれば
敷地内に駐車したいですが、満車の場合、空きの駐車場を探し
たり、離れた場所へわざわざとめてまで図書館を利用するかと
いう気になるかというところです。

・知的障害（中度）のある方が介護者と一緒に図書やＤＶＤを見て楽しめるコーナーがあるといい。

・屋外には、緑があり、ベンチがあり広い庭、( 中略 )

・緑があって癒される空間。

・小さな子供を連れたお母さんも利用されると思うので、ちょっとしたキッズスペース（遊ぶ所）を作ってみては？

・区分け（ある程度、静かに利用したい人と、小さな子供等を楽しくすごすスペースの区別があると良い）
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間の軽いお茶できる企業を入れる。（小牧にはないので若者
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2-01-03□小牧市による「小牧市立図書館利用者アンケート」および「図書館利用者等に関するアンケート調査」についての弊社分析

高校生まとめ

高校生 役人 弊社

中学生が図書館のありかたを
考えました

高校生が図書館のありかたを
考えました

中学生の意見では本୨を木੡書架とし、
落ちணいたง囲ؾの図書館が良い、
ಡΉところが所ʑにあり、࠲੮数を૿やし
てほしいというような要望がありました。

グループミーティングを行う中学生

,+法でవめた案を発表する ,+法でవめた案を発表する

高校生がඳいた図書館のイメージ

グループミーティングを行う高校生

中学生ワークショップ　

ᶏワークショップをৗにಉ͡フォーマットでవめ、
　ੈ代ごとにどんな意見が出ているのか分ੳします

ᶐワークショップにࢀՃした高校の校長先生よ
　りおखࢴを௖き、アクティブラーニングにつ
　いての重要性をೝ識しました

高校生ワークショップ
ᶎスクールミーティング

項目 ワークショップ全体で出た主な意見（表中の太字は特に多かった意見）

図書館エリア 　・個人の勉強スペースやグループで勉強できるスペースの充実　　　・ଂ書はなる΂くଟくし、ࢽࡶも๛෋にする　　　　　　　　　　　　　　・োがい者の方がಡΜだりௌけたりできるスペースの配置
　・ゆっくり座れる椅子の配置　　　　　　　　　　　　　　　　　　・৴長・小牧長ٱखのઓいなͲのྺ࢙資料といったઐ໳తな書੶のॆ࣮　　・ࢠͲもୡのসإがみえる自༝な場所の配置

ICT 関係 　・フリーWi-Fi の整備　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　     ・ిࢠ書੶のಋ入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・本の検ࡧシスςムを新しくする、タϒレット等の༗ޮ活用
　・タッνύネルで出来る館内Ҋ内　　　　　　　　　　　　　　　　・ిࢠϚネーみたいに図書館で࢖える共௨カードの利用　　　　

駐車場・駐輪場関係 　・駐車場はより多い台数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・入口に「空ं」「ຬं」දࣔを設置
　・றंスペースを広く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ֶੜの利用もଟいと༧૝されるのでறྠ場も広くする

テラス・屋上緑化関係 　・緑に囲まれるような場所で本が読めるよう　　　　　　　　　　　・ࢠͲもが༡΂るΤリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・࠲る場所をたくさΜ
　・ςϥスから֎をோめながら本やࢽࡶがಡめる　　　　　　　　　　・小・中ֶߍの活動のためՖஃを設置

イベントスペース関係 　・ギャラリー展示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・フリーϚーέットやバβーなͲ地域ࢀ加ܕのイベント
　・作家さΜのߨԋ会やԻָ会

市民交流スペース関係 　・利用者の方からのϒックレϏϡーとその本の঺հίーφー　　　　・市民からリαイクル本をडけ付けて、いらない人からཉしい人に本を঺հできるスペース
　・αークル活動ができるスペース

カフェ・売店関係 　・カフェチェーン店の導入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・自動ൢചػの設置　　　　
　・小牧の໊࢈をങえるചళの設置　　　　　　　　　　　　　　　　・ドリンクαーバの設置

どんな
図書館なら楽しい？

ͲΜな場所にするʁ

周辺とはͲのような
つながりが良いʁ

イベントΤリアではͲ
Μなことがしたいʁ

「本の木」でͲΜなことがしたいʁ

小牧市の自ຫはʁ

共用部はͲΜな
空間にしたいʁ

றं場はͲれくらい
ඞ要だΖうʁ

項目 Ａグループ Ｂグループ C グループ D グループ E グループ F グループ

グループ毎にまとめた意見台紙

　平成 29年 12 月 10 日も中学生や高校生をはじめ、図書館で活動するボランティア団体の方々など総勢 87名にて第１回ワークショップを開催しました。当日は、新図書館建設事業の経過や設計業者のプロポーザル時点の
案の紹介、市民アンケートやスクールミーティングで出された意見、近隣図書館の調査分析結果などを報告した後、どんな図書館にしていくかについて参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。

○これまで行ってきたアンケート調査
やスクールミーティングでは、漠然と
した図書館像に対して意見を頂いてい
ました。

○今回は、初めて実際のプロポーザル
案に示されたゾーンを提示し、より具
体的なイメージの中での、意見交換、
アイデア出しを行って頂きました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

当
日
の
様
子

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

学生や市民ボランティアなどが参加して第 1回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催しました。

■新図書館建設位置周辺図 ■議論の主なテーマ■建物の大きな構成イメージの提示
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項目 ワークショップ全体で出た主な意見（表中の太字は特に多かった意見）

図書館エリア 　・個人の勉強スペースやグループで勉強できるスペースの充実　　　・ଂ書はなる΂くଟくし、ࢽࡶも๛෋にする　　　　　　　　　　　　　　・োがい者の方がಡΜだりௌけたりできるスペースの配置
　・ゆっくり座れる椅子の配置　　　　　　　　　　　　　　　　　　・৴長・小牧長ٱखのઓいなͲのྺ࢙資料といったઐ໳తな書੶のॆ࣮　　・ࢠͲもୡのসإがみえる自༝な場所の配置

ICT 関係 　・フリーWi-Fi の整備　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　     ・ిࢠ書੶のಋ入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・本の検ࡧシスςムを新しくする、タϒレット等の༗ޮ活用
　・タッνύネルで出来る館内Ҋ内　　　　　　　　　　　　　　　　・ిࢠϚネーみたいに図書館で࢖える共௨カードの利用　　　　

駐車場・駐輪場関係 　・駐車場はより多い台数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・入口に「空ं」「ຬं」දࣔを設置
　・றंスペースを広く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ֶੜの利用もଟいと༧૝されるのでறྠ場も広くする

テラス・屋上緑化関係 　・緑に囲まれるような場所で本が読めるよう　　　　　　　　　　　・ࢠͲもが༡΂るΤリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・࠲る場所をたくさΜ
　・ςϥスから֎をோめながら本やࢽࡶがಡめる　　　　　　　　　　・小・中ֶߍの活動のためՖஃを設置

イベントスペース関係 　・ギャラリー展示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・フリーϚーέットやバβーなͲ地域ࢀ加ܕのイベント
　・作家さΜのߨԋ会やԻָ会

市民交流スペース関係 　・利用者の方からのϒックレϏϡーとその本の঺հίーφー　　　　・市民からリαイクル本をडけ付けて、いらない人からཉしい人に本を঺հできるスペース
　・αークル活動ができるスペース

カフェ・売店関係 　・カフェチェーン店の導入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・自動ൢചػの設置　　　　
　・小牧の໊࢈をങえるചళの設置　　　　　　　　　　　　　　　　・ドリンクαーバの設置

どんな
図書館なら楽しい？

ͲΜな場所にするʁ

周辺とはͲのような
つながりが良いʁ

イベントΤリアではͲ
Μなことがしたいʁ

「本の木」でͲΜなことがしたいʁ

小牧市の自ຫはʁ

共用部はͲΜな
空間にしたいʁ

றं場はͲれくらい
ඞ要だΖうʁ

項目 Ａグループ Ｂグループ C グループ D グループ E グループ F グループ

グループ毎にまとめた意見台紙

　平成 29年 12 月 10 日も中学生や高校生をはじめ、図書館で活動するボランティア団体の方々など総勢 87名にて第１回ワークショップを開催しました。当日は、新図書館建設事業の経過や設計業者のプロポーザル時点の
案の紹介、市民アンケートやスクールミーティングで出された意見、近隣図書館の調査分析結果などを報告した後、どんな図書館にしていくかについて参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。

○これまで行ってきたアンケート調査
やスクールミーティングでは、漠然と
した図書館像に対して意見を頂いてい
ました。

○今回は、初めて実際のプロポーザル
案に示されたゾーンを提示し、より具
体的なイメージの中での、意見交換、
アイデア出しを行って頂きました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

当
日
の
様
子

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

学生や市民ボランティアなどが参加して第 1回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催しました。

■新図書館建設位置周辺図 ■議論の主なテーマ■建物の大きな構成イメージの提示

屋上庭園

①一般開架エリア ②「本の木」エリア

③イベントエリア

ʢ自༝なఏҊができるΤリアʣ

広場（歩専1号線）

シンボルロード

「賑わい軸」

小牧の自慢 小牧の自慢 小牧の自慢 小牧の自慢 小牧の自慢 小牧の自慢図書館に関する意見 図書館に関する意見 図書館に関する意見 図書館に関する意見 図書館に関する意見 図書館に関する意見

中学生 PTA
ボランティア団体

高校生 大学生
役人 弊社

初めて実ࡍのプロポーザル案に示
されたゾーンを提示し、より具体的
なイメージの中での、意見交׵、ア
イデア出しを行って௖きました。

「ガラス張りで室内も明るく」「天井から光が入る」「多種多様なイスやソ
ファを置いて、皆がくつろいで本を読める」「屋上に芝生やテラスを作っ
て、本を読めたら素敵だ」「地場品を販売」「木製書架で落ちついた雰囲
気にする」　「駐車場は屋内で、広くて大きい方が良い」等の意見があった。

小牧市の市民の方ʑにࣗ 分の住Ή
街のࣗຫや理想の図書館をޠり
合っていただきました。
・緑が多い
・小牧৓があり、歴史がある
どものເを応ԉしているࢠ・
・おいしいお店等
私たちが提案していたコンセプトと
市民の考えが一கしていました。

小牧市は「こどもເ・νャレン
ジᶺ�一�都市」というテーθの
もとに「健ࢧ・߁え合い॥環都
市」「魅力・活力創造都市」と
いうએݴになっていた。新図書
館側は「健ࢧ・߁え合い॥環都
市」という֓೦で創り、ラϐオ
側を「魅力・活力創造都市」と
位置付け、ラϐオと住み分けを
する。

付ᝦを用いて,+法でవめました

議࿦の主なテーマ

活発な意見交׵が出来ました

理想の図書館を࿩し合いました

ᶑ第 1 回
　市民ワークショップ

ᶒ ,+ 法を用いた
　ワークショップ

ᶒラϐオとの住み分け
　小牧市のテーθ

※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の行政協議等により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事
周辺エリアとの関係に関するダイアグラム

フレキシブルイベントエリア一般開架エリア

一般開架エリア

一般開架エリア

地下道

デッキ デッキ

駐車場

駐車場

１

２

３

「本の木」
市のシンボル「小牧山」

ラピオ

475 台→ 415 台に改修予定
「動」の空間
改修建物の強みを
活かした活動 新設建物でしかできない活動

「静」の空間
201 台

検討事項 検討事項

駅西広場
ラピオ

駅東広場

交通拠点

駅東公園

駅東広場

40台 ~120 台（最大）

ラピオ最上階からの
小牧山への眺望

新図書館

新図書館のイメージ像

名鉄小牧駅

ラピオ最上階からの
小牧山への眺望

○駅からラピオまでの大きなエリアを
一体的に考えていくことが大切です。

名鉄小牧駅

「域外に誇れる各世代が満足できるしっかりした図書館」

段々状の屋上緑化

仮に接続する場合、地下工作物との干渉など詳細な検討が必要

ラピオの前庭空間 小さな小牧山のイメージ

緑に包まれた市のシンボル

域外に誇れる
「機能的なしっかりした図書館」

本・学習・知の探究
居場所・滞在

「静」の空間
自然光が行き届く 飲食ができるスペース 特色ある選書

ティーンズの充実
広場との連携・高い天井高
広場でのイベント

旧桃花台線（ピーチライナー）の撤去

こども夢・チャレンジ№ 1都市宣言

元気創造都市 支え合い共生都市

「知」のレベルアップの
場としての新図書館

実践・体験の場としての
こども未来館

こども政策課 新図書館建設推進室

新図書館設計チーム

駅周辺（デッキ、広場等）整備担当チーム

（仮称）こども未来館設計チーム

都市政策課

協力体制
日本一

世界で話題を呼ぶ
施設を創る

協力・情報共有

協力・情報共有協力・情報共有

建設検討委員、議員の方ʑに

もࢿྉ作成しઆ໌を行います。

小牧駅前の 400mエリアについて、
駅前からۙ隣商業施設へのಈ線に
ついても検討し、まちのスローガン
を元に、まちづくりの提案もしました

建物中心に഑置された階段模型

建設検討会議

ᶓ建設検討会議
　議員આ໌

ᶔ周辺をרき込み提案し
　ていくことが重要です

周辺とのつながりを提案します

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計図書（概要版）

■設計コンセプト

□設計主旨 1

他の都市にはない特徴として、小牧市はこどもを中心に世代がつながる考え方を、都市ヴィジョンとして掲げています。この考え方に基づき、次世代を育てる場となる図書館をつくります。

フレキシブルイベ
ントエリア

一般開架エリア

一般開架エリア

一般開架
エリア

動線検討 動線検討

デッキ
デッキ

駐車場

駐車場
駐車場

１

２

３ 吹抜
空間

市のシンボル
「小牧山」

ラピオ
ラピオ最上階からの
小牧山への眺望 新図書館 名鉄小牧駅

「域外に誇れる各世代が満足できるしっかりした図書館」

段々状の屋上緑化

ラピオの前庭空間 小さな小牧山のイメージ

緑に包まれた市のシンボル

新図書館のイメージ像

域外に誇れる
「機能的なしっかりした図書館」

本・学習・知の探究
居場所・滞在

「静」の空間
自然光が行き届く 飲食ができるスペース 特色ある選書

ティーンズの充実
広場との連携・高い天井高

広場でのイベント

家

第一の居場所 第二の居場所

第三の居場所

とびきり居心地の良い場所

職場
学校

サードプレイス

こども夢・チャレンジ№ 1都市

元気創造都市 支え合い共生都市

「知」のレベルアップ
の場としての新図書館

実践・体験の場として
のこども未来館

都市ヴィジョン

駐車場
駐車場

□とびきり居心地の良い「サードプレイス」となる図書館 □域外に誇れる図書館 □市の象徴となる図書館

□こどもを中心に世代がつながる、次世代を育てる図書館

地域の宝である「小牧山」と呼応する「小さな小牧山」を創るイメー
ジで、緑豊かな小牧市の象徴となる図書館をつくります。織田信長
が、かつてこの地で城下町の地割りを根付かせ全国に発展させたよ
うに、本計画をきっかけに、新しい日本の街づくりを、ここ小牧か
ら始めます。

市民が憩いのんびりできる緑豊かな公園のような、市民が必要としている「場」をみ
んなで話し合って決め、域外に誇れる図書館をつくります。

段々状緑化のかつての小牧城■活気ある都市にするためには、建物単体ではなく、エリア全体で考えることが大切です。

ラピオ 新図書館

名鉄小牧駅
シンボルロード

すべての市民が親しみやすく使いやすい図書館とするために、
家でも、職場でも、学校でもない、とびきり居心地良い場所
（＝「サードプレイス」）となる図書館を目指します。

家でも、職場でも、学校でもない、と
びきり居心地のよい場を「サードプレイ
ス」とݺびます

私たちは 30 年以上街づくりの๛෋な実੷があります

湯布院は映画のシーンを創るよう
に街を創りました。小牧も駅東側
をؚめて、緑あふれる風景となる、
高ྸ者やࢠ供に優しい街とするこ
とが活性化にܨがります。

զʑは横浜市の街づくりの設計にܞわり、今では日本を代表する活ؾある有໊都市になっています。

౰社はこれまで多くの街を調査・分析し、その手法を様ʑな都市の街づくりに活かしてきました。

（湯布院事例）

�� ೥Ҏ上の֗ͮ Γ͘の๛෋ͳ࣮੷まちの分析　―時間をかけてつくったまちの例―

・日本の有ջなᚔも、஽間をかȤて᭛௑とまちを作ってきました。

・ඬ行ᐐで᠃わうまちには、ाඬٚ内にᮟや˿ᛵ施設が集まっているȦとがわかります。

͜ӯ

ႏࢎ院

π୧

おかげ横丁
おはらい町

約 140ｍ

直径約４００ｍ

ᣄᮗ᡾

おはらい町

整備前

▼

おはらい町

整備後

ᦂ᱐າ຺のٷᚔᤍல֪ ³0年ᬰのႏࢎ院

ȝはらい႔

π୧ࡺภいのᚔ˶み

湯の坪街道

金隣湖

約55
0m

直径約４００ｍ

倉敷川沿い

約400m

直径約４００ｍ本
町
通
り
・
東
町

π୧ࡺを渡るᆀ造の൞と౹ ᖽࠎ୧にયまれたᡅ٥ π୧ࡺภいのᖽࠎ୧

まちの分析　―時間をかけてつくったまちの例―

・日本の有ջなᚔも、஽間をかȤて᭛௑とまちを作ってきました。

・ඬ行ᐐで᠃わうまちには、ाඬٚ内にᮟや˿ᛵ施設が集まっているȦとがわかります。

͜ӯ

ႏࢎ院

π୧

おかげ横丁
おはらい町

約 140ｍ

直径約４００ｍ

ᣄᮗ᡾

おはらい町

整備前

▼

おはらい町

整備後

ᦂ᱐າ຺のٷᚔᤍல֪ ³0年ᬰのႏࢎ院

ȝはらい႔

π୧ࡺภいのᚔ˶み

湯の坪街道

金隣湖

約55
0m

直径約４００ｍ

倉敷川沿い

約400m

直径約４００ｍ本
町
通
り
・
東
町

π୧ࡺを渡るᆀ造の൞と౹ ᖽࠎ୧にયまれたᡅ٥ π୧ࡺภいのᖽࠎ୧

かつては緑のない街だった 緑溢れる街に変化

横浜市事例 新本牧事例..21事例

มԽΛ਱͚͕͛ͨ֗ͩੑ׆Խ͢Δ

೥間 ��� ສਓҎ上の観ޫ໊所ʹൃల

■ファシリテーターの資質

散居村 大分県 アメニティタウン構想 400m Φ圏内の整備田園空間計画プロジェクト まちづくり

■　「経済至上主義」から「環境主義」へ

経済至上主義 環境主義

・グローバリズム ・グローカリズム Think globally, act locally.

・巨大都市／スプロール ・小都市・コンパクトシティ

・工業／産業主義 ・環境主義・多様な価値観

・街づくり、景観づくり ・サイトスペシフィック

・スクラップ＆ビルド ・保存再生・保全 （コンバージョン、コンサベーション、リニューアル）

・生活の量的な向上を望む人々 ・生活の質的な向上を望む人々（BOBO'S に代表されるような）

ＧＤＰ　国内総生産
（Gross Domestic Product） ＧＮＨ　国内総幸福量

（Gross National Happiness）

ＧＡＨ　地域総幸福量
（Gross Area Happiness）

ＧＮＰ　国民総生産
（Gross National Product）

ＧＮＩ　国民総所得
（Gross National Income）

■「経済至上主義」から「環境主義」へ

■「YES」＝「￥€ ＄」＝「円、ユーロ、ドル」＝「経済至上主義」
経済至上主義の弊害
①都市を作るスピードが経済効率に合わせて加速されている
②建築の価値や本質も落ちてきている
③都市の均質化

■「生産」から「幸福量」へ

美しい散居村の景観

左：散居村の民家における循環の仕組み
右：民家の解体移築工事の様子

民家を壊さずに移築することで、木材を再利用できます。ま
た最新の建築技術を付加することで、現代のライフスタイル
に適した快適で機能的な家に再生することが可能です。こう
した地道な取り組みが散居村全体の景観の保存につながって
いきます。

■　散居村田園空間計画プロジェクト

砺波

砺波

Chiaki Arai urban and architecture design

住環境調査（リモートセンシング）

東京工業大学の梅千野研究室に呼びかけ、リモートセンシング（航空写真）によって、

散居村の温度分布、緑地率などを調査・分析を行い、田んぼや屋敷林の有効性について

数値的に明らかにし、現在も継続中です。

Ⅲ . 散居村田園空間計画の５つの柱

アンケート、調査、ワークショップの結果、散居村の景観の再生には、子供の教育や生活スタイル、地域産業の問題に着手しなければ

ならないことがわかってきました。また循環型社会の形成に向けて環境問題も含めて、地域再生に取り組むための５つの柱を設定しま

した。これにもとづき、散居村ミュージアムの企画・構想・設計を市民や行政、地元の技術者とともにすすめております。

自然の生態系のシステム等を教えていくようなカリキュラムを組み、子供達がどういう風に自然や機械の

仕組みが動くかについて、その類似性などを学ぶことが出来るような環境を作っていく事が望まれます。

それによってブラックボックス化した現代の仕組みを超える力を子供達に教えることができるのではない

でしょうか。

美しくかつ現代的な生活にあった農村の風景の再生するために、循環させる手法を考えていくことが大切

です。

サスティナブルな社会、循環型の景観を守っていくには、それをメンテナンスしていく人が必要です。現

在その循環を阻害している要素に、古い建物は、プライバシーを確保出来ないという問題や、台所、風呂、

トイレなどの設備的な遅れの問題、そして二世帯の同居（親と子の問題）の問題、ジェンダの問題があり

ます。地域にあった新しい持続的な生活スタイルを考えいく必要があります。

3. 生活スタイルの再生 ―新しく、かっこいい持続可能な生活の創出―

1. 風景の再生 ―美しく、現代的な生活にあった農村の風景の再生―

2. 子供の教育の再生 ―生まれ育った地域に誇りを持てる学びの環境を再生―

1930 年代までの日本の景観は、とても美しいものでした。日本の工業化にともない、風景が破壊され、

経済活動を守るためにそれが繰り返されてきました。これからは効率重視の方向を転換し、地域にあった

技術を見直し、それを環境的な技術体系に転換することが必要です。それがまた地域の雇用促進にもつな

がります。田園空間での風景の再生は、屋敷林や伝統的な住居、水田も含めて地域が一体でやると、基盤

になる産業の再生にもつながることが考えられます。

今回の場合、人工衛星や飛行機を飛ばして、温度分布を調べています。その結果できた熱画像は地表をア

スファルトなどでカバーした部分と、水田や農地のまま残した場合で４℃の温度差がある事がわかりまし

た。これは１家について９台のクーラーを必要とするのと同じ結果になります。強制的に環境をコントロー

ルするより、逆に現代科学を加えて、出来るだけ先人達の知恵を生かした自然型を活かして行く方法を探

るべきだと考えています。

5. 環境共生型の再生 ―現代のテクノロジーを付加した新しい環境の創出―

4. 地域産業の再生 ―地域に根付いた技術を見直し再生する。今後の日本の建築産業、特に地方の建設会社等の方向

性として、作っても、壊して自然を再生させても同じー

Ⅳ .計画の広がり

日本海学への広がり

「日本海学（中国、韓国、ロシアなどもふくめた環境共生系についての学問）」と、

ＮＰＯ「環・日本海」の創設にも係わり、現在も活動中です。

リモートセンシング

観測コース

砺波平野の季節による温度変化

散居村田園空間計画の展開

そもそも田園空間計画とは何か？

「田園空間整備事業」は、農村地域の「水」と「土」を中心とする地域資源について、歴史的・文化的観点から再評価し、地域の活性化

を図るとともに、その国民的活用を推進するため、農林水産省によって平成１０年（1998）12 月に創設されました。この事業で進め

られているのが「田園空間博物館」構想です。「田園空間博物館」の整備は、建物の中に展示する従来の博物館とは異なり、エコミュー

ジアム活動にならって「地域全体が博物館」という思想に基づき、地域住民の参加を得ながら田園空間を保全・活用していこうとするも

のです。その視点は、農村地域を単に生産を支える場としてとらえるのではなく、自然と人間が織りなしてきた農村の伝統文化や農業に

かかわる地域資源におかれており、伝統的農業施設や農村景観などを展示施設とし、これらを田園散策の道で有機的に結ぶことが構想さ

れています。具体的には下図のような整備が計画されています。

また、「田園空間の整備について」の中では、農村を歴史的価値のある田園として再評価し、「田園空間」を日本の伝統として残していく、

それがこの事業で最も訴えたいところです。とされており、パンフレットのイメージにもあるように、茅葺き農家群や棚田、石積み水路・

伝統的ため池・古い堰、石碑・史跡などを保存整備し、「懐かしい田園風景の再現」「美しい農村景観の復元」といった価値観をこめた構

想が描かれています。この構想を受けて、富山県より私達に本計画策定が発注されました。

（１）地域の伝統的農業施設などの保全・復元

石積み水路、かんがい用水車、ため池、堰等の復元・整備歴史的な水田形態の保全復元

（２）美しい農村景観などの保全・復元

並木、平地林などの保全・復元伝統的な農 村景観の保全・復元田園散策の道の整備

（３）地域に残された史跡などの活用

古墳などを活用した農村公園の整備地域開発の記念碑等の保全・整備

（４）農産品等を活用した伝統食品工芸などの復活

そば打ち、紙すき等

（５）総合案内所の整備

伝統的農家などを活用し、情報発信・資料保存施設として総合案内所を整備

Ⅰ .計画の枠組み

散居村田園空間計画では、右図の様に農林水産省、富山県、7 つの市

町村、市民、公共機関、学識経験者、民間企業など様々な立場の人が

協同して、議論を重ねプロジェクトを推進しております。私たちは、

建築の専門家としての企画・提案を行うとともに、様々な打合せへの

参加、委員会等の事務局、住民とのワークショップ、学識経験者のへ

のヒアリングなどを通じて、関係諸機関の意見調整や有機的な連携を

図るための企画役も担いつつ、本計画の策定を行っております。

Ⅱ . 計画の流れ

現地調査やアンケート、ワークショップ等を繰り返し、Ｈ 11 年度に

景観整備を道、水、施設、伝統的家屋の４つに分け、事業の基本的な

方向性を示す「散居村田園空間計画」を策定、Ｈ 12 年度には、7 つ

の地域でのモデル事業である「整備実施計画」と、教育のありかた等

を中心とした「地域活動計画」を策定、Ｈ 13 年度からは、コア施設

である散居村ミュージアムを中心として計画を行い、Ｈ 17 年度の施

設完成までに、7 年の歳月をかけました。

■１２年度アンケート「砺波平野に

おける住まい方に関する意識調査」

■散居村保全委員会・地域懇話会

■田園空間計画整備実施計画

■民家再生ワーキング
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■１１年度アンケート「散居景観およ

び屋敷林の保全に関する意識調査」

となみ平野を周径８ｋｍの

２５エリアに分け、地域資源

や景観要素を調査しました。

■現地実踏調査
■散居村田園空間計画

基本的な計画の理念を整理し、モデルエリアの検討や計画推進フ

レームの整理等を行っています。また、景観を構成する家屋、道、

水路、施設等の景観推奨値などの提案も行っています。

■田園空間計画策定委員会

１１年度のアンケート

からは、現在の砺波平

野の暮らしが、生活様

式の変化に対応してい

ないという事実が浮か

びあがりました。

委員会で様々な意見交換をを行いま

した。

ビジュアルを多用した普及啓発型のアンケートで、

特に若い人を中心として反響がありました。

ワークショップ形式で未来のライフスタイル

をみんなで考えています。

中核施設をつくっていくプロセ

スの中で伝統的家屋の再生を、

地域の工務店や専門家等も交え

ながら行っていきます。

７つの市町村との打

合せを何度も繰り返

し行い、ハード整備

の基本フレームを作

りました。

モデルエリアと地域

拠点を設定し、田園

景整備のモデルとし

て計画し、これらの

エリアから美しい景

観を平野全体に広げ

ていくような計画を

行いました。
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田園空間博物館（散居村ミュージアム）の事業フレーム

■ 「田園空間整備事業」は、農村地域の「水」と「土」を中心とする地域資源について、歴史的・文化的観点から再評価し、地域の活性化を図るとともに、その国民的活用を推進するため、農林水産省によって創設されました。

Chiaki Arai urban and architecture design

住環境調査（リモートセンシング）

東京工業大学の梅千野研究室に呼びかけ、リモートセンシング（航空写真）によって、

散居村の温度分布、緑地率などを調査・分析を行い、田んぼや屋敷林の有効性について

数値的に明らかにし、現在も継続中です。

Ⅲ . 散居村田園空間計画の５つの柱

アンケート、調査、ワークショップの結果、散居村の景観の再生には、子供の教育や生活スタイル、地域産業の問題に着手しなければ

ならないことがわかってきました。また循環型社会の形成に向けて環境問題も含めて、地域再生に取り組むための５つの柱を設定しま

した。これにもとづき、散居村ミュージアムの企画・構想・設計を市民や行政、地元の技術者とともにすすめております。

自然の生態系のシステム等を教えていくようなカリキュラムを組み、子供達がどういう風に自然や機械の

仕組みが動くかについて、その類似性などを学ぶことが出来るような環境を作っていく事が望まれます。

それによってブラックボックス化した現代の仕組みを超える力を子供達に教えることができるのではない

でしょうか。

美しくかつ現代的な生活にあった農村の風景の再生するために、循環させる手法を考えていくことが大切

です。

サスティナブルな社会、循環型の景観を守っていくには、それをメンテナンスしていく人が必要です。現

在その循環を阻害している要素に、古い建物は、プライバシーを確保出来ないという問題や、台所、風呂、

トイレなどの設備的な遅れの問題、そして二世帯の同居（親と子の問題）の問題、ジェンダの問題があり

ます。地域にあった新しい持続的な生活スタイルを考えいく必要があります。

3. 生活スタイルの再生 ―新しく、かっこいい持続可能な生活の創出―

1. 風景の再生 ―美しく、現代的な生活にあった農村の風景の再生―

2. 子供の教育の再生 ―生まれ育った地域に誇りを持てる学びの環境を再生―

1930 年代までの日本の景観は、とても美しいものでした。日本の工業化にともない、風景が破壊され、

経済活動を守るためにそれが繰り返されてきました。これからは効率重視の方向を転換し、地域にあった

技術を見直し、それを環境的な技術体系に転換することが必要です。それがまた地域の雇用促進にもつな

がります。田園空間での風景の再生は、屋敷林や伝統的な住居、水田も含めて地域が一体でやると、基盤

になる産業の再生にもつながることが考えられます。

今回の場合、人工衛星や飛行機を飛ばして、温度分布を調べています。その結果できた熱画像は地表をア

スファルトなどでカバーした部分と、水田や農地のまま残した場合で４℃の温度差がある事がわかりまし

た。これは１家について９台のクーラーを必要とするのと同じ結果になります。強制的に環境をコントロー

ルするより、逆に現代科学を加えて、出来るだけ先人達の知恵を生かした自然型を活かして行く方法を探

るべきだと考えています。

5. 環境共生型の再生 ―現代のテクノロジーを付加した新しい環境の創出―

4. 地域産業の再生 ―地域に根付いた技術を見直し再生する。今後の日本の建築産業、特に地方の建設会社等の方向

性として、作っても、壊して自然を再生させても同じー

Ⅳ .計画の広がり

日本海学への広がり

「日本海学（中国、韓国、ロシアなどもふくめた環境共生系についての学問）」と、

ＮＰＯ「環・日本海」の創設にも係わり、現在も活動中です。

リモートセンシング

観測コース

砺波平野の季節による温度変化

散居村田園空間計画の展開

そもそも田園空間計画とは何か？

「田園空間整備事業」は、農村地域の「水」と「土」を中心とする地域資源について、歴史的・文化的観点から再評価し、地域の活性化

を図るとともに、その国民的活用を推進するため、農林水産省によって平成１０年（1998）12 月に創設されました。この事業で進め

られているのが「田園空間博物館」構想です。「田園空間博物館」の整備は、建物の中に展示する従来の博物館とは異なり、エコミュー

ジアム活動にならって「地域全体が博物館」という思想に基づき、地域住民の参加を得ながら田園空間を保全・活用していこうとするも

のです。その視点は、農村地域を単に生産を支える場としてとらえるのではなく、自然と人間が織りなしてきた農村の伝統文化や農業に

かかわる地域資源におかれており、伝統的農業施設や農村景観などを展示施設とし、これらを田園散策の道で有機的に結ぶことが構想さ

れています。具体的には下図のような整備が計画されています。

また、「田園空間の整備について」の中では、農村を歴史的価値のある田園として再評価し、「田園空間」を日本の伝統として残していく、

それがこの事業で最も訴えたいところです。とされており、パンフレットのイメージにもあるように、茅葺き農家群や棚田、石積み水路・

伝統的ため池・古い堰、石碑・史跡などを保存整備し、「懐かしい田園風景の再現」「美しい農村景観の復元」といった価値観をこめた構

想が描かれています。この構想を受けて、富山県より私達に本計画策定が発注されました。

（１）地域の伝統的農業施設などの保全・復元

石積み水路、かんがい用水車、ため池、堰等の復元・整備歴史的な水田形態の保全復元

（２）美しい農村景観などの保全・復元

並木、平地林などの保全・復元伝統的な農 村景観の保全・復元田園散策の道の整備

（３）地域に残された史跡などの活用

古墳などを活用した農村公園の整備地域開発の記念碑等の保全・整備

（４）農産品等を活用した伝統食品工芸などの復活

そば打ち、紙すき等

（５）総合案内所の整備

伝統的農家などを活用し、情報発信・資料保存施設として総合案内所を整備

Ⅰ .計画の枠組み

散居村田園空間計画では、右図の様に農林水産省、富山県、7 つの市

町村、市民、公共機関、学識経験者、民間企業など様々な立場の人が

協同して、議論を重ねプロジェクトを推進しております。私たちは、

建築の専門家としての企画・提案を行うとともに、様々な打合せへの

参加、委員会等の事務局、住民とのワークショップ、学識経験者のへ

のヒアリングなどを通じて、関係諸機関の意見調整や有機的な連携を

図るための企画役も担いつつ、本計画の策定を行っております。

Ⅱ . 計画の流れ

現地調査やアンケート、ワークショップ等を繰り返し、Ｈ 11 年度に

景観整備を道、水、施設、伝統的家屋の４つに分け、事業の基本的な

方向性を示す「散居村田園空間計画」を策定、Ｈ 12 年度には、7 つ

の地域でのモデル事業である「整備実施計画」と、教育のありかた等

を中心とした「地域活動計画」を策定、Ｈ 13 年度からは、コア施設

である散居村ミュージアムを中心として計画を行い、Ｈ 17 年度の施

設完成までに、7 年の歳月をかけました。

■１２年度アンケート「砺波平野に

おける住まい方に関する意識調査」

■散居村保全委員会・地域懇話会

■田園空間計画整備実施計画

■民家再生ワーキング
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■１１年度アンケート「散居景観およ

び屋敷林の保全に関する意識調査」

となみ平野を周径８ｋｍの

２５エリアに分け、地域資源

や景観要素を調査しました。

■現地実踏調査
■散居村田園空間計画

基本的な計画の理念を整理し、モデルエリアの検討や計画推進フ

レームの整理等を行っています。また、景観を構成する家屋、道、

水路、施設等の景観推奨値などの提案も行っています。

■田園空間計画策定委員会

１１年度のアンケート

からは、現在の砺波平

野の暮らしが、生活様

式の変化に対応してい

ないという事実が浮か

びあがりました。

委員会で様々な意見交換をを行いま

した。

ビジュアルを多用した普及啓発型のアンケートで、

特に若い人を中心として反響がありました。

ワークショップ形式で未来のライフスタイル

をみんなで考えています。

中核施設をつくっていくプロセ

スの中で伝統的家屋の再生を、

地域の工務店や専門家等も交え

ながら行っていきます。

７つの市町村との打

合せを何度も繰り返

し行い、ハード整備

の基本フレームを作

りました。

モデルエリアと地域

拠点を設定し、田園

景整備のモデルとし

て計画し、これらの

エリアから美しい景

観を平野全体に広げ

ていくような計画を

行いました。

Ｈ 11 年 Ｈ 12 年 Ｈ 13 年～ 14 年Ｈ 10 年 Ｈ 15 年～ 16 年 Ｈ 17 年
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田園空間博物館（散居村ミュージアム）の事業フレーム

■ 「田園空間整備事業」は、農村地域の「水」と「土」を中心とする地域資源について、歴史的・文化的観点から再評価し、地域の活性化を図るとともに、その国民的活用を推進するため、農林水産省によって創設されました。

Chiaki Arai urban and architecture design

住環境調査（リモートセンシング）

東京工業大学の梅千野研究室に呼びかけ、リモートセンシング（航空写真）によって、

散居村の温度分布、緑地率などを調査・分析を行い、田んぼや屋敷林の有効性について

数値的に明らかにし、現在も継続中です。

Ⅲ . 散居村田園空間計画の５つの柱

アンケート、調査、ワークショップの結果、散居村の景観の再生には、子供の教育や生活スタイル、地域産業の問題に着手しなければ

ならないことがわかってきました。また循環型社会の形成に向けて環境問題も含めて、地域再生に取り組むための５つの柱を設定しま

した。これにもとづき、散居村ミュージアムの企画・構想・設計を市民や行政、地元の技術者とともにすすめております。

自然の生態系のシステム等を教えていくようなカリキュラムを組み、子供達がどういう風に自然や機械の

仕組みが動くかについて、その類似性などを学ぶことが出来るような環境を作っていく事が望まれます。

それによってブラックボックス化した現代の仕組みを超える力を子供達に教えることができるのではない

でしょうか。

美しくかつ現代的な生活にあった農村の風景の再生するために、循環させる手法を考えていくことが大切

です。

サスティナブルな社会、循環型の景観を守っていくには、それをメンテナンスしていく人が必要です。現

在その循環を阻害している要素に、古い建物は、プライバシーを確保出来ないという問題や、台所、風呂、

トイレなどの設備的な遅れの問題、そして二世帯の同居（親と子の問題）の問題、ジェンダの問題があり

ます。地域にあった新しい持続的な生活スタイルを考えいく必要があります。

3. 生活スタイルの再生 ―新しく、かっこいい持続可能な生活の創出―

1. 風景の再生 ―美しく、現代的な生活にあった農村の風景の再生―

2. 子供の教育の再生 ―生まれ育った地域に誇りを持てる学びの環境を再生―

1930 年代までの日本の景観は、とても美しいものでした。日本の工業化にともない、風景が破壊され、

経済活動を守るためにそれが繰り返されてきました。これからは効率重視の方向を転換し、地域にあった

技術を見直し、それを環境的な技術体系に転換することが必要です。それがまた地域の雇用促進にもつな

がります。田園空間での風景の再生は、屋敷林や伝統的な住居、水田も含めて地域が一体でやると、基盤

になる産業の再生にもつながることが考えられます。

今回の場合、人工衛星や飛行機を飛ばして、温度分布を調べています。その結果できた熱画像は地表をア

スファルトなどでカバーした部分と、水田や農地のまま残した場合で４℃の温度差がある事がわかりまし

た。これは１家について９台のクーラーを必要とするのと同じ結果になります。強制的に環境をコントロー

ルするより、逆に現代科学を加えて、出来るだけ先人達の知恵を生かした自然型を活かして行く方法を探

るべきだと考えています。

5. 環境共生型の再生 ―現代のテクノロジーを付加した新しい環境の創出―

4. 地域産業の再生 ―地域に根付いた技術を見直し再生する。今後の日本の建築産業、特に地方の建設会社等の方向

性として、作っても、壊して自然を再生させても同じー

Ⅳ .計画の広がり

日本海学への広がり

「日本海学（中国、韓国、ロシアなどもふくめた環境共生系についての学問）」と、

ＮＰＯ「環・日本海」の創設にも係わり、現在も活動中です。

リモートセンシング

観測コース

砺波平野の季節による温度変化

散居村田園空間計画の展開

そもそも田園空間計画とは何か？

「田園空間整備事業」は、農村地域の「水」と「土」を中心とする地域資源について、歴史的・文化的観点から再評価し、地域の活性化

を図るとともに、その国民的活用を推進するため、農林水産省によって平成１０年（1998）12 月に創設されました。この事業で進め

られているのが「田園空間博物館」構想です。「田園空間博物館」の整備は、建物の中に展示する従来の博物館とは異なり、エコミュー

ジアム活動にならって「地域全体が博物館」という思想に基づき、地域住民の参加を得ながら田園空間を保全・活用していこうとするも

のです。その視点は、農村地域を単に生産を支える場としてとらえるのではなく、自然と人間が織りなしてきた農村の伝統文化や農業に

かかわる地域資源におかれており、伝統的農業施設や農村景観などを展示施設とし、これらを田園散策の道で有機的に結ぶことが構想さ

れています。具体的には下図のような整備が計画されています。

また、「田園空間の整備について」の中では、農村を歴史的価値のある田園として再評価し、「田園空間」を日本の伝統として残していく、

それがこの事業で最も訴えたいところです。とされており、パンフレットのイメージにもあるように、茅葺き農家群や棚田、石積み水路・

伝統的ため池・古い堰、石碑・史跡などを保存整備し、「懐かしい田園風景の再現」「美しい農村景観の復元」といった価値観をこめた構

想が描かれています。この構想を受けて、富山県より私達に本計画策定が発注されました。

（１）地域の伝統的農業施設などの保全・復元

石積み水路、かんがい用水車、ため池、堰等の復元・整備歴史的な水田形態の保全復元

（２）美しい農村景観などの保全・復元

並木、平地林などの保全・復元伝統的な農 村景観の保全・復元田園散策の道の整備

（３）地域に残された史跡などの活用

古墳などを活用した農村公園の整備地域開発の記念碑等の保全・整備

（４）農産品等を活用した伝統食品工芸などの復活

そば打ち、紙すき等

（５）総合案内所の整備

伝統的農家などを活用し、情報発信・資料保存施設として総合案内所を整備

Ⅰ .計画の枠組み

散居村田園空間計画では、右図の様に農林水産省、富山県、7 つの市

町村、市民、公共機関、学識経験者、民間企業など様々な立場の人が

協同して、議論を重ねプロジェクトを推進しております。私たちは、

建築の専門家としての企画・提案を行うとともに、様々な打合せへの

参加、委員会等の事務局、住民とのワークショップ、学識経験者のへ

のヒアリングなどを通じて、関係諸機関の意見調整や有機的な連携を

図るための企画役も担いつつ、本計画の策定を行っております。

Ⅱ . 計画の流れ

現地調査やアンケート、ワークショップ等を繰り返し、Ｈ 11 年度に
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である散居村ミュージアムを中心として計画を行い、Ｈ 17 年度の施

設完成までに、7 年の歳月をかけました。
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した。
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特に若い人を中心として反響がありました。

ワークショップ形式で未来のライフスタイル

をみんなで考えています。

中核施設をつくっていくプロセ

スの中で伝統的家屋の再生を、

地域の工務店や専門家等も交え

ながら行っていきます。
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合せを何度も繰り返

し行い、ハード整備
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りました。
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て計画し、これらの

エリアから美しい景
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散居村の温度分布、緑地率などを調査・分析を行い、田んぼや屋敷林の有効性について

数値的に明らかにし、現在も継続中です。

Ⅲ . 散居村田園空間計画の５つの柱

アンケート、調査、ワークショップの結果、散居村の景観の再生には、子供の教育や生活スタイル、地域産業の問題に着手しなければ

ならないことがわかってきました。また循環型社会の形成に向けて環境問題も含めて、地域再生に取り組むための５つの柱を設定しま

した。これにもとづき、散居村ミュージアムの企画・構想・設計を市民や行政、地元の技術者とともにすすめております。

自然の生態系のシステム等を教えていくようなカリキュラムを組み、子供達がどういう風に自然や機械の

仕組みが動くかについて、その類似性などを学ぶことが出来るような環境を作っていく事が望まれます。
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ます。地域にあった新しい持続的な生活スタイルを考えいく必要があります。

3. 生活スタイルの再生 ―新しく、かっこいい持続可能な生活の創出―

1. 風景の再生 ―美しく、現代的な生活にあった農村の風景の再生―

2. 子供の教育の再生 ―生まれ育った地域に誇りを持てる学びの環境を再生―
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経済活動を守るためにそれが繰り返されてきました。これからは効率重視の方向を転換し、地域にあった

技術を見直し、それを環境的な技術体系に転換することが必要です。それがまた地域の雇用促進にもつな

がります。田園空間での風景の再生は、屋敷林や伝統的な住居、水田も含めて地域が一体でやると、基盤

になる産業の再生にもつながることが考えられます。

今回の場合、人工衛星や飛行機を飛ばして、温度分布を調べています。その結果できた熱画像は地表をア

スファルトなどでカバーした部分と、水田や農地のまま残した場合で４℃の温度差がある事がわかりまし

た。これは１家について９台のクーラーを必要とするのと同じ結果になります。強制的に環境をコントロー

ルするより、逆に現代科学を加えて、出来るだけ先人達の知恵を生かした自然型を活かして行く方法を探

るべきだと考えています。

5. 環境共生型の再生 ―現代のテクノロジーを付加した新しい環境の創出―

4. 地域産業の再生 ―地域に根付いた技術を見直し再生する。今後の日本の建築産業、特に地方の建設会社等の方向

性として、作っても、壊して自然を再生させても同じー

Ⅳ .計画の広がり

日本海学への広がり

「日本海学（中国、韓国、ロシアなどもふくめた環境共生系についての学問）」と、

ＮＰＯ「環・日本海」の創設にも係わり、現在も活動中です。

リモートセンシング

観測コース

砺波平野の季節による温度変化

散居村田園空間計画の展開

そもそも田園空間計画とは何か？

「田園空間整備事業」は、農村地域の「水」と「土」を中心とする地域資源について、歴史的・文化的観点から再評価し、地域の活性化

を図るとともに、その国民的活用を推進するため、農林水産省によって平成１０年（1998）12 月に創設されました。この事業で進め

られているのが「田園空間博物館」構想です。「田園空間博物館」の整備は、建物の中に展示する従来の博物館とは異なり、エコミュー

ジアム活動にならって「地域全体が博物館」という思想に基づき、地域住民の参加を得ながら田園空間を保全・活用していこうとするも

のです。その視点は、農村地域を単に生産を支える場としてとらえるのではなく、自然と人間が織りなしてきた農村の伝統文化や農業に

かかわる地域資源におかれており、伝統的農業施設や農村景観などを展示施設とし、これらを田園散策の道で有機的に結ぶことが構想さ

れています。具体的には下図のような整備が計画されています。

また、「田園空間の整備について」の中では、農村を歴史的価値のある田園として再評価し、「田園空間」を日本の伝統として残していく、

それがこの事業で最も訴えたいところです。とされており、パンフレットのイメージにもあるように、茅葺き農家群や棚田、石積み水路・

伝統的ため池・古い堰、石碑・史跡などを保存整備し、「懐かしい田園風景の再現」「美しい農村景観の復元」といった価値観をこめた構

想が描かれています。この構想を受けて、富山県より私達に本計画策定が発注されました。

（１）地域の伝統的農業施設などの保全・復元

石積み水路、かんがい用水車、ため池、堰等の復元・整備歴史的な水田形態の保全復元
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（４）農産品等を活用した伝統食品工芸などの復活
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伝統的農家などを活用し、情報発信・資料保存施設として総合案内所を整備

Ⅰ .計画の枠組み

散居村田園空間計画では、右図の様に農林水産省、富山県、7 つの市

町村、市民、公共機関、学識経験者、民間企業など様々な立場の人が

協同して、議論を重ねプロジェクトを推進しております。私たちは、

建築の専門家としての企画・提案を行うとともに、様々な打合せへの

参加、委員会等の事務局、住民とのワークショップ、学識経験者のへ

のヒアリングなどを通じて、関係諸機関の意見調整や有機的な連携を

図るための企画役も担いつつ、本計画の策定を行っております。

Ⅱ . 計画の流れ

現地調査やアンケート、ワークショップ等を繰り返し、Ｈ 11 年度に

景観整備を道、水、施設、伝統的家屋の４つに分け、事業の基本的な

方向性を示す「散居村田園空間計画」を策定、Ｈ 12 年度には、7 つ

の地域でのモデル事業である「整備実施計画」と、教育のありかた等

を中心とした「地域活動計画」を策定、Ｈ 13 年度からは、コア施設

である散居村ミュージアムを中心として計画を行い、Ｈ 17 年度の施

設完成までに、7 年の歳月をかけました。

■１２年度アンケート「砺波平野に

おける住まい方に関する意識調査」

■散居村保全委員会・地域懇話会

■田園空間計画整備実施計画

■民家再生ワーキング

グループ
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■１１年度アンケート「散居景観およ

び屋敷林の保全に関する意識調査」

となみ平野を周径８ｋｍの

２５エリアに分け、地域資源

や景観要素を調査しました。

■現地実踏調査
■散居村田園空間計画

基本的な計画の理念を整理し、モデルエリアの検討や計画推進フ

レームの整理等を行っています。また、景観を構成する家屋、道、

水路、施設等の景観推奨値などの提案も行っています。

■田園空間計画策定委員会

１１年度のアンケート

からは、現在の砺波平

野の暮らしが、生活様

式の変化に対応してい

ないという事実が浮か

びあがりました。

委員会で様々な意見交換をを行いま

した。

ビジュアルを多用した普及啓発型のアンケートで、

特に若い人を中心として反響がありました。

ワークショップ形式で未来のライフスタイル

をみんなで考えています。

中核施設をつくっていくプロセ

スの中で伝統的家屋の再生を、

地域の工務店や専門家等も交え

ながら行っていきます。

７つの市町村との打

合せを何度も繰り返

し行い、ハード整備

の基本フレームを作

りました。

モデルエリアと地域

拠点を設定し、田園

景整備のモデルとし

て計画し、これらの

エリアから美しい景

観を平野全体に広げ

ていくような計画を

行いました。

Ｈ 11 年 Ｈ 12 年 Ｈ 13 年～ 14 年Ｈ 10 年 Ｈ 15 年～ 16 年 Ｈ 17 年
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田園空間博物館（散居村ミュージアム）の事業フレーム

■ 「田園空間整備事業」は、農村地域の「水」と「土」を中心とする地域資源について、歴史的・文化的観点から再評価し、地域の活性化を図るとともに、その国民的活用を推進するため、農林水産省によって創設されました。

Chiaki Arai urban and architecture design

住環境調査（リモートセンシング）

東京工業大学の梅千野研究室に呼びかけ、リモートセンシング（航空写真）によって、

散居村の温度分布、緑地率などを調査・分析を行い、田んぼや屋敷林の有効性について

数値的に明らかにし、現在も継続中です。

Ⅲ . 散居村田園空間計画の５つの柱

アンケート、調査、ワークショップの結果、散居村の景観の再生には、子供の教育や生活スタイル、地域産業の問題に着手しなければ

ならないことがわかってきました。また循環型社会の形成に向けて環境問題も含めて、地域再生に取り組むための５つの柱を設定しま

した。これにもとづき、散居村ミュージアムの企画・構想・設計を市民や行政、地元の技術者とともにすすめております。

自然の生態系のシステム等を教えていくようなカリキュラムを組み、子供達がどういう風に自然や機械の

仕組みが動くかについて、その類似性などを学ぶことが出来るような環境を作っていく事が望まれます。

それによってブラックボックス化した現代の仕組みを超える力を子供達に教えることができるのではない

でしょうか。

美しくかつ現代的な生活にあった農村の風景の再生するために、循環させる手法を考えていくことが大切

です。

サスティナブルな社会、循環型の景観を守っていくには、それをメンテナンスしていく人が必要です。現

在その循環を阻害している要素に、古い建物は、プライバシーを確保出来ないという問題や、台所、風呂、

トイレなどの設備的な遅れの問題、そして二世帯の同居（親と子の問題）の問題、ジェンダの問題があり

ます。地域にあった新しい持続的な生活スタイルを考えいく必要があります。

3. 生活スタイルの再生 ―新しく、かっこいい持続可能な生活の創出―

1. 風景の再生 ―美しく、現代的な生活にあった農村の風景の再生―

2. 子供の教育の再生 ―生まれ育った地域に誇りを持てる学びの環境を再生―

1930 年代までの日本の景観は、とても美しいものでした。日本の工業化にともない、風景が破壊され、

経済活動を守るためにそれが繰り返されてきました。これからは効率重視の方向を転換し、地域にあった

技術を見直し、それを環境的な技術体系に転換することが必要です。それがまた地域の雇用促進にもつな

がります。田園空間での風景の再生は、屋敷林や伝統的な住居、水田も含めて地域が一体でやると、基盤

になる産業の再生にもつながることが考えられます。

今回の場合、人工衛星や飛行機を飛ばして、温度分布を調べています。その結果できた熱画像は地表をア

スファルトなどでカバーした部分と、水田や農地のまま残した場合で４℃の温度差がある事がわかりまし

た。これは１家について９台のクーラーを必要とするのと同じ結果になります。強制的に環境をコントロー

ルするより、逆に現代科学を加えて、出来るだけ先人達の知恵を生かした自然型を活かして行く方法を探

るべきだと考えています。

5. 環境共生型の再生 ―現代のテクノロジーを付加した新しい環境の創出―

4. 地域産業の再生 ―地域に根付いた技術を見直し再生する。今後の日本の建築産業、特に地方の建設会社等の方向

性として、作っても、壊して自然を再生させても同じー

Ⅳ .計画の広がり

日本海学への広がり

「日本海学（中国、韓国、ロシアなどもふくめた環境共生系についての学問）」と、

ＮＰＯ「環・日本海」の創設にも係わり、現在も活動中です。

リモートセンシング

観測コース

砺波平野の季節による温度変化

散居村田園空間計画の展開

そもそも田園空間計画とは何か？

「田園空間整備事業」は、農村地域の「水」と「土」を中心とする地域資源について、歴史的・文化的観点から再評価し、地域の活性化

を図るとともに、その国民的活用を推進するため、農林水産省によって平成１０年（1998）12 月に創設されました。この事業で進め

られているのが「田園空間博物館」構想です。「田園空間博物館」の整備は、建物の中に展示する従来の博物館とは異なり、エコミュー

ジアム活動にならって「地域全体が博物館」という思想に基づき、地域住民の参加を得ながら田園空間を保全・活用していこうとするも

のです。その視点は、農村地域を単に生産を支える場としてとらえるのではなく、自然と人間が織りなしてきた農村の伝統文化や農業に

かかわる地域資源におかれており、伝統的農業施設や農村景観などを展示施設とし、これらを田園散策の道で有機的に結ぶことが構想さ

れています。具体的には下図のような整備が計画されています。

また、「田園空間の整備について」の中では、農村を歴史的価値のある田園として再評価し、「田園空間」を日本の伝統として残していく、

それがこの事業で最も訴えたいところです。とされており、パンフレットのイメージにもあるように、茅葺き農家群や棚田、石積み水路・

伝統的ため池・古い堰、石碑・史跡などを保存整備し、「懐かしい田園風景の再現」「美しい農村景観の復元」といった価値観をこめた構

想が描かれています。この構想を受けて、富山県より私達に本計画策定が発注されました。

（１）地域の伝統的農業施設などの保全・復元

石積み水路、かんがい用水車、ため池、堰等の復元・整備歴史的な水田形態の保全復元

（２）美しい農村景観などの保全・復元

並木、平地林などの保全・復元伝統的な農 村景観の保全・復元田園散策の道の整備

（３）地域に残された史跡などの活用

古墳などを活用した農村公園の整備地域開発の記念碑等の保全・整備

（４）農産品等を活用した伝統食品工芸などの復活

そば打ち、紙すき等

（５）総合案内所の整備

伝統的農家などを活用し、情報発信・資料保存施設として総合案内所を整備

Ⅰ .計画の枠組み

散居村田園空間計画では、右図の様に農林水産省、富山県、7 つの市

町村、市民、公共機関、学識経験者、民間企業など様々な立場の人が

協同して、議論を重ねプロジェクトを推進しております。私たちは、

建築の専門家としての企画・提案を行うとともに、様々な打合せへの

参加、委員会等の事務局、住民とのワークショップ、学識経験者のへ

のヒアリングなどを通じて、関係諸機関の意見調整や有機的な連携を

図るための企画役も担いつつ、本計画の策定を行っております。

Ⅱ . 計画の流れ

現地調査やアンケート、ワークショップ等を繰り返し、Ｈ 11 年度に

景観整備を道、水、施設、伝統的家屋の４つに分け、事業の基本的な

方向性を示す「散居村田園空間計画」を策定、Ｈ 12 年度には、7 つ

の地域でのモデル事業である「整備実施計画」と、教育のありかた等

を中心とした「地域活動計画」を策定、Ｈ 13 年度からは、コア施設

である散居村ミュージアムを中心として計画を行い、Ｈ 17 年度の施

設完成までに、7 年の歳月をかけました。

■１２年度アンケート「砺波平野に

おける住まい方に関する意識調査」

■散居村保全委員会・地域懇話会

■田園空間計画整備実施計画

■民家再生ワーキング

グループ
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■１１年度アンケート「散居景観およ

び屋敷林の保全に関する意識調査」

となみ平野を周径８ｋｍの

２５エリアに分け、地域資源

や景観要素を調査しました。

■現地実踏調査
■散居村田園空間計画

基本的な計画の理念を整理し、モデルエリアの検討や計画推進フ

レームの整理等を行っています。また、景観を構成する家屋、道、

水路、施設等の景観推奨値などの提案も行っています。

■田園空間計画策定委員会

１１年度のアンケート

からは、現在の砺波平

野の暮らしが、生活様

式の変化に対応してい

ないという事実が浮か

びあがりました。

委員会で様々な意見交換をを行いま

した。

ビジュアルを多用した普及啓発型のアンケートで、

特に若い人を中心として反響がありました。

ワークショップ形式で未来のライフスタイル

をみんなで考えています。

中核施設をつくっていくプロセ

スの中で伝統的家屋の再生を、

地域の工務店や専門家等も交え

ながら行っていきます。

７つの市町村との打

合せを何度も繰り返

し行い、ハード整備

の基本フレームを作

りました。

モデルエリアと地域

拠点を設定し、田園

景整備のモデルとし

て計画し、これらの

エリアから美しい景

観を平野全体に広げ

ていくような計画を

行いました。

Ｈ 11 年 Ｈ 12 年 Ｈ 13 年～ 14 年Ｈ 10 年 Ｈ 15 年～ 16 年 Ｈ 17 年

田
園
空
間
整
備
事
業
の
創
設

田園空間博物館（散居村ミュージアム）の事業フレーム

■ 「田園空間整備事業」は、農村地域の「水」と「土」を中心とする地域資源について、歴史的・文化的観点から再評価し、地域の活性化を図るとともに、その国民的活用を推進するため、農林水産省によって創設されました。

■　散居村田園空間計画の 5 つの柱

●美しくかつ現代的な生活にあった農村の風景の再生
●ハード、ソフトの両面からの循環型・環境型の景観づくり

1.　「風景の再生」　―美しく、かつ現代的な生活にあった農村の風景を再生する―

●自分たちの地域に対する誇りを持てる教育の再生
●自然の生態系のシステムや農機具などの機械の仕組みを学習するカリキュラム
●ブラックボックス化した現代の仕組みを超える力を子供達に継承

2.　「子供の教育の再生」　―自分たちの地域にほこりを持てる学びの環境を再生するー

●効率・産業重視の方向を、地域にあった環境技術体系に転換
●地域の新しい雇用の創出
●地域一体の取り組みによる、屋敷林や伝説的な住居、水田基盤になる産業の再生

4.　「地域産業の再生」　―地域にあった技術を見直し再生する―

●現代のテクノロジーを取り入れた新しい型の環境を創出
●科学的分析による、屋敷林や水田の環境的な役割の見直し
●風や光などの自然を利用したパッシブな環境コントロール

5.　「環境共生型の再生」　―エコロジカルな暮しに学び、現代のテクノロジーを付加した新しい環境をつくる―

●プライバシーの問題や、台所、風呂、トイレなどの設備的な遅れの問題の解決
●二世帯の同居（親と子の問題）の問題、ジェンダの問題の解決
● NPO、NGO などによる新しい住まい手の発見

3.　「生活スタイルの再生」　―新しいサステイナブルな生活を作り出す―

■砺波平野の住環境調査プロジェクト

リモートセンシング

観測コース

砺波平野の季節による温度変化

■砺波平野の住環境調査プロジェクト

リモートセンシング

観測コース

砺波平野の季節による温度変化

■　砺波平野の住環境調査プロジェクト

選定した敷地に既存施設を一部
活かしながら劇場・図書館を建設

まちの中心にありながらあまり環境が良くなかった場所を選定

既存建物を活かし、合築する形で新築建物を設計

周りの建物の寿命を調査し､ 残すもの､ 残さずその機能を本施設に取り込むものを決定

国東町ニュートピア構想 国東町ニュートピア構想基本計画 くにさき総合文化センター 基本・実施設計 / 工事監理

諸機能の配置マップを作成し
全体のゾーニングを検討

選定した場所にヴォリュームを配置して
見え方を確認

まちの全体構想を進め
劇場・図書館の建設敷地を決定

皆でまちを調査して
12 か所の候補地を選定

〇過疎地域活性化事業として、1993 年に国東町で行った「ニュートピア構想」から始まったプロジェクトです。
〇敷地や建てる建物も決めずに地域の人達と町を観察し、その中からいくつか候補地を選び、そこに建築を設計しました。
〇ハード・ソフトを一体化したプロセスによるこのプロジェクトは大分県のモデル事業になっています。

建物を配置する場所はさらに細かい CG を作
成し場所のイメージを検討

街全体を 3D-CAD でモデル化し
それぞれの部分を細かく検討

ワークショップ

アメニティ
タウン構想

1992 年 1993 年 1994 年 1999 年

2001 年

1997 年

1998 年

国東町
ニュートピア構想

基本計画
開館国東町

ニュートピア構想

 【基本設計】

 【実施設計】

･ 施設機能の検討
･ 建築設計
･ 電気、機械設備設計 

･ 建築設計
･ 機械設備設計

・舞台照明設計

･ 舞台機構設計
･ 舞台照明設計
･ 音響設計

･ 電気設備設計
・舞台機構設計
・音響設計

･ 管理運営計画
･ 年間プログラムの作成
･ 広報宣伝計画
･ 年間収支計画
･ 人材育成
･ 事業契約
･ 備品計画
･ プレイベントの実施
･ 開館準備

・住民ワーキング
   グループと共同

・工事監理
・施工監理
・備品計画
　との調整

敷地もプログラムも決めずに、まちを皆で調査するところからはじめ、まち全体の構想をつくり、　　
最後に劇場・図書館等の複合施設をつくった実績（基本構想・計画→設計・監理）があります

ファシリテーターには総合力が求められます。都市計画、都市デザイン、建築計画、運営計画、ワークショップ等の実績のある建築家が適しています。

国東町での事例　8 年間街とかかわり続けたプロジェクト

まちづくり調査の事例

戦後から街並み保存が始まり、以降、重
要伝統的建造物群保存地区として、江戸
時代からの建物群が保存・活用され、日
本の趣のある美しい街並みとして、年間
300 万人を超える観光客で賑わっている。

歴史、伝統を活かしたまちづくりと地
域再生を、住民主体で行われ、無形文
化遺産への登録が追い風となり、今で
は外国人観光客も多く、年間 700 万
人が訪れている。

倉敷川を渡る石造の橋と柳

おかげ横丁は赤福の指揮の下、伊勢特
有の街並みである建物、蔵や洋館で街
並みを作り小さな町を作った。1970
年代一時年間 20 万人にまで落ち込ん
だが、400 万人に達した。

整備前のおはらい町

整備後のおはらい町

現在のおかげ横丁

直径
４００ｍ

おかげ横丁おはらい町

伊勢

蔵屋敷

倉敷美観地区

倉敷川

本
町
通
り
・
東
町

倉敷

直径
４００ｍ

整備前の一番街

現在の一番街

一
番
街

川越

直径
４００ｍ

時の鐘

かつてはひなびた温泉で温泉街が整備
されていなかったが、中谷健太郎、溝
口薫平が映画のシーンを創るように街
を作り、年間 1 万人だった観光客が、
現在では 300 万人となっている。

整備前の湯布院（昭和 30 年ごろ）

現在の湯布院

金鱗湖

湯の坪街道

金隣湖

直径
４００ｍ

湯布院

かつては緑のない街だった

緑溢れる街に変化

建築家は美しい場所に建築を建てるべきでない、美しくない場所に建築を建てれ
ばたとえ失敗してもそのままだし、成功すれば美しいもとの景色ともうひとつの
景色を街の人は得ることができる。ークリストファーアレキサンダー

選定した敷地に既存施設を一部
活かしながら劇場・図書館を建設

まちの中心にありながらあまり環境が良くなかった場所を選定

既存建物を活かし、合築する形で新築建物を設計

周りの建物の寿命を調査し､ 残すもの､ 残さずその機能を本施設に取り込むものを決定

国東町ニュートピア構想 国東町ニュートピア構想基本計画 くにさき総合文化センター 基本・実施設計 / 工事監理

諸機能の配置マップを作成し
全体のゾーニングを検討

選定した場所にヴォリュームを配置して
見え方を確認

まちの全体構想を進め
劇場・図書館の建設敷地を決定

皆でまちを調査して
12 か所の候補地を選定

〇過疎地域活性化事業として、1993 年に国東町で行った「ニュートピア構想」から始まったプロジェクトです。
〇敷地や建てる建物も決めずに地域の人達と町を観察し、その中からいくつか候補地を選び、そこに建築を設計しました。
〇ハード・ソフトを一体化したプロセスによるこのプロジェクトは大分県のモデル事業になっています。

建物を配置する場所はさらに細かい CG を作
成し場所のイメージを検討

街全体を 3D-CAD でモデル化し
それぞれの部分を細かく検討
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Chiaki Arai urban and architecture design

■ 都心臨海部活性化

検討調査

私たちのまちづくり　―横浜― 私達は 1981 年から約 30 年間にわたり、横浜のまちづくりに関わってきた経験があります。

1981 年当時、人が集まれる場所がほとんどなかった横浜やみなとみらいの街も、30 年かければ現在のように発展させることができます。

横浜みなとみらい２１
ー創造実験都市ー

　長年に渡り、横浜都心部に対して
都市計画が行われてきた軌跡をまと
め、新しい都心の姿が見えてきた状
態からそれらの計画を見直し、都心
臨海部の大きな都市の軸、キング軸、
クイーン軸、グランモール軸の３つ
を設定し、集約させた計画を、書籍
として企画、作成しました。

概要

（株）横浜みなとみらい２１

書籍　日本語版、英語版　作成

横浜赤レンガ倉庫改修・保全

ー複雑なフレームをコーディネートー
横浜市港湾局、市民局、市民や専門
家を交えた文化懇談会、トリエン
ナーレ組織委員会、(株 ) みなとみら
い 21、( 株 ) 横浜赤レンガ等が関わ
り合ったプロジェクトです。その中
で、単に個別に設計監理を行うので
はなく、総合的コーディネートの役
割を果たしました。
ー歴史的なレンガ建造物の保存・活用ー
１号棟ではレンガ壁を再生、２号棟
では保存と商業活用の両立を検討し
ました。
ー文化懇談会・２棟館広場懇談会ー
横浜、日本を代表する文化人を委員
に選出し、１号棟、２棟間広場の有
り方、活用方法を考えました。1/50
の模型を作成し、建築的視点（構造、
法規、機能）から懇談会をサポート
しました。
ーデザインガイドライン、内装設計
指針書、テナントリーシングー
既存の歴史的建物を活かしながら新
たな魅力を創出するため、店舗内装
設計指針、テナントリーシング条件
整理、設備容量算出、各ゾーンにど
のようなテナントが入るか等、商業
施設のコンセプトワーク、大規模小
売店舗新設に関わる申請業務などを
行いました。

概要

■　複雑なフレームの総合コーディネート

■　デザインガイドライン・内装設計指針の提案

横浜市港湾局・みなとみらい２１
2002 年 2002 年

横浜赤レンガ倉庫１号館・２号館　　　■　歴史的建造物の保存・再生・活用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　倉庫、２棟間広場、設備棟、パーク暫定・将来計画を含めた全体計画

活用上の提言

活用上の提言

建物所有者からのアドバイス

活用上の提言

２号棟設計監理委託

都市デザインの視点からのアドバイス

1号棟（劇場、展示スペース）
設計監理委託

都市デザインの視点からのアドバイス

1号棟、広場、供給設備棟
設計監理委託

出資元であり、赤レンガ会社設立以前

から打ち合わせを行っている母体（ ）

キリンビール株式会社
サッポロビール株式会社

株式会社 ニュー・トーキヨー

株式会社 横浜赤レンガ

横浜市 港湾局 株( )横浜みなとみらい二十一

土地・建物所有者
1号棟・広場・供給設備棟発注者

1号棟・2号棟・広場管理

2号棟事業主

2号棟貸借関係

1，2号棟、広場管理運営委託

・三菱地所株式会社

・株式会社竹中工務店

・株式会社ハリマビステム

・株式会社崎陽軒

・相模鉄道株式会社

・高梨乳業株式会社

( )財横浜市 市民局 横浜市芸術文化振興財団

1号棟文化事業運営主体1号棟発注者

横浜市都市デザイン室

1，2号棟、供給設備棟、広場設計・監理
デザインガイドライン、内装設計監理

テナントデザインコントロール

横浜市各局と横浜みなとみらい二十一

赤レンガ会社との調整作業

設計事務所

三菱地所株式会社ＳＣ事業部

テナントリーシング

株式会社 丹青ＩＤＳ

テナントデザインコントロール

１Ｆ 物販・飲食

２Ｆ 物販

３Ｆ 飲食

１Ｆ 文化活用施設（歴史展示、店舗）

２Ｆ 多機能スペース（展示中心）

３Ｆ 多目的ホール

赤レンガ倉庫活用工事
Ｈ．１３～Ｈ．１４

Ｈ . 1 1～

歴史保存委員会 文化懇談会 二棟間広場懇談会

１、２号倉庫をソフト面、

設備面でサポートする施設

二棟間広場／供給設備棟

）（

横浜赤レンガ倉庫
2号館

（民間：商業施設）

横浜赤レンガ倉庫
１号館

（公共：文化施設）

様々な組織と２００回以
上の打合せを行い、ハー
ドの設計に留まらない、
ソフトも含めたトータル
コーディネートを行いま
した。

１号館　保存検討 ２棟間広場のイメージ

テナントイメージ テナント条件整理

横浜赤レンガ倉庫は、2002 年４
月に劇場と展示ギャラリーをもつ
公共施設と、民間事業者による商
業施設に生まれ変わり、横浜の新
たな文化拠点となっています。
オープン当初の盛況ぶりは今も衰
えず、施設の稼働率は 90％を超え、
来場者数は 1630 万人を越えてい
ます。

都心臨海部活性化検討調査

概要

■　みなと水域セントラルパー

ク構想に起因する都心臨海部マ

スタープラン

横浜市

ーみなと水域セントラルパーク構想ー

横浜都心臨海部を世界の公園等と比較し、規模が近いセントラルパークのポ
イント構成のスケールをもとに、まちの拠点、イベントスペース等を提案

みなとみらい駅から元町までの関内臨海地区全体に２つの都市軸と、５つのポイントを設定、提案しました。

Ｂ

Ａ

みなとみらい駅

関内駅 石川町駅

LIAISON 1

LIAISON 2

LIAISON 3
LIAISON 4

LIAISON 5

山手地区

瑞穂埠頭

インナーハーバー↑至　瑞穂埠頭 ↑至　大黒埠頭 ベイブリッジ

施主　　：横浜市
内容　　：横浜臨海部の新たな捉え方を検討・
　　　　　調査
計画年月：1998 年

　横浜のインナーハーバーリングの
都心臨海部（ＭＭ２１～新山下埠頭）
を対象に、フィールドワーク、海外
の都市、ＮＹのセントラルパークと
の比較や、100 年後を視野に入れた
マスタープラン作成を行いました。

1998 年

■ 都心臨海部活性化

検討調査

公園・広場セイムスケール比較
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モール軸

桜木町

主面道路からの外観

Chiaki Arai urban and architecture design

高層ビルディング-都市開発

概要 概要

Chiaki Arai urban and architecture design

高層ビルディング-都市開発

概要 概要

Chiaki Arai urban and architecture design

高層ビルディング-都市開発

概要 概要

基本構想Ⅰ・Ａ案　初期のコンセプト・イメージ

基本構想Ⅰ・Ｂ案　法規規制から形態制限操作

基本構想Ⅰ・Ｃ案

段差の解消駅前広場改修後

改修前 改修前

改札

タクシー乗場

横浜市役所

くすのき広場

開放的外観

改修前はぼろぼろの状態
でした

インナーリング

野毛山

MM21西横浜

三ツ沢

浅間台

日ノ出町

桜木町

アウターリング

横浜駅
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街並みイメージパース　屋内

街並みイメージパース　屋外
ペデストリアンデッキ上の広場・通路

街並みイメージパース　屋外
小広場の設置を提案

表紙

周辺の駅との関わり 計画の説明

駅前再開発の内容を広く地域住
民に知ってもらうため、計画案
のパンフレットを作成しました。
パンフレットのデザイン、構成
を行いました。

■ 都心臨海部活性化

検討調査

ーみなと水域セントラルパーク構想ー

横浜都心臨海部を世界の公園等と比較し、規模が近いセントラルパークのポ
イント構成のスケールをもとに、まちの拠点、イベントスペース等を提案

みなとみらい駅から元町までの関内臨海地区全体に２つの都市軸と、５つのポイントを設定、提案しました。
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■ 都心臨海部活性化

検討調査

公園・広場セイムスケール比較
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桜木町

○エドモンド・ベーコンに都市デザインを学びイギリスの GLC で役
人をした経験を買われ、1980~2001 年までの間、役所の仕事を
行いました

○横浜市より依頼を受け、床面積や法規制などの要
件を踏まえたうえ調査設計を行う。これらが私たち
の現在の超高層の設計につながっています

○駅及び駅周辺の開発計画・実施計画 ○街づくり調査から赤レンガ改修

■ただ、施設をつくるのではなく、都市を含めた視点が大切です。私たちは、1976 年（事務所開設以前）から 40 年近くに渡り、横浜市で都市計画や
開発ガイドライン、再開発やまちづくりの基本構想、事業者募集の事務局や委員、それらをまとめた出版物の制作等の経験があります。

【PLAN FOR YOKOHAMA】

　1981 年当時、横浜には人が集まったり、散
策したりできるパブリックスペースは殆どあり
ませんでした。
　そこでまず、横浜を 25 ブロックに分け、各
ブロックを横浜市の課長、係長等の役職の方が
担当する事となり、私達の事務所でそれぞれ担
当の人達がエリア毎に構想をまとめました。模
型やイメージ図、コンセプトなどを作成しなが
ら横浜の街づくり構想を計画していきました。
この本が基となり、その後、第二弾・三弾が出
版されました。

施主　　：横浜市
内容　　：横浜で行われているまちづくりの
               　　計画をまとめ、書籍を作成
計画年月：1981 年

施主　　：横浜市
内容　　：民間・公共団体・
　　　　　株式会社横浜スカイビル
計画年月：1977 年

施主　　：横浜市・JR
内容　　：駅舎・駅前広場

計画年月：1982 年

施主　　：横浜市
内容　　：西区全体の調査
　　　　　まちづくり策定
計画年月：1983 年

施主　　：横浜市・JR
内容　　：駅舎・駅前広場

計画年月：1982 年

施主　　：横浜市・相模鉄道
内容　　：店舗、コミュニティ施設、
　　　　　        駅舎、など
計画年月：1987 年

施主　　：横浜市
内容　　：横浜みなとみらい
計画年月：1989 年

施主　　：横浜市
内容　　：横浜みなとみらい地区
計画年月：1991 年

【新本牧　まちづくりの道標】

　新本牧は居住空間を中心に商業・業務空間
を備えており、将来を展望した質の高い総合
的なまちづくりを計画しました。まちづく
りのイメージを共有し、より視覚的に「まち
づくりの指標」を作成しました。快適で魅力
あるまちを実現するための指導書として、横
浜市がディベロッパーや住宅メーカーに渡し、
モデルハウス等を創りました。マイカル本牧
は、その時の案を建設会社の人達が作りまし
た。

施主　　：横浜市
内容　　：快適で魅力あるまちを
　　　　　実現する為の指導書作成
計画年月：1984 年

施主　　：横浜市
内容　　：全体施設構成と景観計画

計画年月：1989 年

施主　　：横浜みなとみらい 21
内容　　：全体計画の書籍

計画年月：2002 年

■活力、魅力、個性、横浜らしい都市美地域の風土を活かした魅力を創造
■都心部、既成市街地、郊外地の主要鉄道駅周辺等の拠点の役割を明確化

【港北ニュータウンセンター地区】

　横浜北部の核である港北ニュータウンの
センター地区のマスタープランを企業提案
により募集し、それを整理・検討しまし
た。マスタープランの見直し、広場の広がり、
道路と建物高さなど、景観に対するスタディ
を行いました。

■新本牧のまちづくりの道標
■快適で魅力ある街を実現するため　の指導書

長年に渡り、横浜都心部に対して行わ
れてきた都市計画の軌跡をまとめ、新
しい都心の姿が見えてきた状態からそ
れらの計画を見直し、都心臨海部の大
きな都市の軸、キング軸、クイーン軸、
グランモール軸の 3 つを設定し、集約
させた計画を書籍として企画、作成し
横浜市が販売しました。

【横浜みなとみらい 21 ー創造実験都市ー】

伊勢佐木モール

関内駅

伊勢佐木モールファサード

日本大通り～山下公園の再開発構想図

■　マスタープランの見直し
■　景観に対する検討

■都市計画の軌跡のまとめ
■書籍の作成

イメージパース

全体鳥瞰図

みなとみらい上空から撮影
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３つの都市軸

【横浜駅東口出島地区基本構想】
■横浜駅の中心商業核として市民のニーズに対応する施設
■段状屋上庭園によるヒューマンスケールで快適な商業、市民活動の場の形成

　この再開発は横浜市の６大事業の一つ、都心部強化事業の
中でも臨海部再開発の一環として位置づけられていました。
対象地区は横浜駅東口の国道１号線を挟んで海側の 3.8 ヘク
タールの区域です。デパート、ホテル、バスターミナル、地
下鉄駅、広域市民施設を設置し、それらが有機的関連性を持
つ事が目標とされました。
　騒音、企業ドックやＪＲ機関区等により一体的な発展が損
なわれていた現状を踏まえ、国道側へデパート施設、東口の
ランドマークとしての超高層ホテル棟、敷地中央部に広場を
設ける計画としました。
　現在ではこの第３計画案を元に再開発が行われ、完成しま
した。

【みなとみらい 21 43 街区開発基本構想Ⅰ -】
■ Ａ案、Ｂ案３０階（191200㎡）、Ｃ案 27 階（187600㎡）
■ オフィス、商業施設、公共施設等を含む高層ビル

　1989 ～ 93 にかけて、オフィス・商業施設・公共施設・コ
ミュニケーションセンター等の機能を入れて高度情報化ビル
の可能性や問題点を探りました。高層のオフィス階は情報通
信関連産業を入れ、インテリジェント化に対応します。中層
階は情報図書館、ＴＶ会議に対応する交流フォーラム、さら
にショップ・レストラン・プール等のビルサポート機能が入
ります。低層部はハイビジョン映像センター、ＣＡＴＶセン
ター、コミュニケーションホール等の映像文化提供・交流機
能が入ります。低層部を中心としたコミュニケーションセン
タービルでは情報通信、環境制御などをシェアードテナント
サービスで一元的に行うことを提案しています。

【みなとみらい 21 43 街区開発基本構想Ⅱ】
■基本条件の整理、導入機能の取捨選択
■規模などの検討の中から建築計画にまとめたもの

複合文化施設は各機能がソフト的にもハード的にも複雑に絡
み合っており、事業主体も多数に渡っているため、施設内容
の検討、各事業間の意見の調整等を行い、施設を具体的な形
としてイメージし、空間の在り方、構成を決定しました。景
観的には街づくり協定或いは他の計画等も考慮し、街区の利
用形態、市街地環境設計制度の適用等検討し、周辺街区との
整合性を図っています。初期の段階では、ハード面からの各
機能の有機的つながりを優先し、理想的な形態として公共、
通信事業者、放送事業者、民間が一体となったツインタワー
タイプを採用していました。その後事業計画上、管理運営上
から望ましい形として、公共と民間がある程度分けられるよ
うなワンタワータイプへと変化しました。

【桜木町駅前地区基本構想Ⅰ・Ⅱ】

施主　　：㈱横浜みなとみらい２１
内容　　：オフィス・ホテル・ホール
　　　　　店舗・駅舎など
計画年月：1987 年 /1991 年

　本計画はＭＭ２１・桜木町駅前地区計画をまとめたもので
す。桜木町地区のシンボルとなる超高層タワー、多目的なガ
レリア、プラットホーム階上部のコンコース、ブリッジによ
る各施設のネットワーク化をそれぞれの案で検討しています。
また、1991 年にはＭＭ２１地区の魅力づくり推進事業検討
調査の中で、時間計画による周辺開発プロジェクトとの有機
的なつながりをもつ計画として新案を提案しました。４５階
建の超高層タワーを中心として、低層部を駅前広場からタ
ワーへつながるガレリアとして店舗、レストラン、ギャラリー
を提案しました。

■みなとみらい 21 のシンボルとしての超高層を中心に駅前再開発
■商業施設や市民が多目的に利用できる施設をもつガレリア設置

【JR 関内駅改良基本計画】

【JR 関内駅改良実施計画】

　横浜市やＪＲとの協議を重ねながら、駅舎
のデザイン、駅前広場のユニバーサル化及び
既存駅舎の色彩計画と将来に向けたコンコー
スの改良を行いました。横浜市役所、横浜球
場のある駅南側の都市計画道路の見直しやタ
クシーゾーンの移設、駅前広場の設置を行い、
段差を解消して歩き易いパブリックスペース
としました。建築家の内井昭蔵氏や学識経験
者と新交通システムの在り方を協議しました。

■書籍　駅の新しい機能ー広場化・情報化

■都市の顔となる駅舎づくり　駅周辺まで含めた一体整備

芦原義信と文化人、役人と
協議し、新幹線をイメージ
として、高架ホームのデザ
インを開放的で周囲のデザ
インと調和する、金属パネ
ルとガラスにしました。駅
舎についてはレンガ造りの
街の歴史と合せ、茶色を基
調としたレンガタイルで外
装を行いました。

【相鉄二俣川駅周辺再開発】

　二俣川駅を「相鉄沿線の
生活文化圏の中心地」とし
て位置付け、駅開発ビルの
２階に駅と駅前商店街を結
ぶ広場を設け、南北を結ぶ
提案をしました。また、駅
前商店街には建築協定に
よって壁面線の指定、高さ
の統一、小広場の設置、駅
前の緑化など街並みの統一
を提案しました。

■行政、鉄道会社、地域住民の意見を取り入れた再開発計画
■建築協定による緑化や街並み統一の提案

【横浜市西区魅力ある街づくり策定調査】

■西区インナーリング、アウターリングによる街づくり
■街を歩いて調査し、街の骨格をなすポイントを設定

　西区は横浜市のほぼ中央にあり、
市の中枢として重要な役割を果た
しています。西区のリング構想を
提案し、インナーリング ( 直径約
2km 弱 )
、アウターリング ( 直径約 3km) の
大回廊によって街の骨格を強化す
るポイントを設定し、西区全体の
まちづくりの方向性を示しました。

　すべての街区を歩いて調査し、各ゾーンの現況調
査と問題点の提起した上で、地域整備イメージの提
案を行いました。（例：小、中学校の整備）

【都心臨海部活性化検討調査】

■みなと水域セントラルパーク構想に起因する都心臨海部マスタープラン

施主　　：横浜市
内容　　：横浜臨海部の新たな捉え
　　　　　方を検討・調査
計画年月：1998 年

施主　　：横浜市港湾局
　　　　　みなとみらい 21
内容　　：総合的コーディネート
計画年月：2002 年

　横浜のインナーハーバーリング
の都心臨海部（ＭＭ２１～新山下
埠頭）を対象に、フィールドワーク、
海外の都市、ニューヨークのセン
トラルパーク（400 × 400）と横
浜市の持っているものがどういう
ふうに違うかを比較して、歴史や
交通、ランドスケープ、各要素で
全体に組み直し、100 年後を視野
に入れたマスタープラン作成を行
いました。

【横浜赤レンガ倉庫改修・保全】

■複雑なフレームの総合コーディネート
■デザインガイドライン・内装設計指針の提案
■ー歴史的なレンガ建造物の保存・活用ー
■ー文化懇談会・２棟館広場懇談会ー
■ーデザインガイドライン、内装設計指針書、テナントリーシングー

　横浜市港湾局、市民局、市民や専門
家を交えた文化懇談会、トリエンナー
レ組織委員会、( 株 ) みなとみらい 21、
( 株 ) 横浜赤レンガ等が関わり合ったプ
ロジェクトです。その中で、単に個別
に設計監理を行うのではなく、総合的
コーディネートの役割を果たしました。
　　既存の歴史的建物を活かしながら
新たな魅力を創出するため、店舗内装
設計指針、テナントリーシング条件整
理、設備容量算出、各ゾーンにどのよ
うなテナントが入るか等、商業施設の
コンセプトワーク、大規模小売店舗新
設に関わる申請業務などを行いました。

活用上の提言

活用上の提言

建物所有者からのアドバイス

活用上の提言

２号棟設計監理委託

都市デザインの視点からのアドバイス

1号棟（劇場、展示スペース）
設計監理委託

都市デザインの視点からのアドバイス

1号棟、広場、供給設備棟
設計監理委託

出資元であり、赤レンガ会社設立以前

から打ち合わせを行っている母体（        ）

キリンビール株式会社
サッポロビール株式会社

株式会社 ニュー・トーキヨー

株式会社 横浜赤レンガ

横浜市 港湾局 株( )横浜みなとみらい二十一

土地・建物所有者
1号棟・広場・供給設備棟発注者

1号棟・2号棟・広場管理

2号棟事業主

2号棟貸借関係

1，2号棟、広場管理運営委託

・三菱地所株式会社

・株式会社竹中工務店

・株式会社ハリマビステム

・株式会社崎陽軒

・相模鉄道株式会社

・高梨乳業株式会社

( )財横浜市 市民局 横浜市芸術文化振興財団

1号棟文化事業運営主体1号棟発注者

横浜市都市デザイン室

1，2号棟、供給設備棟、広場設計・監理
デザインガイドライン、内装設計監理

テナントデザインコントロール

横浜市各局と横浜みなとみらい二十一

赤レンガ会社との調整作業

設計事務所

三菱地所株式会社ＳＣ事業部

テナントリーシング

株式会社 丹青ＩＤＳ

テナントデザインコントロール

１Ｆ 物販・飲食

２Ｆ 物販

３Ｆ 飲食

１Ｆ 文化活用施設（歴史展示、店舗）

２Ｆ 多機能スペース（展示中心）

３Ｆ 多目的ホール

赤レンガ倉庫活用工事
Ｈ．１３～Ｈ．１４

Ｈ . 1 1～

歴史保存委員会 文化懇談会 二棟間広場懇談会

１、２号倉庫をソフト面、

設備面でサポートする施設

二棟間広場／供給設備棟

）（

横浜赤レンガ倉庫
2号館

（民間：商業施設）

横浜赤レンガ倉庫
１号館

（公共：文化施設）

１号館　保存検討

テナントイメージ

１号棟ではレンガ壁を再生、
２号棟では保存と商業活用
の両立を検討しました。

横浜、日本を代表する文化人を委員に選出し、１号棟、２棟間広場の有り方、活用方法を考え
ました。1/50 の模型を作成し、建築的視点（構造、法規、機能）から懇談会をサポートしました。

■建築・都市を横断した視点
や、さまざまな機能の施設
をつくった実績を活かし他
機 能との 複合 化の 傾向に
対応します

これからの日本では、日本らし
い文化、それぞれの地域らしい
文化の在り方を考える必要があ
ります。私たちは、各地域の人
達が自分たちで街をつくり、自
分たちで街を楽しくするために
参画できるよう、建築やその建
築をつくるプロセスを構築して
きました。地方における公共施
設の役割はとても重要であり、
都市部において民間が担ってい
るアメニティや、活動の選択肢
＝選択縁のためのアメニティを
創生できる場であることが理想
です。そのため私たちは単一機
能の施設づくりを避け、劇場、
図書館、ディスコ、プール、事
務所などのプログラムを街にあ
わせて組み合わせることで、時
代の変化に対応でき、高齢者や
子供連れの母親たちが長時間過
ごすことができ、その地域の人
達の心の拠り所となり、他の地
域の人達の憧れになるような建
物を、2 ～ 3 年に一つずつ、丁
寧につくってきています。

ホールゾーン 2948m2

能舞台 379m2

ホールゾーン 2948m2

能舞台 379m2

ホールゾーン 2948m2

能舞台 379m2

図書室・談話室 418m2

市民ゾーン 1888m2

図書室・談話室 418m2

市民ゾーン 1888m2

図書室・談話室 418m2

市民ゾーン 1888m2

図書館　5,724.74㎡

カフェ　140.41㎡

イベントスペース　190㎡

駐車場 / 駐輪場その他　2,647.85㎡

ホール　1721㎡ホール　638.3㎡ 楽屋　534㎡楽屋　45.5㎡ ホワイエ 693㎡ホワイエ 397.6㎡
2948㎡1081.4㎡

2020 年 竣工予定1992 年 竣工2021 年 竣工予定

新小牧市立図書館中銀白井マンシオン横浜市港南公会堂・土木事務所

計画主旨既存プログラム ( 設計前 )計画要旨

運営方法

プログラムの再検討

延床面積 8,703㎡延床面積 8,886㎡延床面積 5,586.5㎡

〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇

　計画地は、「港南中央駅周辺地区」地区計画の区域
であり、地区計画は、「土地の高度利用により駅周辺
にふさわしい賑わいの創出や公共公益施設等の更な
る集積を図るとともに、公園、広場、歩行者空間等の
オープンスペースの確保や歩行者ネットワークの形成
を図り、区の中心部にふさわしい良好で快適な環境を
形成し、維持することを目標」としています。
　当該敷地は、駅出入口とバス停の直近であり、公会
堂、区民活動支援センターという市民利用施設の整備
によって賑わいの創出を図るとともに敷地内に地区施
設としての広場を設けることにより、駅出入口とバス
停付近の歩行者等の錯綜を解消し、安全かつ快適な
駅前空間を形成するような計画とします。
　併設する土木事務所は、災害時には区役所、消防
署等との連携を図り、迅速な対応とれるよう南側の道
路拡幅と合わせた配置・動線計画とします。
また、当該事業においては、現公会堂の解体から整備
までの期間、公会堂が休館となるため、出来る限り休
館期間を短縮できるような工法・工程の工夫を図ると
ともに、解体時の周辺家屋への影響も極力低減するよ
うな工法を検討します。

　計画地である小牧駅前の風景を、小牧山に呼応する
ように、緑に覆われながらセットバックをすることで、
穏やかな風景をつくりあげる。図書館単体だが、可変
可能なイベントホールを複合させた施設である。1階
にはカフェも配置している。ワークショップを複数回
開催し、KJ法等のやり方の他に、イメージカードを用
い、良い建物の事例を見せて言葉から形へ市民の人が
変換できるようにするワークショップを行い、文章だ
けでは汲み取ることが困難な市民の考えや興味を話し
合った。新図書館の設計に反映させるために愛知　県
の中央図書館 38を比較分析し、また、近隣の岐阜の
図書館も含めて、ヒアリングや図面等をもとに調査
シートを作成し詳細な分析を行った。ヒアリングでは
裏方の人たちのクレームを聞いた。各部屋の大きさの
比較、特殊についているものの比較等を行った。資料
集成等の計画の本も重要であるが、出版までは時間を
要し、図書館に限らず社会の目まぐるしい変化に対応
できていない。それを修正し、市長や市役所の人たち
との意見をまとめるには、近隣の類似施設を自分たち
で調査・分析・比較し、新しくデータとして加えるこ
とは不可欠である。

マルチスペース　242㎡
土木事務所　1129.55㎡

区民活動支援センター　207.73㎡

地下駐車場・機械室合計　1072.96㎡

遊歩道等　83.34㎡

公会堂　3092.93㎡

和室・茶室　139㎡
FM スタジオ　77㎡

財団事務室　104㎡
能舞台　379㎡

リハーサル室　108㎡

ワークショップ　150㎡
図書室・談話コーナー　418㎡

会議室　2 室　55㎡

展示室（１）　588㎡

レストラン　292㎡

展示室（２）　196㎡

会議室（キッチン付）　41㎡

要修正

ホールゾーン 2948m2

能舞台 379m2

ホールゾーン 2948m2

能舞台 379m2

ホールゾーン 2948m2

能舞台 379m2

図書室・談話室 418m2

市民ゾーン 1888m2

図書室・談話室 418m2

市民ゾーン 1888m2

図書室・談話室 418m2

市民ゾーン 1888m2

図書館　5,724.74㎡

カフェ　140.41㎡

イベントスペース　190㎡

駐車場 / 駐輪場その他　2,647.85㎡

ホール　1721㎡ホール　638.3㎡ 楽屋　534㎡楽屋　45.5㎡ ホワイエ 693㎡ホワイエ 397.6㎡
2948㎡1081.4㎡

2020 年 竣工予定1992 年 竣工2021 年 竣工予定

新小牧市立図書館中銀白井マンシオン横浜市港南公会堂・土木事務所

計画主旨既存プログラム ( 設計前 )計画要旨

運営方法

プログラムの再検討

延床面積 8,703㎡延床面積 8,886㎡延床面積 5,586.5㎡

〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇

　計画地は、「港南中央駅周辺地区」地区計画の区域
であり、地区計画は、「土地の高度利用により駅周辺
にふさわしい賑わいの創出や公共公益施設等の更な
る集積を図るとともに、公園、広場、歩行者空間等の
オープンスペースの確保や歩行者ネットワークの形成
を図り、区の中心部にふさわしい良好で快適な環境を
形成し、維持することを目標」としています。
　当該敷地は、駅出入口とバス停の直近であり、公会
堂、区民活動支援センターという市民利用施設の整備
によって賑わいの創出を図るとともに敷地内に地区施
設としての広場を設けることにより、駅出入口とバス
停付近の歩行者等の錯綜を解消し、安全かつ快適な
駅前空間を形成するような計画とします。
　併設する土木事務所は、災害時には区役所、消防
署等との連携を図り、迅速な対応とれるよう南側の道
路拡幅と合わせた配置・動線計画とします。
また、当該事業においては、現公会堂の解体から整備
までの期間、公会堂が休館となるため、出来る限り休
館期間を短縮できるような工法・工程の工夫を図ると
ともに、解体時の周辺家屋への影響も極力低減するよ
うな工法を検討します。

　計画地である小牧駅前の風景を、小牧山に呼応する
ように、緑に覆われながらセットバックをすることで、
穏やかな風景をつくりあげる。図書館単体だが、可変
可能なイベントホールを複合させた施設である。1階
にはカフェも配置している。ワークショップを複数回
開催し、KJ法等のやり方の他に、イメージカードを用
い、良い建物の事例を見せて言葉から形へ市民の人が
変換できるようにするワークショップを行い、文章だ
けでは汲み取ることが困難な市民の考えや興味を話し
合った。新図書館の設計に反映させるために愛知　県
の中央図書館 38を比較分析し、また、近隣の岐阜の
図書館も含めて、ヒアリングや図面等をもとに調査
シートを作成し詳細な分析を行った。ヒアリングでは
裏方の人たちのクレームを聞いた。各部屋の大きさの
比較、特殊についているものの比較等を行った。資料
集成等の計画の本も重要であるが、出版までは時間を
要し、図書館に限らず社会の目まぐるしい変化に対応
できていない。それを修正し、市長や市役所の人たち
との意見をまとめるには、近隣の類似施設を自分たち
で調査・分析・比較し、新しくデータとして加えるこ
とは不可欠である。

マルチスペース　242㎡
土木事務所　1129.55㎡

区民活動支援センター　207.73㎡

地下駐車場・機械室合計　1072.96㎡

遊歩道等　83.34㎡

公会堂　3092.93㎡

和室・茶室　139㎡
FM スタジオ　77㎡

財団事務室　104㎡
能舞台　379㎡

リハーサル室　108㎡

ワークショップ　150㎡
図書室・談話コーナー　418㎡

会議室　2 室　55㎡

展示室（１）　588㎡

レストラン　292㎡

展示室（２）　196㎡

会議室（キッチン付）　41㎡

要修正

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に
健康と福祉を

質の高い教育
をみんなに

ジェンダー平等
を実現しよう

安全な水と
トイレを世界中に

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

働きがいも経済成長も
産業と技術革新の
基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられる
まちづくりを

つくる責任
つかう責任

気候変動に
具体的な対策を

陸の豊かさも
守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで
目標を達成しよう

CHIAKI ARAI URBAN AND ARCHITECTURE DESIGN

����

Chiaki Arai urban and architecture design

経済至上主義 環境主義

・グローバリズム ・グローカリズム Think globally, act locally.

・巨大都市／スプロール ・小都市・コンパクトシティ

・工業／産業主義 ・環境主義・多様な価値観

・街づくり、景観づくり ・サイトスペシフィック

・スクラップ＆ビルド ・保存再生・保全　（コンバージョン、コンサベーション、リニューアル）

・生活の量的な向上を望む人々 ・生活の質的な向上を望む人 （々BOBO'S に代表されるような）

ＧＤＰ　国内総生産
（Gross Domestic Product） ＧＮＨ　国内総幸福量

（Gross National Happiness）

ＧＡＨ　地域総幸福量
（Gross Area Happiness）

ＧＮＰ　国民総生産
（Gross National Product）

ＧＮＩ　国民総所得
（Gross National Income）

■「経済至上主義」から「環境主義」へ

■「YES」＝「￥€ ＄」＝「円、ユーロ、ドル」＝「経済至上主義」
経済至上主義の弊害
①都市を作るスピードが経済効率に合わせて加速されている
②建築の地位や本質も落ちてきている
③都市の均質化

■「生産」から「幸福量」へ

円、ユーロ、ドルの頭文字を足すと￥E ＄になります。
これを経済至上主義と言います。これに強く反発してい
る人たちが多くいます。円とユーロとドルがあれば何で
も買えるという発想は間違いだという考え方です。例え
ば東京では、下町をつぶしてどんどん集合住宅をつくっ
ています。下町のような職住混在の複雑な機能の建物は
つくりにくいので単一機能にしています。￥E ＄の思想
では短期的にしかものを見ないので、都市をつくるス
ピードが加速される。あるいは、建築の地位や本質も落
ちて都市が均質化してしまいます。皆さんが街づくりの
中で下町を守ろうと言っても、根底的な発想を変えない
限り、経済が優先されれば壊されます。世界の文化の連
携は重要ですが、その地域ごとのグローカルな視点が無
ければなりません。
スプロールする巨大都市をコンパクトな都市に変えて生
活機能を充実させるという考え方があります。ドイツで
は、都市から遠く離れて海辺や山の中に住んでいる人の
電気代を高くして、税金を上げることで、新規の開発を
できるだけ抑え、コンパクトな都市をつくろうとしてい
ます。工業主義や産業主義などの経済至上主義は、環境
主義という多彩な価値観に変わろうとしています。
街づくり、景観づくりという言葉がありますが、それで
はあまりにも大きすぎて何をするかわからないので、サ
イトスペシフィック、その場所の特色ある部分を丁寧に
残そうというのが、街づくりの最先端になると思いま
す。また人々の心の中にあるトポフィリアを見つけ出す

■　「経済至上主義」から「環境主義」へ ■　地球環境の問題　－環境倫理学－

����

ことも重要です。日本はスクラップ＆ビルドの経済活動
に乗っていたのが、保存と保全も含めてそしてサスティ
ナブルな街をつくろうという動きになっています。この
運動は僕らが学生の 1970 年のころにヨーロッパで定着
していましたから、日本は 50 年遅れくらいになると思
います。経済至上主義でいくと、武蔵境が発展すれば荻
窪は滅んでもいいという発想に至ります。地方の街づく
りで畑の真ん中にスーパーをつくると、駅前がどんどん
落ちこぼれていきます。それは短期的経済だけに則って
いることと同時に、駅前の土地を持っている地主がいま
のところお金持ちなので土地を手放さない。このように
地方の駅前はうまく開発できない仕組みがあります。こ
れに対しては倫理観を持たなければいけません。
生活の量的な向上はある程度日本では満たされています
ので、生活の質的な向上ということを考える中で評価の
方法が変わってきています。
GDP（国内総生産）、GNP（国民総生産）という評価基
準がありますが、ブータンの国王が近年語っているのが
国民総幸福量＝ GNH（Gross National Happiness）です。
国王はブータンがお金持ちではなく、技術も発達してい
ないから、近代化の概念では推し量れない「幸福」とい
う目安がとても大事なのだと言っています。そして私は
もっと細かい単位、例えば地域総幸福量＝ GAH（Gross 
Areal Happiness）で考えるのが良いと思っています。
GAH をもじってグロス荒川ハピネスという本を荒川区
等も出版してます。
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現在の地球（世界）では、右肩上がりの進歩を前提とし
た考え方に限界が見られています。最初に宇宙に飛んだ
ロシアの宇宙飛行士ガガーリンは「地球は青かった」と
言いました。その後西洋先進諸国の間で出てきたのは、
地球は有限だという考え方です。ローマクラブが書いた

『成長の限界』は、地球の資源はいまになくなるという
警告を 1960 年代に発しています。レイチェル・カーソ
ンの『沈黙の春』は、このままでは公害によって春が来
ないということを書いています。ジェームズ・ラブロッ
クは『地球生命圏』という本を書いて、ガイアの論理を
提唱しました。ガイアはギリシャ神話の女神で、地球の
環境や植物のバランスを司る神です。そこで地球の有限
性について論じています。『自然の権利』という本はそ
れらの考え方の流れを表しています。最後に倫理学で環
境倫理学としてまとめられ、宗教では、キリスト教の自
然対人間という考え方から宗教とエコロジーという考え
方に変わって来ているのがいまの世界の傾向です。又、
ナショナルトラストやエコミュージアムの運動や考え方
が世界に拡がっています。地球の生態系は絶妙なバラン
スを保って、お互いに影響を与え合っており、自分たち
の生活を守っていくには、地球全体のことを考える必要
があることがわかってきています。それらの問題を解決
する新しい学問として環境倫理学などが出てきていま
す。それは要約すると次のようになります。
①自然生存権の問題ー人間だけでなく、生物の種、生態
系、景観などにも生存の権利があるので、勝手にそれを

否定してはならない。
②世代倫理の問題ー現在世代は未来世代の生存可能性に
対して責任がある。
③地球全体主義ー地球生態系は開いた宇宙ではなく、閉
じた世界である。
地球上では、一年に日本列島の三分の一に相当する面積
の森林が消失し、温暖化、オゾン層の破壊などが地球規
模で発生していて、これらの地球環境の問題を無視して
21 世紀の計画は成り立ちません。しかしこういう理論
が最初に出されたアメリカや京都議定書などの中心国で
ある日本、とくに日本の建築家は、世界のなかでも一番、
こうした問題に対する発言が少ない国なのです。
この考え方の最先端を走っているのがドイツとデンマー
クです。ドイツは原子力発電をやめました。水素発電等
の新しい方法、新しいエネルギー電池の方向が見えたか
らで、地域の小さい単位で熱源をつくる方法へ国ごと
変わろうとしています。世界のビジネスもこの方向へ向
かっているのに、日本だけが気づかない状況です。農業
革命、都市の形成、産業革命、情報革命、このあとに来
るのが環境革命です。環境を自分たちにどうフィットさ
せていくかという中から都市や経済を考えようというこ
とが、産業や経済の方向になります。そしてその考え方
による先端の都市づくり、街づくりをしている人たちの
一つの原則になっています。

■　地球環境の問題

自然における環境システムの崩れ

環境倫理学

-Biophilia-

地球上では、1年に日本列島 3分の 1に相当する面積の森林が消失し、温暖化、オゾン層の破壊などの様々な問題が地球規
模で発生している。これらの地球環境の問題を無視して 21世紀の計画は成り立たない。

現在の地球では右肩上がりの進歩を前提とした考え方に限界が見られ、人類の資源は有限であり、地球自体も生命体である
という「ガイアの思想」などがラヴロック博士によって 1979 年「地球生命圏」等によって提唱されている。地球の生態系
は絶妙のバランスを保ってお互いに影響を与え合っており、自分達の生活環境を守っていくには地球全体のことを考える必
要があることが解ってきている。それらの問題を解決する新しい学問としての環境倫理学などが出てきている。
1. 自然生存権の問題・・・

2. 世代間倫理の問題・・・
3. 地球全体主義・・・・・

人間だけでなく、生物の種、生態系、景観などにも生存の権利があるので、勝手にそれを否定し
てはならない。
現在世代は未来世代の生存可能性に対しての責任がある。
地球生態系は開いた宇宙ではなく閉じた世界である。
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■　地球環境の問題　－環境倫理学ー ■　SDGs（Sustainable Development Goals） 17 の目標

■　「経済至上主義」から「環境主義」へ

■　広域のまちづくりについて
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400mЇが賑わいをつくりだします。
ただ、施設をつくるのではなく、都市を
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※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の行政協議等により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

※現在平面計画など調整中の資料です。数値は、最新の平面に合わせて検討する必要があるため、暫定としてお考えください。

当初基本設計案との比較 Ｓ＝ 1/500

1F1F

■　1F エントランス比較

エントランスを囲う多目的・学習室

※壁面 7段、平置 1段で算出

当初案 弊社案
赤枠内面積 ( エントランス ) 約 386㎡ 約 385㎡

席数 24 席 48 席 ( エントランス全体：112 席 )
冊数 約 8200 冊 約 10430 冊 (3 段 )

当初案 弊社案
ボランティア・学習室・多目的 約 41㎡ 約 165㎡

カフェ 約 187㎡ 約 187㎡

※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の行政協議等により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

※現在平面計画など調整中の資料です。数値は、最新の平面に合わせて検討する必要があるため、暫定としてお考えください。

当初基本設計案との比較 Ｓ＝ 1/500

1F1F

■　1F エントランス比較

エントランスを囲う多目的・学習室

※壁面 7段、平置 1段で算出

当初案 弊社案
赤枠内面積 ( エントランス ) 約 386㎡ 約 385㎡

席数 24 席 48 席 ( エントランス全体：112 席 )
冊数 約 8200 冊 約 10430 冊 (3 段 )

当初案 弊社案
ボランティア・学習室・多目的 約 41㎡ 約 165㎡

カフェ 約 187㎡ 約 187㎡

バラバラな図書館エリア 集約された図書館エリア

※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の行政協議等により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

※現在平面計画など調整中の資料です。数値は、最新の平面に合わせて検討する必要があるため、暫定としてお考えください。

当初基本設計案との比較 Ｓ＝ 1/500

郷土資料コーナー：約 39㎡

開架エリアとしては長く、管理がしにくい

約 70m
2F

M2F

3F

当初案 弊社案
ボランティア・学習室・多目的

座席数
約 135㎡
56 席

約 160㎡
64 席

開架エリア座席数 約 150 席 271 席

図書館の一般開架ゾーンはコンパクトに集約

極力コンパクトな開架エリア

約 27.8m

※基本設計図書概要より

※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の行政協議等により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

※現在平面計画など調整中の資料です。数値は、最新の平面に合わせて検討する必要があるため、暫定としてお考えください。

当初基本設計案との比較 Ｓ＝ 1/500

郷土資料コーナー：約 39㎡

開架エリアとしては長く、管理がしにくい

約 70m
2F

M2F

3F

当初案 弊社案
ボランティア・学習室・多目的

座席数
約 135㎡
56 席

約 160㎡
64 席

開架エリア座席数 約 150 席 271 席

図書館の一般開架ゾーンはコンパクトに集約

極力コンパクトな開架エリア

約 27.8m

※基本設計図書概要より
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70mの࢖いにくい図書館エリア 機能的でコンパクトな図書館エリア

適੾なੇ法までਧきൈけを調整しましたڊ大で無ବの多いਧきൈけが഑置されている

※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の行政協議等により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

※現在平面計画など調整中の資料です。数値は、最新の平面に合わせて検討する必要があるため、暫定としてお考えください。

当初基本設計案との比較 Ｓ＝ 1/500

3F 4F

約 45㎡

開架エリアとしては長く、管理がしにくい 極力コンパクトな開架エリア

約 70m 約 25.8m

当初案 弊社案
ボランティア・学習室・多目的

座席数
約 204㎡
約 56 席

約 101㎡
32 席

開架エリア座席数 約 260 席 165 席
※基本設計図書概要より

※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の行政協議等により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

※現在平面計画など調整中の資料です。数値は、最新の平面に合わせて検討する必要があるため、暫定としてお考えください。

当初基本設計案との比較 Ｓ＝ 1/500

3F 4F

約 45㎡

開架エリアとしては長く、管理がしにくい 極力コンパクトな開架エリア

約 70m 約 25.8m

当初案 弊社案
ボランティア・学習室・多目的

座席数
約 204㎡
約 56 席

約 101㎡
32 席

開架エリア座席数 約 260 席 165 席
※基本設計図書概要より

ɾݐ෺͕ద੾ͳ໘ੵͰແବͳεϖーε͕ͳいかൺֱݕ౼し·しͨ



43.4 億 42.5 億 入札価格 33.4 億

基本設計 実施設計 施工期間

エリアごとにࣸਅをுってもらい、図書館
全体の空間イメージを共有していきます

Ⅰ．( 中略 ) 新図書館の図書館部分及び小牧活性化部分

（カフェ、フリースペース、イベントスペース、吹き

　抜け周りの多目的スペース、小部屋等）にはどんな

　機能があるとまちが活性化すると思いますか？

Ⅱ．１階共用部には、全国チェーン＋インフォメー

　ション機能も含めた地場の物産販売スペースを導

　入可能と考えています。そこではどんなことがで

　きるとまちが活性化すると思いますか？

Ⅲ．「本の木」エリアやイベントスペース、売店可

　能エリアで、どのような企業や市民団体が運営を

　行うと小牧の魅力を情報発信できると思います　

　か？　　

Ⅳ．「本の木」エリアやイベントスペース、売店可

　能スペースで、イベントの企画など企画・運営に

　自ら参画していきたいと思いますか。　

・中学生や高校生が何か発表できる場

・市民活動団体ボランティア団体が利用できるスペース

・自分より年齢が上の人と話せる場所

・地域企業とのコラボ ( 地域産業フェスタ )

・姉妹都市、復興支援のアンテナショップ

・全国チェーンと小牧のコラボ

・マルシェの開催

・物産コーナー

・図書館サポーター

・図書館、読み聞かせボランティア

・障がい者支援団体

・小牧市のアピールポイントとなる製品を作る企業

・観光協会

・学校の部活動の発表で参加できれば

・高校として一つのボランティアとして協力したい

・中学生として参加して意見を出していきたい

・おすすめの本を紹介する企画で参加したい

・各年代を対象とした講座

2 月 4日に中学生や高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢 83名にて第 2回ワークショップを開催しました。当日は、第 1回ワークショップのまとめや近隣図書館の調査分析結果などを報告し、
平面計画などの設計案について、模型を用いて説明を行いました。その後、イメージカードなどを用いて自分がイメージする図書館について参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

学生、市民ボランティア、新図書館で活動や連携を予定している団体が参加して第 2回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、新しい図書館をイメージして話し合いました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

■新図書館に配置を予定しているイベントスペースなどの機能について、まちの活性化や情報発信などの観点からグループで話あっていただきました。
　意見としては、地元の企業や市民が積極的に関わっていくこと、図書館を通じて情報発信をしていくことが大切であるという意見が多くでました。

■たくさんの意見が台紙にまとめられました。■約100枚のイメージカードを用いて新図書館をより具体的にイメージしていただきました。

■イメージした内容をグループで話あっていただきました。意見としては、くつろいでゆっくりできるスペース
　や学習スペースを確保し、多様なイベントを開催するなどの意見が出ました。

■当日の様子

〇ここでコーヒーとか飲み
たい
〇３・４階でも１部OKにす
る
〇ゆったりと本が読め、滞
在型に

〇図書館で借りて欲しいと　
　思った本を買うこともでき
　るし、捨てようと思ってい
　る本が無駄にならずにすむ

本を読みながら飲食 〇落ち着いた雰囲気でゆったり
と読書ができたり勉強するこ
とができる
〇映画とかで出る図書館とかも
こんな感じなので、人気が出
るのかなって思う

囲い込む書架

〇地域の人たちが売り買い
できるといい

〇もっと小牧の歴史を知っ
てもらいたい
〇情報を発信する場を求め
ている人たちがいる

〇歴史的な資料は眠らせて
おくべきではない

〇テスト週間のときや受験が
あるときに１人で勉強でき
る空間を設けた方が良いと
思う
〇自室がなくて勉強に集中で
きない学生に使って欲しい

地域の特産品を売る売店個人学習室

図書館での古本市

郷土資料展示

巣のような場所 洞穴空間 木書架 足伸ばしソファ 寝ころびスペース 親子ラウンジ

中学生 中学生 中学生PTA PTA PTA
ボランティア団体 ボランティア団体 ボランティア団体

高校生 高校生 高校生大学生 大学生 大学生
役人 役人 役人弊社 弊社 弊社

イメージカードを用いて議࿦

文ݴや図面だけでなく、イメージカー
ドを用いることで、文ࣈと空間の
ギャップをຒめるためのワークショッ
プを行うことが重要だと考えます

イメージカードを用いたワークショップ

カードには考えた事をه入してもらいます

ᶕ第 2 回
　市民ワークショップ

ᶖイメージカードを用
　いたワークショップ

Ⅰ．( 中略 ) 新図書館の図書館部分及び小牧活性化部分

（カフェ、フリースペース、イベントスペース、吹き

　抜け周りの多目的スペース、小部屋等）にはどんな

　機能があるとまちが活性化すると思いますか？

Ⅱ．１階共用部には、全国チェーン＋インフォメー

　ション機能も含めた地場の物産販売スペースを導

　入可能と考えています。そこではどんなことがで

　きるとまちが活性化すると思いますか？

Ⅲ．「本の木」エリアやイベントスペース、売店可

　能エリアで、どのような企業や市民団体が運営を

　行うと小牧の魅力を情報発信できると思います　

　か？　　

Ⅳ．「本の木」エリアやイベントスペース、売店可

　能スペースで、イベントの企画など企画・運営に

　自ら参画していきたいと思いますか。　

・中学生や高校生が何か発表できる場

・市民活動団体ボランティア団体が利用できるスペース

・自分より年齢が上の人と話せる場所

・地域企業とのコラボ ( 地域産業フェスタ )

・姉妹都市、復興支援のアンテナショップ

・全国チェーンと小牧のコラボ

・マルシェの開催

・物産コーナー

・図書館サポーター

・図書館、読み聞かせボランティア

・障がい者支援団体

・小牧市のアピールポイントとなる製品を作る企業

・観光協会

・学校の部活動の発表で参加できれば

・高校として一つのボランティアとして協力したい

・中学生として参加して意見を出していきたい

・おすすめの本を紹介する企画で参加したい

・各年代を対象とした講座

2 月 4日に中学生や高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢 83名にて第 2回ワークショップを開催しました。当日は、第 1回ワークショップのまとめや近隣図書館の調査分析結果などを報告し、
平面計画などの設計案について、模型を用いて説明を行いました。その後、イメージカードなどを用いて自分がイメージする図書館について参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

学生、市民ボランティア、新図書館で活動や連携を予定している団体が参加して第 2回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、新しい図書館をイメージして話し合いました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

■新図書館に配置を予定しているイベントスペースなどの機能について、まちの活性化や情報発信などの観点からグループで話あっていただきました。
　意見としては、地元の企業や市民が積極的に関わっていくこと、図書館を通じて情報発信をしていくことが大切であるという意見が多くでました。

■たくさんの意見が台紙にまとめられました。■約100枚のイメージカードを用いて新図書館をより具体的にイメージしていただきました。

■イメージした内容をグループで話あっていただきました。意見としては、くつろいでゆっくりできるスペース
　や学習スペースを確保し、多様なイベントを開催するなどの意見が出ました。

■当日の様子

〇ここでコーヒーとか飲み
たい
〇３・４階でも１部OKにす
る
〇ゆったりと本が読め、滞
在型に

〇図書館で借りて欲しいと　
　思った本を買うこともでき
　るし、捨てようと思ってい
　る本が無駄にならずにすむ

本を読みながら飲食 〇落ち着いた雰囲気でゆったり
と読書ができたり勉強するこ
とができる
〇映画とかで出る図書館とかも
こんな感じなので、人気が出
るのかなって思う

囲い込む書架

〇地域の人たちが売り買い
できるといい

〇もっと小牧の歴史を知っ
てもらいたい
〇情報を発信する場を求め
ている人たちがいる

〇歴史的な資料は眠らせて
おくべきではない

〇テスト週間のときや受験が
あるときに１人で勉強でき
る空間を設けた方が良いと
思う
〇自室がなくて勉強に集中で
きない学生に使って欲しい

地域の特産品を売る売店個人学習室

図書館での古本市

郷土資料展示

巣のような場所 洞穴空間 木書架 足伸ばしソファ 寝ころびスペース 親子ラウンジ

10※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の検討により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

総合カウンターに関して

八戸ブックセンター（参考イメージ）

八戸ブックセンター（参考写真）

前回までの案 今回の案

S=1/200（参考）

・南北二箇所の BDS をチェックするため、カウンターの位置を二つの BDS の中央に寄せ、
セキュリティに配慮。
・北側風除室や駐車場から上がってきて、目に付きやすい位置にOPACや貸出機を設置
し、わかりやすさに配慮。
・このカウンターでは、まちの多様な情報が手に入るインフォメーション機能を持たせ
るほか、タブレット等の貸出を行えば、電子新聞などの閲覧も可能となる。
・給湯室（2）で簡易な調理も可能で、ドリンクの提供や地場の食材を使った簡易な料
理の提供も可能。
・イベント時にも、活用することができる。

1階のラウンジ空間には、市民が中
心となる、地場のҿ৯や、情報発
信の場となるように検討しました。

イベントスペースなどの機能につい
て、まちの活性化や情報発信など
の観点からグループで࿩あってい
ただきました。

㉑イベントスペース機能に
　ついてのワークショップ

㉒カフェ空間 / 市民
　スペースについての検討

小牧の特産඼アンテナショップワンデイショップ
（৯事、ҿ物）等の意見が出ました

5月13日に中学生や高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢71名にて第3回ワークショップを開催しました。当日は、基本設計の報告や第2回ワークショップのまとめなどを報告し、平面計画などの設計案について、
模型を用いて説明を行いました。その後、1階共用空間及びラウンジ空間等、3階及び 4階の学習室の具体的な利用方法について参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

学生、市民ボランティア、新図書館で活動や連携を予定している団体が参加して第 3回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、共有スペースや会議
室等の具体的な利用方法や機能について話し合いました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

■新小牧市立図書館　「( 仮称 ) 図書館運営市民サポーター組織」の立ち上げに向けてたくさんの意見をいただきました。

■たくさんの意見が台紙にまとめられました。■1階共用空間及びラウンジ空間等では、本に関連した展示のほか、地元の方や企業と連携した企画や発表を行いたいとの意見が出ました。

■ 3階及び 4階の学習室、多目的会議室は、各種教室や講座、自主活動の場として利用できるのがよいとの意見がでました。 ■当日の様子
開架・閲覧スペース
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Q1.　1 階の共用部にも、本が置ける棚を設置す
ることが可能です。その場合には、どのよ
うな本を置くのが良いと考えますか。また
本以外にも何か展示したいものなどあれば、
教えてください。

Q2.　左図のラウンジ空間（一部物販を検討）では、

どのようなことがしたいですか。

　・新聞　週刊誌　近隣の地図など気軽に見られるもの
　・雑誌、ファッション誌
　・子ども向け絵本、季節を感じる本、地域の同人誌
　・実用書籍（料理本、手芸など）
　・図書館からのお薦め本、話題の本
　・点訳ボランティアが作った点字の広報など
　・市内の各ボランティア情報発信
　・小牧の手土産紹介コーナー
　・イベントのチラシ・ポスターコーナー
　・各地区のイベント PR、小牧の観光スポット

　・小牧の物産を物販、特産品のアンテナショップ
　・パン屋、ワンデイショップ（食事、飲物）
　・本に紹介された物を実際に販売
　・イベントに関係した商品の販売
　・作家さんの講演会
　・読み聞かせグループのお楽しみ会
　・本の感想を展示、市民の作品展示
　・絵、習字などの発表の場
　・本や服のリサイクルフェア
　・レシピを実際に料理

Q1.　学習室と多目的会議室は、学習としての利
用がない時に、多目的に利用することを検
討しています。そこではどのようなことが
したいですか。

Q2.　学習室と多目的会議室の使い勝手を考慮した
場合に、どのような機能が必要だと思います
か。

　・学習室は安定して学習できる場
　・小学生・中学生の教室
　・ボランティアやサークル活動
　・小さい子向けの本育活動
　・手遊び、わらべうた、紙芝居、講座、手話
　　折り紙、大道芸など
　・市民講座、ヨガ、習字、絵画
　・パソコンの講習会
　・外国語教室
　・朗読の勉強会
　・対面朗読室として使用

　・スクリーン　
　・プロジェクター
　・パーテーション
　・Wi-Fi
　・スピーカー　マイク
　・防音機能
　・パソコンを設置
　・コンセント、水まわり
　・ホワイトボード
　・自動販売機
　・グループで講師を呼んで学べるようにしたい
　・学習サポーターがいると助かる

○これからの小牧駅前の活性化の核となる「新図書館」であることから、多くの市民のみなさんの企画やアイデアが盛り込んだ運営ができると良いと考えます。そういった観点から、原則市直営の運営体制を
とりながらも、既存のボランティア団体をはじめ、多くの市民のみなさんに運営面で連携・協力していただけるような「（仮称）図書館運営市民サポーター組織」を立ち上げていくことが良いと考えています。
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Q.　どのエリアでの企画・運営等に携わってみたいですか。 Q.　具体的にどのような活動がしたいですか。
□図書館ボランティア・・・15 名、□イベントスペース・・・6名
□ラウンジスペース・・・3名、□学習室・・・4名、
□お話会・・・2名、□オープニングイベント企画・・・2名
□多目的会議室・・・2名、□屋外広場・テラス空間・・・3名
□対面朗読室・・・3名、□障がい者コーナー・・・4名
□ティーンズコーナー・・・3名、□その他・・・1名

・料理本と料理教室、外国語の本と外国語講座、学校の部活の作品の展示、発表
・障がい者の方達も読書や本の内容に触れることができる内容のイベントや朗読会などの開催
・イベント等を行うときにボランティア活動
・子どもや、若い方との交流ができる活動
・習字、アレンジメントなどしてみたい
・読み聞かせや本展示の手伝いなど
・本の情報交換

具体的な利用方法を議࿦

1階共用空間及びラウンジ空間等では、
本に関連した展示のほか、地元の方や企
業と連ܞした企画や発表を行いたいとの
意見が出ました。

市民に模型の変化を丁ೡにઆ し໌ました

ԫ色部分がラウンジ空間

㉓第 3 回
　市民ワークショップ

㉔共用空間の具体的な࢖い
　方を議࿦

5月13日に中学生や高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢71名にて第3回ワークショップを開催しました。当日は、基本設計の報告や第2回ワークショップのまとめなどを報告し、平面計画などの設計案について、
模型を用いて説明を行いました。その後、1階共用空間及びラウンジ空間等、3階及び 4階の学習室の具体的な利用方法について参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

学生、市民ボランティア、新図書館で活動や連携を予定している団体が参加して第 3回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、共有スペースや会議
室等の具体的な利用方法や機能について話し合いました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

■新小牧市立図書館　「( 仮称 ) 図書館運営市民サポーター組織」の立ち上げに向けてたくさんの意見をいただきました。

■たくさんの意見が台紙にまとめられました。■1階共用空間及びラウンジ空間等では、本に関連した展示のほか、地元の方や企業と連携した企画や発表を行いたいとの意見が出ました。

■ 3階及び 4階の学習室、多目的会議室は、各種教室や講座、自主活動の場として利用できるのがよいとの意見がでました。 ■当日の様子
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Q1.　1 階の共用部にも、本が置ける棚を設置す
ることが可能です。その場合には、どのよ
うな本を置くのが良いと考えますか。また
本以外にも何か展示したいものなどあれば、
教えてください。

Q2.　左図のラウンジ空間（一部物販を検討）では、

どのようなことがしたいですか。

　・新聞　週刊誌　近隣の地図など気軽に見られるもの
　・雑誌、ファッション誌
　・子ども向け絵本、季節を感じる本、地域の同人誌
　・実用書籍（料理本、手芸など）
　・図書館からのお薦め本、話題の本
　・点訳ボランティアが作った点字の広報など
　・市内の各ボランティア情報発信
　・小牧の手土産紹介コーナー
　・イベントのチラシ・ポスターコーナー
　・各地区のイベント PR、小牧の観光スポット

　・小牧の物産を物販、特産品のアンテナショップ
　・パン屋、ワンデイショップ（食事、飲物）
　・本に紹介された物を実際に販売
　・イベントに関係した商品の販売
　・作家さんの講演会
　・読み聞かせグループのお楽しみ会
　・本の感想を展示、市民の作品展示
　・絵、習字などの発表の場
　・本や服のリサイクルフェア
　・レシピを実際に料理

Q1.　学習室と多目的会議室は、学習としての利
用がない時に、多目的に利用することを検
討しています。そこではどのようなことが
したいですか。

Q2.　学習室と多目的会議室の使い勝手を考慮した
場合に、どのような機能が必要だと思います
か。

　・学習室は安定して学習できる場
　・小学生・中学生の教室
　・ボランティアやサークル活動
　・小さい子向けの本育活動
　・手遊び、わらべうた、紙芝居、講座、手話
　　折り紙、大道芸など
　・市民講座、ヨガ、習字、絵画
　・パソコンの講習会
　・外国語教室
　・朗読の勉強会
　・対面朗読室として使用

　・スクリーン　
　・プロジェクター
　・パーテーション
　・Wi-Fi
　・スピーカー　マイク
　・防音機能
　・パソコンを設置
　・コンセント、水まわり
　・ホワイトボード
　・自動販売機
　・グループで講師を呼んで学べるようにしたい
　・学習サポーターがいると助かる

○これからの小牧駅前の活性化の核となる「新図書館」であることから、多くの市民のみなさんの企画やアイデアが盛り込んだ運営ができると良いと考えます。そういった観点から、原則市直営の運営体制を
とりながらも、既存のボランティア団体をはじめ、多くの市民のみなさんに運営面で連携・協力していただけるような「（仮称）図書館運営市民サポーター組織」を立ち上げていくことが良いと考えています。
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Q.　どのエリアでの企画・運営等に携わってみたいですか。 Q.　具体的にどのような活動がしたいですか。
□図書館ボランティア・・・15 名、□イベントスペース・・・6名
□ラウンジスペース・・・3名、□学習室・・・4名、
□お話会・・・2名、□オープニングイベント企画・・・2名
□多目的会議室・・・2名、□屋外広場・テラス空間・・・3名
□対面朗読室・・・3名、□障がい者コーナー・・・4名
□ティーンズコーナー・・・3名、□その他・・・1名

・料理本と料理教室、外国語の本と外国語講座、学校の部活の作品の展示、発表
・障がい者の方達も読書や本の内容に触れることができる内容のイベントや朗読会などの開催
・イベント等を行うときにボランティア活動
・子どもや、若い方との交流ができる活動
・習字、アレンジメントなどしてみたい
・読み聞かせや本展示の手伝いなど
・本の情報交換

5月13日に中学生や高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢71名にて第3回ワークショップを開催しました。当日は、基本設計の報告や第2回ワークショップのまとめなどを報告し、平面計画などの設計案について、
模型を用いて説明を行いました。その後、1階共用空間及びラウンジ空間等、3階及び 4階の学習室の具体的な利用方法について参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

学生、市民ボランティア、新図書館で活動や連携を予定している団体が参加して第 3回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、共有スペースや会議
室等の具体的な利用方法や機能について話し合いました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

■新小牧市立図書館　「( 仮称 ) 図書館運営市民サポーター組織」の立ち上げに向けてたくさんの意見をいただきました。

■たくさんの意見が台紙にまとめられました。■1階共用空間及びラウンジ空間等では、本に関連した展示のほか、地元の方や企業と連携した企画や発表を行いたいとの意見が出ました。

■ 3階及び 4階の学習室、多目的会議室は、各種教室や講座、自主活動の場として利用できるのがよいとの意見がでました。 ■当日の様子
開架・閲覧スペース
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Q1.　1 階の共用部にも、本が置ける棚を設置す
ることが可能です。その場合には、どのよ
うな本を置くのが良いと考えますか。また
本以外にも何か展示したいものなどあれば、
教えてください。

Q2.　左図のラウンジ空間（一部物販を検討）では、

どのようなことがしたいですか。

　・新聞　週刊誌　近隣の地図など気軽に見られるもの
　・雑誌、ファッション誌
　・子ども向け絵本、季節を感じる本、地域の同人誌
　・実用書籍（料理本、手芸など）
　・図書館からのお薦め本、話題の本
　・点訳ボランティアが作った点字の広報など
　・市内の各ボランティア情報発信
　・小牧の手土産紹介コーナー
　・イベントのチラシ・ポスターコーナー
　・各地区のイベント PR、小牧の観光スポット

　・小牧の物産を物販、特産品のアンテナショップ
　・パン屋、ワンデイショップ（食事、飲物）
　・本に紹介された物を実際に販売
　・イベントに関係した商品の販売
　・作家さんの講演会
　・読み聞かせグループのお楽しみ会
　・本の感想を展示、市民の作品展示
　・絵、習字などの発表の場
　・本や服のリサイクルフェア
　・レシピを実際に料理

Q1.　学習室と多目的会議室は、学習としての利
用がない時に、多目的に利用することを検
討しています。そこではどのようなことが
したいですか。

Q2.　学習室と多目的会議室の使い勝手を考慮した
場合に、どのような機能が必要だと思います
か。

　・学習室は安定して学習できる場
　・小学生・中学生の教室
　・ボランティアやサークル活動
　・小さい子向けの本育活動
　・手遊び、わらべうた、紙芝居、講座、手話
　　折り紙、大道芸など
　・市民講座、ヨガ、習字、絵画
　・パソコンの講習会
　・外国語教室
　・朗読の勉強会
　・対面朗読室として使用

　・スクリーン　
　・プロジェクター
　・パーテーション
　・Wi-Fi
　・スピーカー　マイク
　・防音機能
　・パソコンを設置
　・コンセント、水まわり
　・ホワイトボード
　・自動販売機
　・グループで講師を呼んで学べるようにしたい
　・学習サポーターがいると助かる

○これからの小牧駅前の活性化の核となる「新図書館」であることから、多くの市民のみなさんの企画やアイデアが盛り込んだ運営ができると良いと考えます。そういった観点から、原則市直営の運営体制を
とりながらも、既存のボランティア団体をはじめ、多くの市民のみなさんに運営面で連携・協力していただけるような「（仮称）図書館運営市民サポーター組織」を立ち上げていくことが良いと考えています。
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Q.　どのエリアでの企画・運営等に携わってみたいですか。 Q.　具体的にどのような活動がしたいですか。
□図書館ボランティア・・・15 名、□イベントスペース・・・6名
□ラウンジスペース・・・3名、□学習室・・・4名、
□お話会・・・2名、□オープニングイベント企画・・・2名
□多目的会議室・・・2名、□屋外広場・テラス空間・・・3名
□対面朗読室・・・3名、□障がい者コーナー・・・4名
□ティーンズコーナー・・・3名、□その他・・・1名

・料理本と料理教室、外国語の本と外国語講座、学校の部活の作品の展示、発表
・障がい者の方達も読書や本の内容に触れることができる内容のイベントや朗読会などの開催
・イベント等を行うときにボランティア活動
・子どもや、若い方との交流ができる活動
・習字、アレンジメントなどしてみたい
・読み聞かせや本展示の手伝いなど
・本の情報交換

5月13日に中学生や高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢71名にて第3回ワークショップを開催しました。当日は、基本設計の報告や第2回ワークショップのまとめなどを報告し、平面計画などの設計案について、
模型を用いて説明を行いました。その後、1階共用空間及びラウンジ空間等、3階及び 4階の学習室の具体的な利用方法について参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

学生、市民ボランティア、新図書館で活動や連携を予定している団体が参加して第 3回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、共有スペースや会議
室等の具体的な利用方法や機能について話し合いました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

■新小牧市立図書館　「( 仮称 ) 図書館運営市民サポーター組織」の立ち上げに向けてたくさんの意見をいただきました。

■たくさんの意見が台紙にまとめられました。■1階共用空間及びラウンジ空間等では、本に関連した展示のほか、地元の方や企業と連携した企画や発表を行いたいとの意見が出ました。

■ 3階及び 4階の学習室、多目的会議室は、各種教室や講座、自主活動の場として利用できるのがよいとの意見がでました。 ■当日の様子
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ることが可能です。その場合には、どのよ
うな本を置くのが良いと考えますか。また
本以外にも何か展示したいものなどあれば、
教えてください。

Q2.　左図のラウンジ空間（一部物販を検討）では、
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　・新聞　週刊誌　近隣の地図など気軽に見られるもの
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　・実用書籍（料理本、手芸など）
　・図書館からのお薦め本、話題の本
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　・作家さんの講演会
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　・本の感想を展示、市民の作品展示
　・絵、習字などの発表の場
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Q1.　学習室と多目的会議室は、学習としての利
用がない時に、多目的に利用することを検
討しています。そこではどのようなことが
したいですか。

Q2.　学習室と多目的会議室の使い勝手を考慮した
場合に、どのような機能が必要だと思います
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　・学習室は安定して学習できる場
　・小学生・中学生の教室
　・ボランティアやサークル活動
　・小さい子向けの本育活動
　・手遊び、わらべうた、紙芝居、講座、手話
　　折り紙、大道芸など
　・市民講座、ヨガ、習字、絵画
　・パソコンの講習会
　・外国語教室
　・朗読の勉強会
　・対面朗読室として使用

　・スクリーン　
　・プロジェクター
　・パーテーション
　・Wi-Fi
　・スピーカー　マイク
　・防音機能
　・パソコンを設置
　・コンセント、水まわり
　・ホワイトボード
　・自動販売機
　・グループで講師を呼んで学べるようにしたい
　・学習サポーターがいると助かる

○これからの小牧駅前の活性化の核となる「新図書館」であることから、多くの市民のみなさんの企画やアイデアが盛り込んだ運営ができると良いと考えます。そういった観点から、原則市直営の運営体制を
とりながらも、既存のボランティア団体をはじめ、多くの市民のみなさんに運営面で連携・協力していただけるような「（仮称）図書館運営市民サポーター組織」を立ち上げていくことが良いと考えています。
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Q.　どのエリアでの企画・運営等に携わってみたいですか。 Q.　具体的にどのような活動がしたいですか。
□図書館ボランティア・・・15 名、□イベントスペース・・・6名
□ラウンジスペース・・・3名、□学習室・・・4名、
□お話会・・・2名、□オープニングイベント企画・・・2名
□多目的会議室・・・2名、□屋外広場・テラス空間・・・3名
□対面朗読室・・・3名、□障がい者コーナー・・・4名
□ティーンズコーナー・・・3名、□その他・・・1名

・料理本と料理教室、外国語の本と外国語講座、学校の部活の作品の展示、発表
・障がい者の方達も読書や本の内容に触れることができる内容のイベントや朗読会などの開催
・イベント等を行うときにボランティア活動
・子どもや、若い方との交流ができる活動
・習字、アレンジメントなどしてみたい
・読み聞かせや本展示の手伝いなど
・本の情報交換

新小牧市立図書館　「(�Ծশ )�図書館運営市民サ
ポーター組織」の立ち上げに向けてたくさんの意見
をいただきました

8※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の検討により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

カフェ空間の模型での見え方の変化

前回 最新案

カフェ空間の存在感を強調

サインも屋内外からはっきりと視認できる

8※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の検討により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

カフェ空間の模型での見え方の変化

前回 最新案

カフェ空間の存在感を強調

サインも屋内外からはっきりと視認できる

3�階及び 4�階の学शࣨ、多目的会議ࣨ
は、各छࣨڭや࠲ߨ、ࣗ 主活ಈの場とし
て利用できるのがよいとの意見がでまし
た（ԫ色ృ部分）

大෯にमਖ਼された模型

変ߋ前模型

㉕学शࣨ・多目的会議ࣨの
い方を議࿦࢖　

㉖図書館サポーターの
　立ち上げワークショップ

㉗市長の決அ要望に対して
　ॊೈに対応しました

パワーポイントを࢖用したઆ໌だけでなく、会場にパネル
を設置しすべての方に理解いただけるように考えました

学生、新図書館で活動や連携を予定している市民ボランティア団体などが参加して第 4回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、パネルや模型を用い
て現段階の実施設計報告をしました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

9 月 9日に高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢 112 名にて、第 4回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催しました。当日は、多くのイメージパースを用いて、これまでのワークショップで出された
意見などを実施設計にどのように反映したかを中心に報告を行いました。その後、質疑応答を行い、参加者からご意見をいただきました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

■スライドを用いた説明■新しい図書館が小牧のまちづくりの核になります。

■模型を囲んでの説明■子どもの声と笑顔があふれる開放的な児童コーナー

■中高生が集うティーンズコーナー ■自分の居場所が見つかる滞在型の図書館 ■専門書も充実した課題解決型の図書館

■居心地の良い滞在型（サードプレイス）の図書館

建設予定地の現状 新図書館建設後のイメージ

駅前周辺のイメージ

屋上空間のイメージ

1階児童コーナー

2階ティーンズコーナー 3階　開架閲覧スペース 4階　開架閲覧スペース

1階児童コーナー 1階イベントスペース 1階ラウンジ

実施設計報ࠂ会を行った

今までの模型 30 位から選定した1/200
スケールの模型を計画の変ભॱに4つ
並べ、ࣗ ༝に市民が৮って、イメージが
できるようにした。

市民と模型を囲んでディスカッション

ฐ社代表がプレθンテーションを行います

㉘第 4 回
　市民ワークショップ

㉙計画の変ભをパネルで
示し丁ೡにઆ໌ܝ　

㉙駅前空間を緑๛かな
　空間へ

学生、新図書館で活動や連携を予定している市民ボランティア団体などが参加して第 4回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、パネルや模型を用い
て現段階の実施設計報告をしました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

9 月 9日に高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢 112 名にて、第 4回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催しました。当日は、多くのイメージパースを用いて、これまでのワークショップで出された
意見などを実施設計にどのように反映したかを中心に報告を行いました。その後、質疑応答を行い、参加者からご意見をいただきました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

■スライドを用いた説明■新しい図書館が小牧のまちづくりの核になります。

■模型を囲んでの説明■子どもの声と笑顔があふれる開放的な児童コーナー

■中高生が集うティーンズコーナー ■自分の居場所が見つかる滞在型の図書館 ■専門書も充実した課題解決型の図書館

■居心地の良い滞在型（サードプレイス）の図書館

建設予定地の現状 新図書館建設後のイメージ

駅前周辺のイメージ

屋上空間のイメージ

1階児童コーナー

2階ティーンズコーナー 3階　開架閲覧スペース 4階　開架閲覧スペース

1階児童コーナー 1階イベントスペース 1階ラウンジ

市内各所に図書館計画のパネルと模型を展示

㉚建物をよりたくさんの
　市民にೝ஌していただけ
　るように広報にも力を
　入れました

※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の検討により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

現状の書架配置計画 図書館員　配架検討案

3階　配架計画
S=1/300
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9- 11
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・左図の×印は、図書館としては、
配架を考えていない場所

郷土関係

郷土関係 信長文庫

新刊本

本の木

7分類

6分類

4分類
9 分類

5分類

旅行書
旅行書

専門

・吹抜け周りのエリアを全周囲の書架を活用し、地域・行政関係、信長文庫等を配置します。

・要望に従い、南側に閲覧席をまとめて配置しています。

・島書架に関しては、現状4段にて算出しています。

3階ゾーン蔵書計画 ( 最大収蔵可能冊数 )
雑誌 200 紙

視聴覚資料 約18,000点　
専門図書 約20,625 冊

一般・参考図書 約 26,180 冊
障がい者サービス 約 2,340 冊

地域・行政・信長文庫 約 6,455 冊 (1 冊 20㎜の場合 )
約 12,105 冊 ( 図書館員算定方法に従う場合 )

3※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の検討により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

■配架、図書館計画等の検討の経緯

②図書館職員、図書館コンサルの要望や指摘を整理し、検討調整した①建設方針

③共用部の本の考え方の要望と検討
caseA　共用部と図書館エリアを分ける案（当初案）

共用部 共用部
図書館 図書館

caseB　カフェ以外を図書館のエリアとする案

管理用シャッター等設置が必要

BDS設置不可

更にBDSが必要になる
繋がりを持たせるよう変更したが、BDSを置くと流れが切れる

BDS

BDS
BDS

BDS

BDS BDS

④座席の数や種類の検討 ⑤ＩＣＴ機器類の検討

・建設方針に示された目標蔵書数に対して実際に平面計画に落とし込むことで、検討を開始した。
・ゾーニング、冊数含め、図書館職員やコンサルの意見が出せるベース案を作成した。

コンペ時プラン

・図書館のセキュリティの位置をどこにするかによって、配架等の考え方が変わるため、管理も含めて検討し、
共用部の方針を検討した。その際も、市、職員、設計、コンサルが参加し、多角的に検討を行った。

・全体での席数の検討と、一人席の割合など、現在の図書館のニーズに合っ
た席数や種類の検討を行った。

・近隣図書館などの数値も加味し、目標値を設定し、計画に反映した。

※一人席の座席幅をゆったりとさせる検討を行っている

・必要な機器類の選定と運営を考慮した配置の検討を繰り返し行った。
・市、図書館職員、コンサル、設計が全て参加し、意見を調整しながら、計

画に反映していった。

・図書館職員の提示した配架計画案を丁寧に検証し、計画との整合を取りながら、意見を調整し、計画に反映する設計検討を繰り返し行った。
・更に図書館コンサルの豊富なノウハウを盛り込みチェックバックを行うことで、更に図書館計画としての強化を行った。
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・左図の×印は、図書館としては、
配架を考えていない場所

郷土関係

郷土関係 信長文庫

新刊本

本の木

7分類

6分類

4分類
9 分類

5分類

旅行書
旅行書

専門

・吹抜け周りのエリアを全周囲の書架を活用し、地域・行政関係、信長文庫等を配置します。

・要望に従い、南側に閲覧席をまとめて配置しています。

・島書架に関しては、現状4段にて算出しています。

3階ゾーン蔵書計画 ( 最大収蔵可能冊数 )
雑誌 200 紙

視聴覚資料 約18,000点　
専門図書 約20,625 冊

一般・参考図書 約 26,180 冊
障がい者サービス 約 2,340 冊

地域・行政・信長文庫 約 6,455 冊 (1 冊 20㎜の場合 )
約 12,105 冊 ( 図書館員算定方法に従う場合 )

個人席　　　　　　　198 席
グループ /PC 席　　　22 席

合計　　　　　　　　　220 席

このエリアに4台

このエリアに1台

●

×

■座席数に関する他市図書館との比較

図書館部分における個人席の割合 ( 児童エリアは除く )：

新小牧市立図書
館（案）

安城市図書情報
館

おおぶ文化交流
の杜図書館

一宮市立中央図
書館

岡崎市立中央図
書館

岐阜市立中央図
書館

田原市中央図書
館

稲沢市立中央図
書館

豊田市中央図書
館 大和市立図書館 他図書館の平均

値
人口 14.9 万人 18.4 万人 8.9 万人 37.9 万人 38.1 万人 40.6 万人 6.2 万人 13.6 万人 42.2 万人 23.2 万人

収容可能冊数 50 万冊 45 万冊 40 万冊 60 万冊 100 万冊 90 万冊 35 万冊 45 万冊 130 万冊 57 万冊
述べ床面積

( 図書館部分／施
設全体 )

- 約 6808 ㎡ ／ 約
9193㎡

約 3650 ㎡ ／ 約
13800㎡

約 6701 ㎡ ／ 約
21406㎡

約 7895 ㎡ ／ 約
22800㎡

約 8366 ㎡ ／ 約
15444㎡

約 3972 ㎡ ／ 約
15109㎡

約 4967 ㎡ ／ 約
4967㎡

約 12566㎡／約
45460㎡

5350 ㎡ / 約
25256㎡

図書館部分 (BDS 内 ) 823 席→ 752 席 848 席 342 席 663 席 687 席 638 席 411 席 340 席 941 席 865 席 637 席
人口比率 678 席 571 席 259 席 268 席 230 席 986 席 372 席 329 席 554 席 469 席 494 席冊数比率 933 席 428 席 550 席 344 席 351 席 575 席 374 席 358 席 753 席 518 席

新小牧市 安城市 おおぶ 一宮市 岡崎市 岐阜市 田原市 稲沢市 豊田市 大和市 他 図 書 館 の
平均値

個人席 382 席
→ 455 席 354 席 96 席 409 席 456 席 178 席 247 席 123 席 283 席 398 席 283 席

人口比率 283 席 102 席 160 席 178 席 64 席 593 席 135 席 99 席 255 席 214 席
224 席

冊数比率 389 席 76 席 339 席 228 席 98 席 346 席 135 席 108 席 346 席 234 席

個人席
の割合

59％
→ 79％ 49％ 33％ 70％ 72％ 33％ 71％ 41％ 31％ 69％ 46％

図書館部分
( 児童エリア除 )

645 席→ 574 席
( イベントスペース除 ) 715 席 288 席 579 席 632 席 528 席 347 席 293 席 892 席 648 席

(6F：市民交流スペース除 ) 546 席

想定ＩＣＴ機器リスト 地下１階 １階 ２階 3 階 4 階 合計台数 備考
デジタルサイネージ（100inch 程度） 1 1 2 １階は地域情報発信、４階は郷土資料活用

デジタルサイネージ（65inch 程度） 1 1 1 1 4
ＢＤＳ 1 5 6 予約本コーナーＢＤＳも含む

自動貸出機 5 1 4 4 14 予約本コーナー内も含む

自動返却機（ブックポスト） 1 3 中止 中止 4 外部に面したブックポストは仮返却機能付きとする。

予約棚 １箇所 約 2500 冊（5 段の場合）

予約本検索機 1 1
ＯＰＡＣ（タッチパネル式） 4 1 6 5 6 iPad 等で対応。但し、各階に 1 箇所程度はキーボード式と

するＯＰＡＣ（キーボード式） 1 1 1 3
座席予約システム 1 1 1 1 4
部屋予約システム

ＰＣ専用席 4 6 5 15 原則持込とし、貸出ノート PC を数台用意

タブレット端末 10 10 10 30 1,3,4 階のカウンターにて貸出を想定

ＡＶ資料視聴機器 5 5 ＣＤ等の視聴ヘッドフォン等

データベース閲覧 インターネット席と兼用を検討 オンラインデータベース導入の場合は、固定専用 PC 設置

読書通帳機 現時点は導入予定なし
電子新聞

書籍消毒機 1 1
wifi 全館 wifi 対応

配架する本の属性　 図書館の本とは別の属性。市民の持ち寄り等による、自由に持ち出せるよう
な書籍

ＢＤＳ内であるので、図書館内に属する本を配架することも可能

セキュリティ　 １階はＢＤＳが１箇所なので、セキュリティ上問題ない。 ＢＤＳ３箇所なので、セキュリティに懸念がある。人の目が届きにくいと、ＢＤＳが作動した時の対処が
難しいと考えられる。

開館時間の違い　 共用部と図書館エリアが明快に分かれるため、共用部のみ独立して開館時間
を早めることが容易。

外部から直接図書館エリアに入ることができるため、開館時間を早める場合、全館を一体的に早める必要
がある。（図書館が閉まれば、全館が閉まってしまう）caseA のようなゾーニングとする場合、別で更に
管理用のシャッター等が必要となる。

本の管理 図書館に属する本を持ち出せるエリアが限られているため、図書の管理が容
易。紛失等も起こりにくい

館全域に図書を持ち出せる自由度はあるが、その反面、紛失の恐れなど管理上の問題も懸念される。

市民利用 共用部に属するため、物販的な機能（地域物産販売等）の導入が可能 図書館に属するため、物販的な機能（地域物産販売等）の導入に支障がでる。

外部との関係 共用部に属するため、外部広場空間との一体的な利用が可能 図書館に属するため、外部広場空間との一体的な利用が困難。セキュリティが確保できない

カフェへのアクセス 共用部に属しているため、ＢＤＳを通過せずに自由にアクセスできる。 ＢＤＳの数が多いため、動線によっては 2 回もＢＤＳを通過してカフェに行かなくてはならない。
アクセスしにくくなる。

運営体制 市民参画に重きを置き、岡崎のサポーターズクラブのような体制も考えら
れる。市民みんなでつくる 1 万冊のコレクションのエリアのようなゾーン
と捉える。

図書館内のエリアに属するため、図書館員の管理運営になる。エリアが広く管理が困難と考えられる。

3※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の検討により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

■配架、図書館計画等の検討の経緯

②図書館職員、図書館コンサルの要望や指摘を整理し、検討調整した①建設方針

③共用部の本の考え方の要望と検討
caseA　共用部と図書館エリアを分ける案（当初案）

共用部 共用部
図書館 図書館

caseB　カフェ以外を図書館のエリアとする案

管理用シャッター等設置が必要

BDS設置不可

更にBDSが必要になる
繋がりを持たせるよう変更したが、BDSを置くと流れが切れる

BDS

BDS
BDS

BDS

BDS BDS

④座席の数や種類の検討 ⑤ＩＣＴ機器類の検討

・建設方針に示された目標蔵書数に対して実際に平面計画に落とし込むことで、検討を開始した。
・ゾーニング、冊数含め、図書館職員やコンサルの意見が出せるベース案を作成した。

コンペ時プラン

・図書館のセキュリティの位置をどこにするかによって、配架等の考え方が変わるため、管理も含めて検討し、
共用部の方針を検討した。その際も、市、職員、設計、コンサルが参加し、多角的に検討を行った。

・全体での席数の検討と、一人席の割合など、現在の図書館のニーズに合っ
た席数や種類の検討を行った。

・近隣図書館などの数値も加味し、目標値を設定し、計画に反映した。

※一人席の座席幅をゆったりとさせる検討を行っている

・必要な機器類の選定と運営を考慮した配置の検討を繰り返し行った。
・市、図書館職員、コンサル、設計が全て参加し、意見を調整しながら、計

画に反映していった。

・図書館職員の提示した配架計画案を丁寧に検証し、計画との整合を取りながら、意見を調整し、計画に反映する設計検討を繰り返し行った。
・更に図書館コンサルの豊富なノウハウを盛り込みチェックバックを行うことで、更に図書館計画としての強化を行った。
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・左図の×印は、図書館としては、
配架を考えていない場所

郷土関係

郷土関係 信長文庫

新刊本

本の木

7分類

6分類

4分類
9 分類

5分類

旅行書
旅行書

専門

・吹抜け周りのエリアを全周囲の書架を活用し、地域・行政関係、信長文庫等を配置します。

・要望に従い、南側に閲覧席をまとめて配置しています。

・島書架に関しては、現状4段にて算出しています。

3階ゾーン蔵書計画 ( 最大収蔵可能冊数 )
雑誌 200 紙

視聴覚資料 約18,000点　
専門図書 約20,625 冊

一般・参考図書 約 26,180 冊
障がい者サービス 約 2,340 冊

地域・行政・信長文庫 約 6,455 冊 (1 冊 20㎜の場合 )
約 12,105 冊 ( 図書館員算定方法に従う場合 )

個人席　　　　　　　198 席
グループ /PC 席　　　22 席

合計　　　　　　　　　220 席

このエリアに4台

このエリアに1台

●

×

■座席数に関する他市図書館との比較

図書館部分における個人席の割合 ( 児童エリアは除く )：

新小牧市立図書
館（案）

安城市図書情報
館

おおぶ文化交流
の杜図書館

一宮市立中央図
書館

岡崎市立中央図
書館

岐阜市立中央図
書館

田原市中央図書
館

稲沢市立中央図
書館

豊田市中央図書
館 大和市立図書館 他図書館の平均

値
人口 14.9 万人 18.4 万人 8.9 万人 37.9 万人 38.1 万人 40.6 万人 6.2 万人 13.6 万人 42.2 万人 23.2 万人

収容可能冊数 50 万冊 45 万冊 40 万冊 60 万冊 100 万冊 90 万冊 35 万冊 45 万冊 130 万冊 57 万冊
述べ床面積

( 図書館部分／施
設全体 )

- 約 6808 ㎡ ／ 約
9193㎡

約 3650 ㎡ ／ 約
13800㎡

約 6701 ㎡ ／ 約
21406㎡

約 7895 ㎡ ／ 約
22800㎡

約 8366 ㎡ ／ 約
15444㎡

約 3972 ㎡ ／ 約
15109㎡

約 4967 ㎡ ／ 約
4967㎡

約 12566㎡／約
45460㎡

5350 ㎡ / 約
25256㎡

図書館部分 (BDS 内 ) 823 席→ 752 席 848 席 342 席 663 席 687 席 638 席 411 席 340 席 941 席 865 席 637 席
人口比率 678 席 571 席 259 席 268 席 230 席 986 席 372 席 329 席 554 席 469 席 494 席冊数比率 933 席 428 席 550 席 344 席 351 席 575 席 374 席 358 席 753 席 518 席

新小牧市 安城市 おおぶ 一宮市 岡崎市 岐阜市 田原市 稲沢市 豊田市 大和市 他 図 書 館 の
平均値

個人席 382 席
→ 455 席 354 席 96 席 409 席 456 席 178 席 247 席 123 席 283 席 398 席 283 席

人口比率 283 席 102 席 160 席 178 席 64 席 593 席 135 席 99 席 255 席 214 席
224 席

冊数比率 389 席 76 席 339 席 228 席 98 席 346 席 135 席 108 席 346 席 234 席

個人席
の割合

59％
→ 79％ 49％ 33％ 70％ 72％ 33％ 71％ 41％ 31％ 69％ 46％

図書館部分
( 児童エリア除 )

645 席→ 574 席
( イベントスペース除 ) 715 席 288 席 579 席 632 席 528 席 347 席 293 席 892 席 648 席

(6F：市民交流スペース除 ) 546 席

想定ＩＣＴ機器リスト 地下１階 １階 ２階 3 階 4 階 合計台数 備考
デジタルサイネージ（100inch 程度） 1 1 2 １階は地域情報発信、４階は郷土資料活用

デジタルサイネージ（65inch 程度） 1 1 1 1 4
ＢＤＳ 1 5 6 予約本コーナーＢＤＳも含む

自動貸出機 5 1 4 4 14 予約本コーナー内も含む

自動返却機（ブックポスト） 1 3 中止 中止 4 外部に面したブックポストは仮返却機能付きとする。

予約棚 １箇所 約 2500 冊（5 段の場合）

予約本検索機 1 1
ＯＰＡＣ（タッチパネル式） 4 1 6 5 6 iPad 等で対応。但し、各階に 1 箇所程度はキーボード式と

するＯＰＡＣ（キーボード式） 1 1 1 3
座席予約システム 1 1 1 1 4
部屋予約システム

ＰＣ専用席 4 6 5 15 原則持込とし、貸出ノート PC を数台用意

タブレット端末 10 10 10 30 1,3,4 階のカウンターにて貸出を想定

ＡＶ資料視聴機器 5 5 ＣＤ等の視聴ヘッドフォン等

データベース閲覧 インターネット席と兼用を検討 オンラインデータベース導入の場合は、固定専用 PC 設置

読書通帳機 現時点は導入予定なし
電子新聞

書籍消毒機 1 1
wifi 全館 wifi 対応

配架する本の属性　 図書館の本とは別の属性。市民の持ち寄り等による、自由に持ち出せるよう
な書籍

ＢＤＳ内であるので、図書館内に属する本を配架することも可能

セキュリティ　 １階はＢＤＳが１箇所なので、セキュリティ上問題ない。 ＢＤＳ３箇所なので、セキュリティに懸念がある。人の目が届きにくいと、ＢＤＳが作動した時の対処が
難しいと考えられる。

開館時間の違い　 共用部と図書館エリアが明快に分かれるため、共用部のみ独立して開館時間
を早めることが容易。

外部から直接図書館エリアに入ることができるため、開館時間を早める場合、全館を一体的に早める必要
がある。（図書館が閉まれば、全館が閉まってしまう）caseA のようなゾーニングとする場合、別で更に
管理用のシャッター等が必要となる。

本の管理 図書館に属する本を持ち出せるエリアが限られているため、図書の管理が容
易。紛失等も起こりにくい

館全域に図書を持ち出せる自由度はあるが、その反面、紛失の恐れなど管理上の問題も懸念される。

市民利用 共用部に属するため、物販的な機能（地域物産販売等）の導入が可能 図書館に属するため、物販的な機能（地域物産販売等）の導入に支障がでる。

外部との関係 共用部に属するため、外部広場空間との一体的な利用が可能 図書館に属するため、外部広場空間との一体的な利用が困難。セキュリティが確保できない

カフェへのアクセス 共用部に属しているため、ＢＤＳを通過せずに自由にアクセスできる。 ＢＤＳの数が多いため、動線によっては 2 回もＢＤＳを通過してカフェに行かなくてはならない。
アクセスしにくくなる。

運営体制 市民参画に重きを置き、岡崎のサポーターズクラブのような体制も考えら
れる。市民みんなでつくる 1 万冊のコレクションのエリアのようなゾーン
と捉える。

図書館内のエリアに属するため、図書館員の管理運営になる。エリアが広く管理が困難と考えられる。

図書館員 / 図書館コンサルの要
望や指ఠを整理し、഑架計画を
行う

建設方針の࡭数目標

初期段階഑架計画

図書館員഑架計画

㉛機能のৄࡉな検討

Ⓐ建設方針に示された目標蔵書数に対して
　実ࡍに平面計画に落とし込Ήことで、
　検討を開始しました

Ⓑゾーニング、࡭数ؚめ、図書館職員やコンサル
　の意見が出せるベース案を作成しました。

Ⓒ図書館職員の提示した഑架計画案を丁ೡ
　に検 しূ、計画との整合をऔりながら、
　意見を調整し、計画に൓映する設計検討
　を܁りฦし行いました。

※一定の条件に基づく概略検討であり、今後の検討により変更が生じることを予めご了承願います。
新小牧市立図書館建設工事

現状の書架配置計画 図書館員　配架検討案

3階　配架計画
S=1/300

3-

1

2-2-

4-

4-

4-
4-

5-

7-
8-

9- 11

6-

10

・左図の×印は、図書館としては、
配架を考えていない場所

郷土関係

郷土関係 信長文庫

新刊本

本の木

7分類

6分類

4分類
9 分類

5分類

旅行書
旅行書

専門

・吹抜け周りのエリアを全周囲の書架を活用し、地域・行政関係、信長文庫等を配置します。

・要望に従い、南側に閲覧席をまとめて配置しています。

・島書架に関しては、現状4段にて算出しています。

3階ゾーン蔵書計画 ( 最大収蔵可能冊数 )
雑誌 200 紙

視聴覚資料 約18,000点　
専門図書 約20,625 冊

一般・参考図書 約 26,180 冊
障がい者サービス 約 2,340 冊

地域・行政・信長文庫 約 6,455 冊 (1 冊 20㎜の場合 )
約 12,105 冊 ( 図書館員算定方法に従う場合 )

お話室

210

Scale︓1/50

壁・天井塗装⾊︓J35-80H

クッションスツール張地
（⽊の実イメージ）

ソファ張地
（「はらぺこあおむし」イメージ）

床材（ベージュ系）
（⼟をイメージ）

壁の塗装⾊の近似⾊カーテン（グリーン）
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天井伏図

a展開図 b展開図

⼤きな樹の下をイメージした空間
⽊の幹をイメージした柱

「はらぺこあおむし」をイメージしたソファ

森に落ちている⽊の実をイメージした
カラフルなクッションスツール

⽊洩れ⽇や⽊の葉をイメージした天井

⽊洩れ⽇や⽊の葉をイメージした壁

c展開図 d展開図

Arai Sketch 2020.10

Ⓒߋに図書館コンサルの๛෋なϊウハウを
　੝り込みνェックバックを行うことで、ߋに
　図書館計画としての強化を行いました。

ಐスペースではֆ本のࣇ32
ੈքをࢀ考にࢠどもたちが
ָしめる空間を作りました

新小牧市立図書館建設工事

〇さまざまな色のパターンを検討

※色等の詳細は今後の検討事項とします。

書架：キツネ色系

書架：ダーク色こげ茶系

書架：褐色系

書架：グリーン系

建物を 3% 化し、ウォークスルー
ಈ画で見え方や色、素ײࡐなど
をࡉ部まで調整

敷地周辺の建物をؚめて内外すべての空間を三
࣍元上でモデリングし、実ࡍの空間を歩いてい
るようなウォークスルーのಈ画を੡作した。

ಈ画でのৄࡉ検討

ಈ画でのৄࡉ検討

三࣍元モデルʊ内観

3EmPEFMを࢖用し家具の色ຯの検討を行いました

34 3% モデルを用いた
　検討

4

■図書館の賑わいをまちへと波及させ人の流れを生み出すため、建物内外にお
いて、3つの回遊動線を確保します。

■1階ゾーニング

①
②

③

④

○敷地を建物で分断することなく、敷地内外での回遊性を高めるため、Ⓐ敷地西側の通路、Ⓑ敷地中央の内部
通路、Ⓒ敷地東側の道路の歩道側の 3 箇所で南北を通行可能としています。

イベント広場

駐車場入口

駐輪場

駐輪場

駅前広場

カフェスペース

ラウンジ

イベントスペース

児童コーナー

Ⓐ Ⓑ Ⓒ

シンボルロード（市道小牧駅前線）

市道歩専1号線

ヤマザクラ ヤマボウシ ハナノキ ※樹種は、現時点の想定の一例です。

コハウチワカエデ ソヨゴ（株立ち） シロモジエゴノキ

○「小さな小牧山」を育ててい
くため、地上から屋上緑化へ
連続していく植栽計画としま
す。

○植栽が日陰をつくり、人々の
居場所を作り出します。

○樹種に関しては、小牧に自生
する樹種を中心に選定します。

■ランドスケープも丁寧に検討し、、季節ごとに表情を変えるような小さな小牧山
をつくります

① ② ③ ④
可動間仕切りにより、
多様な活動に対応する
スペースです。将来に
渡って市民の多様な
ニーズに応えます。

地域の情報の発信のほ
か、地産品の紹介など
ができるスペースがあ
り、地域ブランディン
グの拠点となります。

カフェテナントを公募
で募ります。ここで
買ったものを館内で自
由に飲みながら読書が
できます。

多様な座席や居場所を
用意しています。お話
室でのお話会も開催で
き、日々子供たちで賑
わうエリアとなります。

カフェスペースイベントスペース ラウンジ 児童コーナー

ワークショップで出た主な意見
・チェーン店の方が入りやすい ・本間パンが食べられる場所

・売店に小牧限定の商品、小牧産のブランド食品をおく・開館時間を早めに　・図書館の夜間利用

・無料のドリンクサーバー（お茶・水など）をおく ・小さい子供のお母さんの荷物

・本の感想を展示、市民の作品展示 ・趣味の本を置いてお話会が出来るところ

新しい図書館が小牧のまちづくりの核になります 4
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①歩ઐ 1 号ઢの検討

ফ๷༻空地

Πϕϯト޿৔、าઐ � ߸͕Ұମతͳ空間ͱͳΓ、
ਓʑΛݺͼࠐΈ、ଟ༷ͳΠϕϯトʹରԠͰ͖ΔΤ
ϦΞ（5�� ਓఔ౓૝ఆ）

าಓ྆ं༺ٸۓ

Χϑェの೐Θい͕԰内֎Ͱ࿈ଓ͢Δ

ྡ地ͱのطଘಈઢΛ࢒しาઐͱつͳ͙

ϥϐΦଆ　าಓڮ าಓڮલ
空間֬อ ໦ӄԼのϕϯν空間ΩονϯΧーの഑ஔ૝ఆ

（�� ୆ఔ౓の഑ஔΛݕ౼）
ூࠁ΍ޒ٢࿠਌ࢠの૾のઃஔݕ౼

ଳ࠿ଘ২ط

ϝϯςφϯε༻௨࿏

ۙྡのプϥΠόγーอ
ଳ࠿のͨΊの২ޢ

ϥϐΦଆΑΓ Πϕϯト޿৔ΑΓ

Τϯトϥϯεલの͕޿Γの͋Δ空間の֬อ

のऔΓѻいػൢࣗ

றं৔民間ϏルۙྡϚϯγϣϯ

২࠿計画

■　「小さな小牧山」を育てていくため、在དྷछを中心にしたथछが
　　地上から屋上緑化΁連ଓしていく২࠿計画とする。
■　並木やポイントとなるシンボルツリーについても同様に小牧に
　　自生するथछを中心に選定する。

΍าઐߏ֎ � ߸ઢ、԰上྘ԽΛҰମతͳ෩景ͱͳΔΑ͏、
थछのબఆͳͲΛͯͬߦい͖·͢ɻ

上هのਤ͸ݱঢ়のκーχϯάਤͰ͋Γ、ࡉৄޙࠓ΍৭ຯͳͲݕ౼しͯい͖·͢ɻ

અごとに表情を変えるような、小牧ق
市に生ଉする২࠿で小さな小牧山を
造りました。

元ʑの小牧駅前

敷地外の前面歩専のデザインも役所の方
より要望され、建物と一体になるように設
計しました。

どもが視ೝしやすくָࢠ しめるように色ʑ
な色を用いました。

35建物周囲のランドスケープ
　も設計しました

35建物周囲の歩専
　デザインも行いました

現地でモックアップを੡作し実ࡍの見え方、質
。に移りました޻ऴ֬ೝしてから施࠷を֬ೝしײ

外観

家具メーカーを訪れ 300 点以上を֬ೝ
し、選定した 80 点を市に集め、行੓・
図書館員・市長等で֬ೝ
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■台数

■　ラウンジ（1）

合計 :7脚

HIDA

Oliver

ITOKI

メーカー イメージ 仕様 コスト（カタログ） 評価

5.0kg

W:502 D:527 H:710 SH:430
EH:635

7.0kg W:500 D:520 H:795 SH:430

W:500 D:520 H:795 SH:430

￥58,000

1F- ②
TA201A

￥67,000

￥72,600

LHD-558C-H4

S・CW-B412・AC・MB
Dランク

市選定

UP-8277★
（サンゲツ）

DF-36A

指定色
（ミディアムブラウン系）

張地

張地

脚部

Y3
サンドイエロー

C-Y3
（サンドイエロー）

張地

Color B 落ち着きのある上品なラウンジとしてベージュ系が良いと考えます

備඼の選定を行い、比較したࢿྉを作成しました。コストだ
けでなく、重さやࡐ質、管理が容易かどうか等、多数の観点
から家具・備඼を選定しました。

現地での֬ೝ作業が重要です

備඼リスト

1/1スケール模型での家具検討

36備඼やҜࢠ・モックアップ
　の֬ೝ

37図書館の空間に合った家具੡作も
　行います

38備඼及び家具の色ຯの選定も
　行います

39実ࡍの大きさで֬ೝし丁ೡに
　進めていきます

40サイン計画も実ࡍのスケールで
　֬ೝします

イニシϟルコストのݮ࡟
ᶌஸೡなコストコントロール

工事අ等のࢉ出 備品の選定

イニシャルコストの削減

○単純明快な回遊動線・平面計画／面積を抑え、躯体量、外装材、仮設材等を低減

○市民のニーズを的確に反映し、諸室を多機能化／面積の増加を抑制

 　平面計画やプログラムの工夫により削減

○既存地盤高さを効果的に活用／掘削費、残土処理費を削減

　　　　　　　　　　　　　　／建物基礎レベルにピロティ式の駐車場をローコストに実現

○ピットは必要最低限とする／将来の設備更新に配慮した上で設計し、掘削費、残土処理費を削減

○最も経済的合理性を持つ構造計画／基本構造を RC 耐震壁付ラーメン構造とし、ホール等のスパンを必

　　　　　　　　　　　　　　　　　要とする部分の屋根架構のみを鉄骨造として、自重を軽減しコスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　削減を図る。

 　基本的な考え方

○適切なコストコントロール／基本設計から随時積算してコストを削減し、適正にコストを配分

施設機能を考慮し、かけるべき部分にコストをかけ、削減できる部分はカットするといった仕分けを適

切に行うことが重要であり、私たちのチームは同種施設の豊富な実績をベースとして基本設計からこま

めに概算を行うことで、予算の中で、求められる高品質な建物を実現します。

○市民の本当に求める機能の設定／市民ニーズから必要十分な機能を的確に抽出して設計に反映 

　諸室を多機能に利用できる計画、ホールインフラを適切に設置し、ホール常備設備と持込み機材とのバ

ランスを図る等

○豊富な同種施設の設計実績／同種施設の実勢単価や仕様調査に基づく適切な工事単価設定を行います。

 　造成計画、構造計画における削減

 　工法、使用建材・機器、設備における削減

○工種を削減

○特殊工法を使わない設計

○仕上材の統一／工事の効率化及び材料費のスケールメリットを出すことでコスト削減

○一般流通材を使用／仕上の処理や塗装によって深みを出し、表情豊かな建築をローコストに実現

○モジュール化と、汎用機器・規格化された建材を採用／コストダウンを図ると共にメンテナンスも配慮

事業費見積もり

　事業費見積もりの基本的な考え方

○ 最近基本設計を終了したホールの積算を参考にした社会状況に合った精度の高いコストを算出しています

○ 提案図面をもとに詳細に数量を拾い出し、積算しています

○ 消費税 10％で計算しています

東日本大震災の復興需要の影響で、全国的に建設資材、労務費の高騰が起きている為、プロポーザル
段階からコストに配慮することが重要です。
更に最近の入札状況から考えると設計予算に対し入札額が２割近く上がることを見越した上で、コス
トを抑えたシビアな設計を進めることが必要と考えています。

私たちのチームは自社内の積算及びコストコントロール能力が高く、常に予算内で高品質な建物を実
現しています。
プロポーザル、基本設計段階より精度の高い積算を行い、躯体費、建築仕上げ費、機械、電気設備費など、
適切なコスト配分を行います。実施設計に向けてコスト縮減目標を設定し、実施設計を行います。

○ プロポーザル時、基本設計、実施設計の各段階で繰り返し積算して、適正にコストを配分を行います

私たちのは市民の運営参画を目指し、多くの舞台技術者を必要としない、市民が安価でホールが利用
できるような舞台設備を計画し、適正なコスト配分を行います。

○ 市民の文化活動を促進するための使い易い舞台設備として、適正なコスト配分を行います

コスト削減・工事費等 ○ イニシャルコスト削減の考え方、　事業費見積もりの基本的な考え方

②施設計画コンセプト提案書　工事に係るコスト削減方策・⑤概算事業費見積書

○ 今回の二次提案書では、今月基本設計を終えた設計物件の単価を使い、一次提案書から再び物価上昇を見込んだ上で工事費を算出しています。

○ 2 次提案書に合わせて、家具や展示壁の工事費を新たに加えて、見積もりをしています。

○ 消費税 10％として算出しています。

コスト削減・工事費等 ○ 事業費見積もり・・・本体工事費

⑤概算事業費見積書

■ホール・練習室等の備品選定イメージ ■公民館・事務室等の備品選定イメージ

コスト削減・工事費等 ○ 備品の選定も自社で丁寧に行うことで、ローコストでありながら、本施設にふさわしい備品計画を行います

⑤概算事業費見積書
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新図書館の建設プロセスを市民に公開し、新図書館建設にڵຯを

持っていただくと同時に、図書館建設の機運をৢ成しました。

市 内 各 所 に A1 サ イ ズ の パ ネ ル 下 図 を 10 ຕ ܝ ࣔ す る と 共 に、

1/200 スケールの全体模型を配置、A4 のࢿྉを配෍しました。

項目 ワークショップ全体で出た主な意見（表中の太字は特に多かった意見）

図書館エリア 　・個人の勉強スペースやグループで勉強できるスペースの充実　　　・蔵書はなるべく多くし、雑誌も豊富にする　　　　　　　　　　　　　　・障がい者の方が読んだり聴けたりできるスペースの配置
　・ゆっくり座れる椅子の配置　　　　　　　　　　　　　　　　　　・信長・小牧長久手の戦いなどの歴史資料といった専門的な書籍の充実　　・子ども達の笑顔がみえる自由な場所の配置

ICT 関係 　・フリーWi-Fi の整備　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　     ・電子書籍の導入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・本の検索システムを新しくする、タブレット等の有効活用
　・タッチパネルで出来る館内案内　　　　　　　　　　　　　　　　・電子マネーみたいに図書館で使える共通カードの利用　　　　

駐車場・駐輪場関係 　・駐車場はより多い台数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・入口に「空車」「満車」表示を設置
　・駐車スペースを広く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学生の利用も多いと予想されるので駐輪場も広くする

テラス・屋上緑化関係 　・緑に囲まれるような場所で本が読めるよう　　　　　　　　　　　・子どもが遊べるエリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・座る場所をたくさん
　・テラスから外を眺めながら本や雑誌が読める　　　　　　　　　　・小・中学校の活動のため花壇を設置

イベントスペース関係 　・ギャラリー展示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・フリーマーケットやバザーなど地域参加型のイベント
　・作家さんの講演会や音楽会

市民交流スペース関係 　・利用者の方からのブックレビューとその本の紹介コーナー　　　　・市民からリサイクル本を受け付けて、いらない人から欲しい人に本を紹介できるスペース
　・サークル活動ができるスペース

カフェ・売店関係 　・カフェチェーン店の導入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・自動販売機の設置　　　　
　・小牧の名産を買える売店の設置　　　　　　　　　　　　　　　　・ドリンクサーバの設置

どんな
図書館なら楽しい？

どんな場所にする？

周辺とはどのような
つながりが良い？

イベントエリアではど
んなことがしたい？

「本の木」でどんなことがしたい？

小牧市の自慢は？

共用部はどんな
空間にしたい？

駐車場はどれくらい
必要だろう？

項目 Ａグループ Ｂグループ C グループ D グループ E グループ F グループ

グループ毎にまとめた意見台紙

　平成 29年 12 月 10 日も中学生や高校生をはじめ、図書館で活動するボランティア団体の方々など総勢 87名にて第１回ワークショップを開催しました。当日は、新図書館建設事業の経過や設計業者のプロポーザル時点の
案の紹介、市民アンケートやスクールミーティングで出された意見、近隣図書館の調査分析結果などを報告した後、どんな図書館にしていくかについて参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。

○これまで行ってきたアンケート調査
やスクールミーティングでは、漠然と
した図書館像に対して意見を頂いてい
ました。

○今回は、初めて実際のプロポーザル
案に示されたゾーンを提示し、より具
体的なイメージの中での、意見交換、
アイデア出しを行って頂きました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

当
日
の
様
子

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

学生や市民ボランティアなどが参加して第 1回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催しました。

■新図書館建設位置周辺図 ■議論の主なテーマ■建物の大きな構成イメージの提示

屋上庭園

①一般開架エリア ②「本の木」エリア

③イベントエリア

（自由な提案ができるエリア）

広場（歩専1号線）

シンボルロード

「賑わい軸」

小牧の自慢 小牧の自慢 小牧の自慢 小牧の自慢 小牧の自慢 小牧の自慢図書館に関する意見 図書館に関する意見 図書館に関する意見 図書館に関する意見 図書館に関する意見 図書館に関する意見

Ⅰ．( 中略 ) 新図書館の図書館部分及び小牧活性化部分

（カフェ、フリースペース、イベントスペース、吹き

　抜け周りの多目的スペース、小部屋等）にはどんな

　機能があるとまちが活性化すると思いますか？

Ⅱ．１階共用部には、全国チェーン＋インフォメー

　ション機能も含めた地場の物産販売スペースを導

　入可能と考えています。そこではどんなことがで

　きるとまちが活性化すると思いますか？

Ⅲ．「本の木」エリアやイベントスペース、売店可

　能エリアで、どのような企業や市民団体が運営を

　行うと小牧の魅力を情報発信できると思います　

　か？　　

Ⅳ．「本の木」エリアやイベントスペース、売店可

　能スペースで、イベントの企画など企画・運営に

　自ら参画していきたいと思いますか。　

・中学生や高校生が何か発表できる場

・市民活動団体ボランティア団体が利用できるスペース

・自分より年齢が上の人と話せる場所

・地域企業とのコラボ ( 地域産業フェスタ )

・姉妹都市、復興支援のアンテナショップ

・全国チェーンと小牧のコラボ

・マルシェの開催

・物産コーナー

・図書館サポーター

・図書館、読み聞かせボランティア

・障がい者支援団体

・小牧市のアピールポイントとなる製品を作る企業

・観光協会

・学校の部活動の発表で参加できれば

・高校として一つのボランティアとして協力したい

・中学生として参加して意見を出していきたい

・おすすめの本を紹介する企画で参加したい

・各年代を対象とした講座

2 月 4日に中学生や高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢 83名にて第 2回ワークショップを開催しました。当日は、第 1回ワークショップのまとめや近隣図書館の調査分析結果などを報告し、
平面計画などの設計案について、模型を用いて説明を行いました。その後、イメージカードなどを用いて自分がイメージする図書館について参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

学生、市民ボランティア、新図書館で活動や連携を予定している団体が参加して第 2回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、新しい図書館をイメージして話し合いました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

■新図書館に配置を予定しているイベントスペースなどの機能について、まちの活性化や情報発信などの観点からグループで話あっていただきました。
　意見としては、地元の企業や市民が積極的に関わっていくこと、図書館を通じて情報発信をしていくことが大切であるという意見が多くでました。

■たくさんの意見が台紙にまとめられました。■約100枚のイメージカードを用いて新図書館をより具体的にイメージしていただきました。

■イメージした内容をグループで話あっていただきました。意見としては、くつろいでゆっくりできるスペース
　や学習スペースを確保し、多様なイベントを開催するなどの意見が出ました。

■当日の様子

〇ここでコーヒーとか飲み
たい
〇３・４階でも１部OKにす
る
〇ゆったりと本が読め、滞
在型に

〇図書館で借りて欲しいと　
　思った本を買うこともでき
　るし、捨てようと思ってい
　る本が無駄にならずにすむ

本を読みながら飲食 〇落ち着いた雰囲気でゆったり
と読書ができたり勉強するこ
とができる
〇映画とかで出る図書館とかも
こんな感じなので、人気が出
るのかなって思う

囲い込む書架

〇地域の人たちが売り買い
できるといい

〇もっと小牧の歴史を知っ
てもらいたい
〇情報を発信する場を求め
ている人たちがいる

〇歴史的な資料は眠らせて
おくべきではない

〇テスト週間のときや受験が
あるときに１人で勉強でき
る空間を設けた方が良いと
思う
〇自室がなくて勉強に集中で
きない学生に使って欲しい

地域の特産品を売る売店個人学習室

図書館での古本市

郷土資料展示

巣のような場所 洞穴空間 木書架 足伸ばしソファ 寝ころびスペース 親子ラウンジ

5月13日に中学生や高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢71名にて第3回ワークショップを開催しました。当日は、基本設計の報告や第2回ワークショップのまとめなどを報告し、平面計画などの設計案について、
模型を用いて説明を行いました。その後、1階共用空間及びラウンジ空間等、3階及び 4階の学習室の具体的な利用方法について参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

学生、市民ボランティア、新図書館で活動や連携を予定している団体が参加して第 3回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、共有スペースや会議
室等の具体的な利用方法や機能について話し合いました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

■新小牧市立図書館　「( 仮称 ) 図書館運営市民サポーター組織」の立ち上げに向けてたくさんの意見をいただきました。

■たくさんの意見が台紙にまとめられました。■1階共用空間及びラウンジ空間等では、本に関連した展示のほか、地元の方や企業と連携した企画や発表を行いたいとの意見が出ました。

■ 3階及び 4階の学習室、多目的会議室は、各種教室や講座、自主活動の場として利用できるのがよいとの意見がでました。 ■当日の様子
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(一般図書 )

ラウンジ

Q1.　1 階の共用部にも、本が置ける棚を設置す
ることが可能です。その場合には、どのよ
うな本を置くのが良いと考えますか。また
本以外にも何か展示したいものなどあれば、
教えてください。

Q2.　左図のラウンジ空間（一部物販を検討）では、

どのようなことがしたいですか。

　・新聞　週刊誌　近隣の地図など気軽に見られるもの
　・雑誌、ファッション誌
　・子ども向け絵本、季節を感じる本、地域の同人誌
　・実用書籍（料理本、手芸など）
　・図書館からのお薦め本、話題の本
　・点訳ボランティアが作った点字の広報など
　・市内の各ボランティア情報発信
　・小牧の手土産紹介コーナー
　・イベントのチラシ・ポスターコーナー
　・各地区のイベント PR、小牧の観光スポット

　・小牧の物産を物販、特産品のアンテナショップ
　・パン屋、ワンデイショップ（食事、飲物）
　・本に紹介された物を実際に販売
　・イベントに関係した商品の販売
　・作家さんの講演会
　・読み聞かせグループのお楽しみ会
　・本の感想を展示、市民の作品展示
　・絵、習字などの発表の場
　・本や服のリサイクルフェア
　・レシピを実際に料理

Q1.　学習室と多目的会議室は、学習としての利
用がない時に、多目的に利用することを検
討しています。そこではどのようなことが
したいですか。

Q2.　学習室と多目的会議室の使い勝手を考慮した
場合に、どのような機能が必要だと思います
か。

　・学習室は安定して学習できる場
　・小学生・中学生の教室
　・ボランティアやサークル活動
　・小さい子向けの本育活動
　・手遊び、わらべうた、紙芝居、講座、手話
　　折り紙、大道芸など
　・市民講座、ヨガ、習字、絵画
　・パソコンの講習会
　・外国語教室
　・朗読の勉強会
　・対面朗読室として使用

　・スクリーン　
　・プロジェクター
　・パーテーション
　・Wi-Fi
　・スピーカー　マイク
　・防音機能
　・パソコンを設置
　・コンセント、水まわり
　・ホワイトボード
　・自動販売機
　・グループで講師を呼んで学べるようにしたい
　・学習サポーターがいると助かる

○これからの小牧駅前の活性化の核となる「新図書館」であることから、多くの市民のみなさんの企画やアイデアが盛り込んだ運営ができると良いと考えます。そういった観点から、原則市直営の運営体制を
とりながらも、既存のボランティア団体をはじめ、多くの市民のみなさんに運営面で連携・協力していただけるような「（仮称）図書館運営市民サポーター組織」を立ち上げていくことが良いと考えています。
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Q.　どのエリアでの企画・運営等に携わってみたいですか。 Q.　具体的にどのような活動がしたいですか。
□図書館ボランティア・・・15 名、□イベントスペース・・・6名
□ラウンジスペース・・・3名、□学習室・・・4名、
□お話会・・・2名、□オープニングイベント企画・・・2名
□多目的会議室・・・2名、□屋外広場・テラス空間・・・3名
□対面朗読室・・・3名、□障がい者コーナー・・・4名
□ティーンズコーナー・・・3名、□その他・・・1名

・料理本と料理教室、外国語の本と外国語講座、学校の部活の作品の展示、発表
・障がい者の方達も読書や本の内容に触れることができる内容のイベントや朗読会などの開催
・イベント等を行うときにボランティア活動
・子どもや、若い方との交流ができる活動
・習字、アレンジメントなどしてみたい
・読み聞かせや本展示の手伝いなど
・本の情報交換

学生、新図書館で活動や連携を予定している市民ボランティア団体などが参加して第 4回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、パネルや模型を用い
て現段階の実施設計報告をしました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

9 月 9日に高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢 112 名にて、第 4回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催しました。当日は、多くのイメージパースを用いて、これまでのワークショップで出された
意見などを実施設計にどのように反映したかを中心に報告を行いました。その後、質疑応答を行い、参加者からご意見をいただきました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

■スライドを用いた説明■新しい図書館が小牧のまちづくりの核になります。

■模型を囲んでの説明■子どもの声と笑顔があふれる開放的な児童コーナー

■中高生が集うティーンズコーナー ■自分の居場所が見つかる滞在型の図書館 ■専門書も充実した課題解決型の図書館

■居心地の良い滞在型（サードプレイス）の図書館

建設予定地の現状 新図書館建設後のイメージ

駅前周辺のイメージ

屋上空間のイメージ

1階児童コーナー

2階ティーンズコーナー 3階　開架閲覧スペース 4階　開架閲覧スペース

1階児童コーナー 1階イベントスペース 1階ラウンジ
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■図書館は人を集め、まちの核となります。新図書館建設はまちを活性化させる
きっかけをつくります。

建設予定地の現状

ペデストリアンデッキ

建設予定地

景観を阻害している電柱・電線 小牧山

ラピオ

新しい図書館が小牧のまちづくりの核になります

新図書館建設後のイメージ

■多くの図書館の専門家が、これからの図書館は地域活性化の核になっていく
存在であると提唱しています。

□屋上広場

□イベント広場

□駅前広場

新しい図書館が小牧のまちづくりの核になります

新図書館を上から見た図

新図書館のテラスから駅前を望む

■友人との会話や情報交換、情報発信といった憩いの場とし
て、1階にはラウンジスペースを設置します。

■ラウンジ周りには、人気の旅行本や料理本、雑誌などを配架します。

小牧市の情報交換・情報発信の場となる図書館

○多様な席を設け落ち着いたエントランス空間となっています

②ラウンジ

①デジタルサイネージ

2Ｆへ

■新図書館は、家でも職場でも学校でもない、とびきり居心地
の良い場所（＝サードプレイス）となる図書館を目指します。

■多くの市民から要望のあったカフェを公募で募集します。

全ての市民にとって親しみやすく使いやすい図書館

○カフェと連続するような空間で、飲み物を飲みながら読書できます。

■多様なバリエーションが可能なイベントスペースでは、多くの
活動に対応し、将来に渡って市民の多様なニーズに応えます。

市民参画の場を提供する図書館

○視聴覚利用時

○展示利用時

○広場との一体利用時

■１階児童コーナーは明るく開放的な空間とし、隣接して子育
て世代の利用を想定したスペースを設置します。

子どもの声と笑顔があふれる開放的な児童コーナー

※家具や書架などの詳細は今後、検討していきます

西側から見たイメージ

1階

■学生同士の学びあいだけではなく、ティーンズと多世代をつなぎ
交流できるような場をめざします。

学習室
ティーンズ

多目的会議室兼
ボランティア室

学生が学びあい、他世代と語り合うティーンズコーナー

2階

■ワークショップの市民の意見を取り入れながら整形で機能的な開架スペースと
静かに読書や学習ができるサイレントルームを設置します。

多様な座席の中から自分の居場所を見つけられます

３階開架・閲覧スペース

3階

■落ち着いた雰囲気で、多様な座席や一人掛けの席を多く配置し、居心地の
良い図書館をめざします

様々な課題解決のための専門書も充実します

4階

4 階開架・閲覧スペース

■小牧市が誇る貴重な郷土資料を活用し、市の魅力を発信します。

3 階

4 階

小牧の歴史・文化にも触れられる図書館

4階

■中央の吹抜空間は各階の視認性を高めると同時に、
上部からの柔らかい光を建物の奥へと導きます。

■吹抜けの機能

安全検証法における蓄煙空間と
して機能し、機械排煙設備費
等の費用がカットでき、ローコ
スト化に繋げます

断面イメージ（省エネ的観点）

断面イメージ（災害時の観点）

自然採光自然換気

自然光
吹抜

吹抜

蓄煙

蓄煙空間の確保により
煙降下時間を稼ぐこと
で、避難安全検証上有
効に働き、煙が下がっ
てくる前に、安全に避
難ができる。

吹抜けにより自然換気を促進させ、中間期には空調な
しで過ごせるエコな建物を目指しています

吹抜を介し、建物の
奥にまで光が届く

避難安全検証法により、地上部の機械排煙設備、防火設
備等のコストの削減につながります
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子どもを中心とした市民ワークショップを行い、利用者の意見を大切にして設計を進めた。
アンケートなど言葉だけで行うワークショップは設計者と参加者の間での相互理解が薄い
場合がある。今回はその溝を埋めるためイメージカードを用いた、新しい形のワークショッ
プの手法を試みた。イメージカードが互いの意思共有の潤滑油となり、多くの意見を共有
できた。

Ⅰ．( 中略 ) 新図書館の図書館部分及び小牧活性化部分

（カフェ、フリースペース、イベントスペース、吹き

　抜け周りの多目的スペース、小部屋等）にはどんな

　機能があるとまちが活性化すると思いますか？

Ⅱ．１階共用部には、全国チェーン＋インフォメー

　ション機能も含めた地場の物産販売スペースを導

　入可能と考えています。そこではどんなことがで

　きるとまちが活性化すると思いますか？

Ⅲ．「本の木」エリアやイベントスペース、売店可

　能エリアで、どのような企業や市民団体が運営を

　行うと小牧の魅力を情報発信できると思います　

　か？　　

Ⅳ．「本の木」エリアやイベントスペース、売店可

　能スペースで、イベントの企画など企画・運営に

　自ら参画していきたいと思いますか。　

・中学生や高校生が何か発表できる場

・市民活動団体ボランティア団体が利用できるスペース

・自分より年齢が上の人と話せる場所

・地域企業とのコラボ ( 地域産業フェスタ )

・姉妹都市、復興支援のアンテナショップ

・全国チェーンと小牧のコラボ

・マルシェの開催

・物産コーナー

・図書館サポーター

・図書館、読み聞かせボランティア

・障がい者支援団体

・小牧市のアピールポイントとなる製品を作る企業

・観光協会

・学校の部活動の発表で参加できれば

・高校として一つのボランティアとして協力したい

・中学生として参加して意見を出していきたい

・おすすめの本を紹介する企画で参加したい

・各年代を対象とした講座

2 月 4日に中学生や高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢 83名にて第 2回ワークショップを開催しました。当日は、第 1回ワークショップのまとめや近隣図書館の調査分析結果などを報告し、
平面計画などの設計案について、模型を用いて説明を行いました。その後、イメージカードなどを用いて自分がイメージする図書館について参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。

お問い合わせ先
小牧市　教育委員会事務局
新図書館建設推進室

ＴＥＬ：0568-76-1662
ＭＡＩＬ：toshokensetu@city.komaki.lg.jp

学生、市民ボランティア、新図書館で活動や連携を予定している団体が参加して第 2回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、新しい図書館をイメージして話し合いました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

■新図書館に配置を予定しているイベントスペースなどの機能について、まちの活性化や情報発信などの観点からグループで話あっていただきました。
　意見としては、地元の企業や市民が積極的に関わっていくこと、図書館を通じて情報発信をしていくことが大切であるという意見が多くでました。

■たくさんの意見が台紙にまとめられました。■約100枚のイメージカードを用いて新図書館をより具体的にイメージしていただきました。

■イメージした内容をグループで話あっていただきました。意見としては、くつろいでゆっくりできるスペース
　や学習スペースを確保し、多様なイベントを開催するなどの意見が出ました。

■当日の様子

〇ここでコーヒーとか飲み
たい
〇３・４階でも１部OKにす
る
〇ゆったりと本が読め、滞
在型に

〇図書館で借りて欲しいと　
　思った本を買うこともでき
　るし、捨てようと思ってい
　る本が無駄にならずにすむ

本を読みながら飲食 〇落ち着いた雰囲気でゆったり
と読書ができたり勉強するこ
とができる
〇映画とかで出る図書館とかも
こんな感じなので、人気が出
るのかなって思う

囲い込む書架

〇地域の人たちが売り買い
できるといい

〇もっと小牧の歴史を知っ
てもらいたい
〇情報を発信する場を求め
ている人たちがいる

〇歴史的な資料は眠らせて
おくべきではない

〇テスト週間のときや受験が
あるときに１人で勉強でき
る空間を設けた方が良いと
思う
〇自室がなくて勉強に集中で
きない学生に使って欲しい

地域の特産品を売る売店個人学習室

図書館での古本市

郷土資料展示

巣のような場所 洞穴空間 木書架 足伸ばしソファ 寝ころびスペース 親子ラウンジ
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　抜け周りの多目的スペース、小部屋等）にはどんな

　機能があるとまちが活性化すると思いますか？

Ⅱ．１階共用部には、全国チェーン＋インフォメー

　ション機能も含めた地場の物産販売スペースを導

　入可能と考えています。そこではどんなことがで

　きるとまちが活性化すると思いますか？
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　能エリアで、どのような企業や市民団体が運営を

　行うと小牧の魅力を情報発信できると思います　
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　能スペースで、イベントの企画など企画・運営に

　自ら参画していきたいと思いますか。　

・中学生や高校生が何か発表できる場

・市民活動団体ボランティア団体が利用できるスペース

・自分より年齢が上の人と話せる場所
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・観光協会

・学校の部活動の発表で参加できれば

・高校として一つのボランティアとして協力したい

・中学生として参加して意見を出していきたい

・おすすめの本を紹介する企画で参加したい

・各年代を対象とした講座

2 月 4日に中学生や高校生をはじめ、市民ボランティア団体の方々など総勢 83名にて第 2回ワークショップを開催しました。当日は、第 1回ワークショップのまとめや近隣図書館の調査分析結果などを報告し、
平面計画などの設計案について、模型を用いて説明を行いました。その後、イメージカードなどを用いて自分がイメージする図書館について参加者が 6つのグループに分かれて活発な意見交換を行いました。
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新図書館建設推進室
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学生、市民ボランティア、新図書館で活動や連携を予定している団体が参加して第 2回新小牧市立図書館建設ワークショップを開催し、新しい図書館をイメージして話し合いました。

建設に向けて一歩ずつ進んでいます

■新図書館に配置を予定しているイベントスペースなどの機能について、まちの活性化や情報発信などの観点からグループで話あっていただきました。
　意見としては、地元の企業や市民が積極的に関わっていくこと、図書館を通じて情報発信をしていくことが大切であるという意見が多くでました。

■たくさんの意見が台紙にまとめられました。■約100枚のイメージカードを用いて新図書館をより具体的にイメージしていただきました。

■イメージした内容をグループで話あっていただきました。意見としては、くつろいでゆっくりできるスペース
　や学習スペースを確保し、多様なイベントを開催するなどの意見が出ました。

■当日の様子

〇ここでコーヒーとか飲み
たい
〇３・４階でも１部OKにす
る
〇ゆったりと本が読め、滞
在型に

〇図書館で借りて欲しいと　
　思った本を買うこともでき
　るし、捨てようと思ってい
　る本が無駄にならずにすむ

本を読みながら飲食 〇落ち着いた雰囲気でゆったり
と読書ができたり勉強するこ
とができる
〇映画とかで出る図書館とかも
こんな感じなので、人気が出
るのかなって思う

囲い込む書架

〇地域の人たちが売り買い
できるといい

〇もっと小牧の歴史を知っ
てもらいたい
〇情報を発信する場を求め
ている人たちがいる

〇歴史的な資料は眠らせて
おくべきではない

〇テスト週間のときや受験が
あるときに１人で勉強でき
る空間を設けた方が良いと
思う
〇自室がなくて勉強に集中で
きない学生に使って欲しい

地域の特産品を売る売店個人学習室

図書館での古本市

郷土資料展示

巣のような場所 洞穴空間 木書架 足伸ばしソファ 寝ころびスペース 親子ラウンジ

2015 計画の白紙
2017 建設審議会 新図書館建設方針　発表

利用者アンケート /利用者等に関するアンケート調査　実施
中学生まちづくりスクールミーティング　開催
（株）新居千秋都市建築設計　設計者に選定／市長打合
高校生まちづくりスクールミーティング　開催／市長打合
市長打合
第 1回ワークショップ 開催／第 1回建設検討会議 開催

2018 市長打合
第 2回ワークショップ 開催／第 2回建設検討会議 開催／市長打合
市長打合
第 3回ワークショップ 開催／第 3回建設検討会議 開催／市長打合
　　　市長打合
第 4回ワークショップ 開催
　　　　市長打合

2019 市長打合
第 4回建設検討会議 開催
　　　　市長打合

2020 市長打合
　　　　　　　市長打合

2021 開館
①プロポーザル前、②プロポーザル時、③基本設計、④実施設計、⑤施工期間

12 月
6月
8月

9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
5月
6月～ 8月
9月
11月～ 12月
2月
5月
10月～ 11月
2月
6月 .8 月 .9 月 .11 月
3月

①

⑤

②

③

④

தߴ生Λத৺ͱしͨϫークγϣοプΛ։࠵し、࣍ੈ୅͕๬ΉਤॻؗΛ͑ߟ·しͨ

ワークショップを通͡中高生のڷ౔Ѫを͡ײました。小牧南高等学校の機関ࢴ「みなみかͥ」において、
校長の小Ԙ氏がワークショップへのࢀՃ生ెの意ཉ的なऔり組みについてについてݴ及されました。

த学生まちづくりスクールϛーテΟンά―਌しまれるਤॻؗを目ࢦしてー
" άϧープ "άϧープ#άϧープ #άϧープ$άϧープ $άϧープ%άϧープ

・本を検ࡧする機ցが入り口に入ってす͙にある

・検ࡧ機能をあげる

・キーワードで検ࡧできるようにする

・外からも検ࡧできるようにする

・インターネットでの本のିし出し༧約

・パソコンを࢖い、探せるのがศ利

・パソコンを૿やす（ある程度分散させる）

・8J�'J の࢖える所と࢖えない所を分ける

・8J�'J をつける

・本がどこにどのछྨがあるか分かりやす
いように図書館マップ

・ି出可能数 (20 点 ) とି出期間 (14 日間 ) のバランスがѱい

・ࣳ生がある
・テラスがほしい

・屋上を緑いっͺいにする。

・検ࡧ機のॆ実、検ࡧ機付ۙに本にৄしい職員をお
く　( ボランティアも可 )

・؃൘を分かりやすく ( 色分け )

・売店　・ҿ৯専用ルーム（スペース）

・ࣗशࣨとҿ৯スペースを分ける

・ҿみ物屋があると人をもっとݺびこめる

・ࣗಈ販売機やウォーターサーバー

・ҿ৯スペースの֦大（大人とࢠ供）

・どこでもҿめるようにする

・ࣗशࣨにห当を৯べるところをおく
・１番上の階にカフェ ( 本持ち込み̤̠ )

・本を入れるカΰやバックがཉしい

・༧約した本をࣗ宅まで༣送してཉしい
（デリバリーサービス）

・期間内にಡみऴえられなかったらԆ長できる

供にあったֆ本のアドバイスࢠ・ ・Ｃ̙はもっと新しいもの入れてཉしい

・ライトϊベル本を૿やしてཉしい

・छྨごとの雑ࢽ

・雑ࢽをݮらして、蔵書を૿やしてཉしい

・専門書のバリエーションと量を多くする
・ିし出しスペースを 1 階に作る、1 階に本をおく
・੩かなง囲ؾ、外見ਗ਼ܿ
・１階ˠロビー ( 大きめＴＶ )
・２階ˠいろいろな本　・３階ˠษ強中心
・エレベーターを૿やす、場所を分かりやすくする
・চを͡Ύうたんにする　・୨を低くする
・キッζスペースつくる
・ಡみきかせの場所をキッζルームにする
・バリアフリー
・いろんなところから建物見えるようにする

・学校に行く前に࢖える時間に開館してཉしい ( ݄２回くらい )

・౔日やՆٳみの開館時間をૣくする (8�00 くらい )

・հॿݘシールをషる

供がಡみたい本がগないࢠ・

・ಡみたい本がよくด架にある

・本に対して本୨の数が଍りてない

・新しい本を広報に書く

示物ܝのあるײઅق・

・映画デーのछྨ

・ອ画など流行のもの

・༡び心をऔり入れた構造を૿やす

・࿩しながら本をಡめる部屋 ・ࣗशࣨのॆ実、広さの֬保

・本の並べ方を޻෉したほうがいい
・レア本コーナー ( ઈ版本 ) ・ษ強の部屋にڭՊ書を置く
・૭を૿やして日光をऔり入れて໌るくする

・本をಡめるスペースが広く、す͙に࠲ってಡめる
・੩かで集中でき、制ݶなく͡っくりಡめる
・かわいいصやいすを૿やす ( 多छ多༷ )
・1 人用と複数用の੮をつくる
・ソフΝやクッション

・ライトをݮらす ・खચい場の設置
・フロアごとにデザインを変える ( ੩かなง囲ؾのフ

ロアもあっていい )

੩かで利用しやすい学शࣨ・ص੾りのあるษ強࢓・

・ࣗशࣨを中学と高校で分けてつくる ・屋内型றं場が良い

い本を持って行ってスペースをつくるݹ・

・小牧市のイベントに合わせてイベント企画 ( Նࡇり
など )

・カフェと「どすこまき」とコラボ・ラテアート体験
　のイベント

・階分けグルーϐング

ಐ館やキッζルームをซ設ࣇ、供が༡べる場所ࢠ・

ɾقઅ΍৘੎ʹ߹ΘͤͨಛઃのలࣔίーφーΛつ
ͬͯ͘ਓΛूΊΔ

し物をօに஌らせる࠵・

・イベントのࠂ஌に学校を࢖う

供向けイベントを૿やすࢠ・

தֶ生のεクールϛーςΟϯάの内༰Λड͚ͯ、৽ਤॻؗのεϖーεͱのؔੑ܎Λ͑ߟΔ

ʓ͓஡をしたり、ܜٳできるスϖースがある

ʓࡧݕのしқさやインターωοト環境のॆ実

ʓখさなこͲ΋ୡがָしくΏったり本がಡめるۭؒ　　ʓಡॻに集தできる੩かなਤॻؗ・のΜびりできるਤॻؗ
ʓόϦアϑϦーに഑ྀされたਤॻؗ　ʓਤॻؗとしてॆ実したଂॻや機能

ʓ開์的でշదなۭؒ・૭がଟく໌るいਤॻؗ
ʓ༡び৺をとりいれた構଄　　ʓձ࿩΋できる学शスϖースの഑ஔ

ʓలࣔやଟ༷なイϕントを開࠵する

ʓ԰಺றं৔

ʓ྘にғまれたテラスۭؒ

৽ਤॻؗのߏ੒Πϝージ

ਤॻؗエϦア

カϑΣ・ചళ

ϑϨΩγブル
イϕントエϦア

テラス・԰上྘化

本の໦

Χフェɾചళ

ਤॻؗの *$5 ԽなͲ

றं৔ɾறྠ৔なͲ

フϨΩシϒϧイϕントΤリΞ

テϥεɾ԰্྘Խ

ਤॻؗΤリΞ

ຊの໦

ࡰ௕ѫࢢ ձ৔෩景ձ৔෩景 ֶ生ͱه೦ࡱӨ

してーࢦ生まちづくりスクールϛーテΟンά―਌しまれるਤॻؗを目ߍߴ

・Ҝࢠやテーブルなどࡉかなところにも居心地のよい
ように ( 長くいやすいように ) ෉する޻

・༧約をメールでできるシステムのએ伝

・見たい本を検ࡧできるパソコン等を૿やしカテΰリーをࡉか
く分かれるように設定する

・̥Ｃ利用のࣗ༝化

・Ｃ̙や̙Ｖ̙がआりられるシステムの向上

・来館者の意見を൓映 ( ネット募集 )

・タブレット・̥Ｃでの検ࡧシステムの構築

・ࣗಈ຋༁のできる ・小牧のアプリとの連ಈ

・壁をిࣜࢠにしてՆは੨、ౙはオレンジなど、おקめの本を
ࣸしたりする

・一人一୆タブレットをもってす͙に本を探せるシステムの導
入、現在地がわかる

・図書館のアプリ作成 書籍ࢠి・ ( アプリで )
・ハイテク化図書館中のすべてిࢠ化

・スマホを用いた本のିしआり

・ニーζをスマホで集められる

・パソコンなどをもっと࢖いやすくする
・データ化された図書館へ

・ด࠯されているような空間や大人数でも
来られる開放的なスペース

・本୨でด࠯的な空間をつくらない

・屋外テラスでಡめるスペース
・バルコニー ( ベランμ ) औり入れ

・屋外のӾཡスペースを作る ( 屋上ఉのようなง囲ؾの場所 )

・今の地域社会が年代の壁をなくして
えるような図書館࢖

・階層を広くして階によって利用する目的
のҟなるようにする

・カフェをつくったとして、高校生が઎ྖする可能性が
あるのでスペースを૿やし高ྸ者、すべての人が࢖え
るようにする

・壁にҜࢠが並ぶデザイン、ಡみたいなっておもった
らす͙に࠲れる

・緑を૿やす

・相談可能な学शスペースの新設
・࿩をしてもいい部屋、フリースペースがཉしい

・コンビニを中に設ける

・ウォーターサーバー

・ҿ৯スペースを設ける

・ಡΉスペース、࢓੾りを作ってಡみやすくする

・ੈ代を意識したテーマがほしい

・学校の先生のおすすめ本と
かのコーナーなどをつくる

・ए者向けの雑ࢽのऔり入れ
・専門的な本などのऔり入れ

に本を置けるように本୨に高さをもたせるߋ・

・どこにどの本があるかわかりやすく

・本をわける見出しを大きくすると見やすい
・本のジャンル別に分かりやすく௠ྻする

・雑ࢽ、コミック、本にはこだわらないマン
ガも本だ

・本のିし出し期間を長くする・物の位置の೺Ѳ、本のିし出し、バーコード

・ビデオˠ̙Ｖ̙に

・本にカバーをつけてਫとかがྵれてもগ
ししかೞれないようにする

・文ݙの公開スペース

・ಡみฉかせを行っている

供の本のところにアスレνック的なもࢠ・
のを置くことでࢠ供達に本の面നさ以外
の運ಈをऔり入れる

・小さいࢠたちに本をಡΉָしさを
しってもらうため、小さいࢠが探検
するかのようにおもしろさのあるデ
ザイン空間

・学शスペースのաごしやすさを高める
・学शなどଉܜスペースに本などを置いたりしてリラック

スできるようにしてほしい

・中心部は開放的に

・２階をつくるとしても上の人がひとの༷ࢠをみられるような開放的なものに

・ఱ井から光が多く入ってきて、いつも風がൈけるようにしてほしい
・太ཅ光をऔり入れてほしい

・学校とコラボして、もっと学生をひきつけたほうがいい

・࿩題性のあるような企画をもっと૿やしてほしい

・図書館での鉄道模型の運స会などのイベントもあった

・視ௌ覚ࣨで行事を行っている

・学शスペースˍࣨܜٳのซ設

・利用時(ିし出しฦ٫)のプロセスを؆ུ化する

・本をआりる期間の໌֬化

・学शࣨでの社会人専用スペースの૿Ճ

・本のฦ٫など利用しやすい改ળ

・初心者用の１ジャンルあたりの本の࡭数が
গないエリアがཉしい ( 本を໎いづらい )

・ಈ線がわかりやすいほうがいい
・階段をݮらしてスロープ、エレベーターなどを૿設

・本を̥Ｒするه事をுったりする。

・提示版での新ண情報のお஌らせ

・流行に৐った本を目立たせる ( 入口付ۙにʂ) 人ؾ作なども

・入口に館内マップがあれ͹どこにどの本があるかわかりやすくなる

・階段の壁におקめの本を঺հしたらಡみやすくなるとࢥう

・本に関するイベント ( ಡみฉかせՆٳみのಡ書ײ想文の書き方
࠲ߨ ) を開࠵すると人ؾがでる

・先生のおקめ本のコーナー
だしパネルを作るإ・
・トレンドにศ৐する

・図書館のۙくの施設との企画をଧち出す

・展示物を用いる
・小牧の小中高の学校のֆやࣸਅを০る

・イベントの定期開࠵

・小牧क़を図書館内にもऔり入れる事
によるत業展開ࢣߨ・

・ੈ代別・قઅ別のテーマや行事を૿やす
・各年代をひきつける企画がগない

・小・中学生を利用し小さいࢠたちにಡみฉ
かせをする

居などの企画を૿やすࣳࢴども向けのࢠ・

・活ࣈ཭れしている人たちが利用してくれる
ような޻෉

・開館時間をもうগしૣくしてもらいたい

・１階から図書館にしてす͙に୭でもはいりや
すいようにしてほしい

・ྫྷஆ๪機の調અ可能

・セミナーを行える場所がඞ要

ਧൈにそってͩΜͩΜ広がる

Δ͑ߟΛੑ܎生εクールϛーςΟϯάの内༰Λड͚ͯ、৽ਤॻؗのεϖーεͱのؔߍߴ

ਧൈの中を階段が८っていくイメー
ジを表現したスケッν

ʓ͓஡をしたり、ܜٳできるスϖースがある

ʓスϚϗ・タブϨοトとਤॻؗγステϜの࿈
σジタルγステϜの構築と৘ใ発৴・ܞ

ʓখさなこͲ΋ୡがָしくΏったり本がಡめるۭؒ　　ʓಡॻに集தできる੩かなਤॻؗ・のΜびりできるਤॻؗ
ʓόϦアϑϦー、तೕࣨなͲྸߴ者やো֕者、਌子࿈れに഑ྀされたਤॻؗ
ʓ਌子࿈れ、ಡॻに集தしたいਓなͲ、༷ʑな目的のདྷ๚者が࠲ډることのできるਤॻؗ

ʓ開์的でշదなۭؒ・த৺෦͸ਧきൈ͚で໌るい
ʓ֊ஈのน等でখ຀市の৘ใを発৴する　　　ʓձ࿩΋できる学शスϖースの഑ஔ

ʓখ຀市のలࣔやセϛナーなͲを開࠵する

ʓ྘にғまれたテラス

ʓখ຀क़のऔりೖれ
ʓ学ߍのઌ生にΑるत業ల開

ʓ地Լறं৔
ʓਤॻؗにۙいறं৔

৽ਤॻؗのߏ੒Πϝージ

ਤॻؗエϦア

カϑΣ・ചళ

ϑϨΩγブル
イϕントエϦア

テラス・԰上྘化

本の໦

Χフェɾചళ

ਤॻؗの *$5 ԽなͲ

றं৔ɾறྠ৔なͲ

フϨΩシϒϧイϕントΤリΞ

テϥεɾ԰্྘Խ

ਤॻؗΤリΞ

ຊの໦

・地下றं場が良い

・ドライブスルーをつくる、カフェだけの目的の人にも

図書館で時間を入れないひとのため

・றं場がԕいのは良くない

・マンガや雑ࢽを多めに
・小牧の歴史を঺հするスペースをつくる

ࡰ௕ѫࢢ ൃද෩景ձ৔෩景 Өࡱ೦هՃֶ生ͱࢀ

深
い
学
び
を
活
用
し
た
生
徒
会
活
動

                    
  

校
長

小
塩
卓
哉

こ
の
「
み
な
み
か
ぜ
」
は
生
徒
会
の
機
関
誌
で
す
。
最
近
の
生
徒
会
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
紹
介
す
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
場
な
の
で
、
そ
の
一
端
を
記
す
こ
と
に
し
ま
す
。
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
新
聞
で
も

報
道
さ
れ
た
の
で
、
知
っ
て
い
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
平
成
二
十
九
年
度
高
校
生
ま
ち
づ

く
り
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」が
十
月
二
十
日（
金
）に
本
校
の
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ク
ー

ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
小
牧
市
の
公
式
行
事
で
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
そ
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

小
牧
南
高
等
学
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、
図
書
館
利
用
者
の
視
点
か
ら
「
親
し
ま
れ
る
図
書
館
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
を
出
し
合
い
、
発
表
を
通
し
て
市
長
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
参
加
者
以
外
の
生

徒
の
み
な
さ
ん
が
傍
聴
者
と
し
て
会
場
内
を
動
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
の
様
子
を
見
学
し
、
熱
気
に
包
ま
れ

た
大
変
活
発
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
世
代
の
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
お
聴
き
す
る
だ
け
で
な
く
、

生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

直
接
引
用
し
た
の
に
は
訳
が
あ
り
ま
す
。「
今
回
は
、
参
加
者
以
外
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
傍
聴
者
と

し
て
会
場
内
を
動
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
の
様
子
を
見
学
し
」
の
部
分
を
、
具
体
的
に
紹
介
し
よ
う
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
生
徒
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
は
意
欲
的
で
、
当
日
に
先
立
っ
て
、
小
牧
市
立
図
書
館
へ
見
学

に
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
三
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
し
ま
と
め
た
プ
ラ
ン
を
投
票
で
決

め
る
の
な
ら
ば
、
協
議
の
当
事
者
で
あ
る
役
員
だ
け
で
な
く
、
生
徒
議
会
の
議
員
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て

参
加
し
、
投
票
に
加
わ
る
こ
と
で
客
観
性
を
高
め
よ
う
と
い
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
議
員
有
志
の
人
た
ち
が
、
会
場
内
を
積
極
的
に
移
動
し
て
、
協
議
の
様
子
を
見
守
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
会
場
の
会
議
室
に
は
設
計
を
担
当
す
る
建
築
士
の
新
居
千
秋
先
生
が
、東
京
か
ら
お
越
し
に
な
っ

て
お
ら
れ
、
活
発
な
議
論
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
ご
覧
に
な
り
、
大
変
刺
激
を
受
け
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
新
居
先
生
は
、
横
浜
み
な
と
み
ら
い
に
あ
る
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
設
計
な
ど
で
有
名
で
す
。

こ
こ
は
、
私
に
と
っ
て
も
、
四
十
代
の
時
か
ら
何
回
も
訪
れ
て
い
る
お
気
に
入
り
の
建
築
で
、
横
浜
の
港

湾
文
化
を
彷
彿
と
さ
せ
る
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
な
の
で
す
。

小
牧
市
の
図
書
館
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
は
、
市
全
体
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
新
居
先

生
の
希
望
も
あ
り
、
十
二
月
か
ら
本
校
生
徒
会
か
ら
も
代
表
が
そ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席
を
し
て
い

ま
す
。
一
流
の
建
築
士
の
方
と
と
も
に
、
小
牧
の
文
化
の
拠
点
で
あ
る
図
書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
話
し

合
え
る
ご
縁
を
い
た
だ
け
る
こ
と
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
そ
の
よ
う
な
機
会
を

得
た
本
校
の
生
徒
会
、
議
会
の
諸
君
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
十
月
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
決
し
て
予
習
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
九
月
二
十
六

日
（
火
）
に
は
、
生
徒
会
の
役
員
六
名
と
旧
役
員
二
名
が
集
ま
っ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

た
だ
グ
ル
ー
プ
で
討
議
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
と
い
う
手
法
を
用
い
ま
し
た
。
マ
イ
ン

ド
マ
ッ
プ
と
は
、
紙
の
中
心
に
テ
ー
マ
を
書
き
、
そ
こ
か
ら
放
射
状
に
線
と
字
を
書
い
て
い
く
も
の
で
、

頭
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
可
視
化
で
き
る
思
考
ツ
ー
ル
で
す
。
テ
ー
マ
に
は
昨
年
の
こ
の
文
章
で

も
紹
介
し
た
、
本
校
生
徒
会
が
編
集
し
た
杉
原
千
畝
記
念
「
高
校
生
が
選
ん
だ
人
権
百
人
一
首
」
を
選
び

ま
し
た
。
生
徒
会
の
今
後
、
緊
迫
す
る
世
界
情
勢
の
行
方
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
、
生
徒
会
が
学
ん
で

き
た
杉
原
千
畝
の
人
道
・
平
和
の
精
神
を
出
発
点
に
し
て
、
各
自
が
マ
ッ
プ
に
書
き
込
む
こ
と
で
、
先
輩

か
ら
後
輩
へ
冊
子
編
纂
の
知
見
の
引
き
継
ぎ
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

本
校
は
、
昨
年
か
ら
愛
知
県
教
育
委
員
会
の
研
究
指
定
を
受
け
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
授
業
で
身
に
付
け
た
、
主
体
的
、
対
話
的
な
学
び
の
経
験
は
、
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
作
り
に
際
し
て
も
、
参
加
生
徒
の
主
体
性
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
と
確
信
を

し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
新
居
先
生
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

本
館
棟
と
生
徒
棟
の
間
の
通
路
に
壁
新
聞
を
掲
示
す
る
な
ど
、
生
徒
会
の
皆
さ
ん
は
積
極
的
に
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
行
動
に
移
し
て
い
ま
す
。
生
徒
会
に
限
ら
ず
、
小
牧
南
高
校
な
ら
で
は
の
深
い
学
び
が
、

今
後
も
学
校
生
活
の
充
実
の
た
め
に
、
随
所
で
役
立
て
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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岐阜市立中央図書館

←小牧市東部市民センター図書室

←小牧市まなび創造館えほん広場

↓小牧市味岡市民センター図書室

↑小牧市北里市民センター図書室

一宮市立中央図書館

↑岡崎市立中央図書館

↑田原市中央図書館

↑豊田市中央図書館

稲沢市立中央図書館

桑名市立中央図書館

四日市市立図書館

↓安城市図書情報館

おおぶ文化交流の杜図書館↓

関市立図書館本館
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□重点調査対象一覧

②　豊田市中央図書館

③　岡崎市立中央図書館

④　一宮市立中央図書館

⑦　安城市図書情報館

⑪　小牧市立図書館

⑫　稲沢市立中央図書館

⑰　おおぶ文化交流の杜図書館

㉛　田原市中央図書館

　　岐阜市立中央図書館

　　関市立図書館本館

　　桑名市立中央図書館(実施設計段階で調査予定)

　　四日市市立図書館 (実施設計段階で調査予定 )

　　小牧市東部市民センター図書室

　　小牧市北里市民センター図書室

　　小牧市味岡市民センター図書室

　　小牧市まなび創造館えほん広場

○56

○57

○58

○55

○62

○60

○61

○59
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○62
○59○61

⑫

②

㉛

市町村名 人口（万人） 図書館名 竣工年 延床面積（㎡）最大収容（万冊） 開館時間（平日）
1 名古屋市 約 229.5 名古屋市鶴舞中央図書館 1984 約 11,285 135 午前 9時 30 分～午後 8時
2 豊田市 約 42.2 豊田市中央図書館 1998 約 12,566 130 午前 10 時～午後 8時
3 岡崎市 約 38.1 岡崎市立中央図書館 2008 約 7,895 100 午前 9時～午後 9時
4 一宮市 約 37.9 一宮市立中央図書館 2012 約 6,701 60 午前 9時～午後 9時
5 豊橋市 約 37.4 豊橋市中央図書館 1983 約 5,655 67 午前 9時 30 分～午後 7時
6 春日井市 約 30.6 春日井市図書館 1999 約 4,983 70 午前 9時～午後 8時
7 安城市 約 18.4 安城市図書情報館 2016 約 6,808 45 午前 9時～午後 8時
8 豊川市 約 18.2 豊川市中央図書館 1999 約 5,772 45 午前 9時 30 分～午後 6時
9 西尾市 約 16.7 西尾市立図書館 1983 約 2,721 25 午前 9時～午後 7時

10 刈谷市 約 14.9 刈谷市中央図書館 1990 約 5,509 60 午前 9時～午後 6時（※）
( ※ 4 月～ 9月は午後 7時）

11 小牧市 約 14.9 小牧市立図書館 1977 約 2,224 18 午前 9時 30 分～午後 8時 30 分
12 稲沢市 約 13.6 稲沢市立中央図書館 2006 約 4,967 45 午前 9時 30 分～午後 7時 30 分
13 瀬戸市 約 12.9 瀬戸市立図書館 1970 約 1,412 22 午前 9時～午後 7時
14 半田市 約 11.6 半田市立図書館 1984 約 1,749 25 午前 10 時～午後 7時
15 東海市 約 11.1 東海市立中央図書館 1977 約 2,410 26.9 午前 9時～午後 8時
16 江南市 約 9.8 江南市立図書館 1976 約 962 6 午前 9時～午後 6時 30 分
17 大府市 約 8.9 おおぶ文化交流の杜図書館 2014 約 3,650 40 午前 9時～午後 8時
18 日進市 約 8.7 日進市立図書館 2008 約 6,101 48 午前 9時 30 分～午後 8時
19 あま市 約 8.6 あま市美和図書館 1994 約 753 10 午前 9時～午後 5時
20 知多市 約 8.4 知多市立中央図書館 1980 約 3,229 32 午前 9時～午後 7時
21 北名古屋市 約 8.4 北名古屋市東図書館 1990 約 3,021 20 午前 9時～午後 7時
22 蒲郡市 約 8.1 蒲郡市立図書館 1967 約 1,986 25 午前 9時～午後 7時
23 尾張旭市 約 8.0 尾張旭市立図書館 1980 約 1,393 15.8 午前 9時～午後 7時
24 犬山市 約 7.4 犬山市立図書館 1990 約 4,961 20 午前 10 時～午後 6時
25 碧南市 約 7.1 碧南市民図書館 1993 約 4,237 40 午前 9時～午後 7時
26 知立市 約 7.0 知立市図書館 1987 約 2,477 25 午前 9時～午後 7時
27 豊明市 約 6.9 豊明市立図書館 1980 約 2,923 18 午前 9時～午後 5時
28 清須市 約 6.7 清須市立図書館 2012 約 3,339 15 午前 10 時～午後 7時
29 津島市 約 6.3 津島市立図書館 2000 約 5,900 30 午前 9時～午後 6時
30 愛西市 約 6.3 愛西市中央図書館 1995 約 2,012 10 午前 9時～午後 6時
31 田原市 約 6.2 田原市中央図書館 2002 約 3,972 35 午前 10 時～午後 7時
32 みよし市 約 6.1 みよし市立中央図書館 2016 約 3,807 32 午前 9時～午後 7時
33 長久手市 約 5.7 長久手市中央図書館 1992 約 4,201 20 午前 9時～午後 7時
34 常滑市 約 5.6 常滑市立図書館 1970 約 1,447 16 午前 10 時～午後 7時
35 東浦町 約 4.9 東浦町中央図書館 1991 約 2,634 17.1 午前 9時～午後 7時
36 岩倉市 約 4.7 岩倉市図書館 1983 約 2,587 15 午前 9時 30 分～午後 7時
37 新城市 約 4.7 新城図書館 1987 約 2,021 15 午前 9時～午後 8時
38 高浜市 約 4.6 高浜市立図書館 1979 約 1,105 15 午前 9時～午後 6時
39 弥富市 約 4.3 弥富市立図書館 1985 約 1,978 20 午前 9時～午後 7時
40 武豊町 約 4.2 武豊町立図書館 1986 約 2,740 12 午前 9時～午後 7時
41 東郷町 約 4.2 東郷町立図書館 1982 約 1,532 10 午前 9時～午後 5時
42 幸田町 約 3.9 幸田町立図書館 1996 約 2,970 17 午前 9時～午後 7時
43 蟹江町 約 3.7 蟹江町図書館 1997 約 2,638 18 午前 10 時～午後 6時
44 扶桑町 約 3.3 扶桑町図書館 1987 約 1,557 9 午前 10 時～午後 6時
45 大治町 約 3.0 - - - - -
46 阿久比町 約 2.7 阿久比町立図書館 1983 約 1,429 10 午前 10 時～午後 6時
47 美浜町 約 2.3 美浜町図書館 2001 約 3,037 16 午前 10 時～午後 6時
48 大口町 約 2.3 大口町立図書館 1979 約 637 9 午前 9時～午後 5時
49 南知多町 約 1.8 - - - - -
50 豊山町 約 1.5 - - - - -
51 設楽町 約 0.5 - - - - -
52 飛鳥村 約 0.4 飛島村図書館 1996 約 1,029 8 午前 10 時～午後 6時
53 東栄町 約 0.3 - - - - -
54 豊根村 約 0.1 - - - - -

55 岐阜市 約 40.6 岐阜市立中央図書館 2015 約 8,366 90 午前 9時～午後 8時
56 関市 約 8.9 関市立図書館本館 1999 約 2,232 30 午前 10 時～午後 8時

57 桑名市 約 14.0 桑名市立中央図書館 2004 約 3,169 30 午前 9時～午後 9時
58 四日市市 約 31.1 四日市市立図書館 1973 約 4,147 44 午前 9時 30 分～午後 7時

市内分館
59 小牧市 約 14.9 小牧市東部市民センター図書室 1989 約 530 5 午前 9時 30 分～午後 8時
60 小牧市 約 14.9 小牧市北里市民センター図書室 1992 約 181 2 午前 9時 30 分～午後 8時
61 小牧市 約 14.9 小牧市味岡市民センター図書室 1996 約 412 4 午前 9時 30 分～午後 8時
62 小牧市 約 14.9 小牧市まなび創造館えほん広場 2008 約 868 4（現状） 午前 9時 30 分～午後 8時

※上記の表は県別に人口を降順に並べたものです。
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■調査対象の選定と概略情報の収集、重点調査対象の設定

⃞調査対象一覧 ⃞調査対象一覧のプロット図

新図書館の設計に反映させるため、近隣図書館の事例を調査しました。調査にあたっては、公共図書館のうち、県内外の中央館 ( 本館 ) 及び小牧市内分館を調査対象に選定し、収容可能冊数や面積等の概略情報を収集しました。
その中から規模が似ているもの、近年建設されたもの等を重点調査対象に設定し、現地でのヒアリングや図面等をもとに調査シートの作成や面積比較などの詳細な分析を行いました。

□近隣図書館の調査・分析 1-01ۙྡの図書館をపఈతʹௐࠪɾ෼ੳしɺࠓճの図書館のదਖ਼ͳن໛をஸೡʹׂりग़しɺ市΍市民とڞ༗しͳがらܭըを進Ίました

ۙྡのਤॻؗをపఈ的にௐࠪ・分ੳし、ࠓճのਤॻؗのదੑなن໛をஸೡにׂり出し、市や市ຽと共༗しながら計画をਐめました。

■調査対象の選定とུ֓情報のऩ集、重点調査対象の設定
新図書館の設計に൓映させるため、ۙ隣図書館の事例を調査しました。調査にあたっては、公共図書館のうち、ݝ内外の中央館 (�本館 )�及び小牧市
内分館を調査対象に選定し、ऩ容可能࡭数や面ੵ等のུ֓情報をऩ集しました。その中から規模がࣅているもの等を重点調査対象に設定し、現地
でのώアリングや図面等をもとに調査シートの作成や面ੵ比較などのৄࡉな分ੳを行いました。下図以外の全国の図書館も調査・分ੳしています。
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項目 内容
市名 安城市
人口 約 18.4 万人

図書館名称 安城市図書情報館
単独／複合 複合
複合施設名称 安城市中心市街地拠点施設（愛称：アンフォーレ本館）
敷地面積 約 6,931㎡
建築面積 約 2,403㎡
延床面積 約 9,193㎡（うち図書館部分：約 6,808㎡）
階数 地下 1階、地上 5階

最高高さ 約 26 ｍ
構造形式 鉄骨造

駐車場台数（形式） 273 台（立体）（アンフォーレ南館と共用）

駐輪場台数（形式）
180 台（平面）（アンフォーレ南館と共用）

※別途バイク 18 区画（平面）
蔵書収容能力 約 45 万冊

フロア構成

地下 1階 ホール、控室兼会議室等

1階
総合案内、多目的室、証明・旅券窓口センター、カフェ、配

送整理室、リユース本コーナー、返却ポスト等

2階

図書情報館（図書情報館案内、新聞・雑誌コーナー、返却ポ

スト、予約本コーナー、予約本受取機、子どものフロア：児

童図書、でんでんむしのへや、つどいのへや、子どもグルー

プ学習室等）

3階

図書情報館（暮らしのフロア：一般図書、安城資料、ビジネ

ス支援センター、ディスカッションコーナー、ディスカッショ

ンルーム、編集・録音スタジオ、健康支援室・講座室、グルー

プ学習室等）

4階
図書情報館（学問と芸術のフロア：一般図書、公開書庫、閉

架書庫、個人学習室等）
5階 事務室、学校図書館支援室等

管理・運営（図書館部分） 市直営

エントランスホールエントランスホール

ホールホワイエ

総合案内

リサイクル本コーナー

広場カフェ

デジタル新聞

ブラウジング畳みコーナーこどもグループ学習室

予約図書 児童書架 検索機 グループ学習室

AVコーナーディスカッションルーム 公開書庫開架閲覧室 個人学習室

■項目別分析：安城市図書情報館

■項目別分析：おおぶ文化交流の杜図書館
項目 内容
市名 大府市
人口 約 8.9 万人

図書館名称 おおぶ文化交流の杜図書館
単独／複合 複合
複合施設名称 おおぶ文化交流の杜（愛称：アローブ）
敷地面積 約 20,000㎡
建築面積 約 8,000㎡
延床面積 約 13,800㎡（うち図書館部分：約 3,650㎡）
階数 地下 1階、地上 3階

最高高さ 約 22 ｍ
構造形式 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

駐車場台数（形式） 300 台（立体：203 台、平面：97 台）
駐輪場台数（形式） 約 200 台（平面）
蔵書収容能力 約 40 万冊

フロア構成

地下 1階 搬入スペース

1階

図書館（一般開架、AVコーナー、ふるさと資料、参考図書、
児童図書、おはなし広場、グループ室、IC 予約棚、事務室、
学校貸出図書等）、総合管理室、イベント・展示スペース、ホー
ル、スタジオ、ホワイエ・レストラン、テラス、託児室等

2階
図書館（自動閉架書庫）、学習室、会議・講座室、ボランティ

ア作業室等
3階 制御盤室

管理・運営（図書館部分） 指定管理者

イベントスペース

ホール前ホワイエよりカフェ 児童コーナー 児童図書カウンター

開架図書

予約棚

新聞・ブラウジング

事務室

ブラウジング

自動返却周り 事務室倉庫

事務室搬入口

多目的室ボランティア室 学習室 閉架書庫
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録音室

掲示コーナー

ワークルーム

エントランス

ＢＭ車庫

児童閲覧室

ＢＭ書庫

展示・休憩コーナー

朗読サービス室

研修室

閉架書庫

お話し室

スタッフラウンジ

児童閲覧室

図書館事務室

個人キャレルコーナー

開架書庫

児童トイレ

フリースペース

対面朗読室

読書席

地図等

グループ研究室

雑誌架

ラウンジ

社会人専用席

たたみコーナー

記帳台

視聴ブース

ヤングアダルトコーナー

こどもしつ

閉架書庫

回廊

グループ学習室

一般開架

ソファ席

郷土研究室

事務室

新聞・雑誌

ＢＭ室

■項目別分析：田原市中央図書館

■項目別分析：稲沢市立中央図書館

□調査シート 1-04

項目 内容
市名 田原市
人口 約 6.2 万人

図書館名称 田原市中央図書館
単独／複合 複合
複合施設名称 田原市生涯学習施設
敷地面積 約 29,726㎡（都市計画公園を除く）
建築面積 約 11,386㎡
延床面積 約 15,109㎡（うち図書館部分：約 3,972㎡）
階数 地上 3階、塔屋

最高高さ 不明
構造形式 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造

駐車場台数（形式） 303 台（立体：119 台、平面：184 台）
駐輪場台数（形式） 145 台（平面）
蔵書収容能力 約 35 万冊

フロア構成

1階

中央図書館（こどもしつ、ティーンズコーナー、新聞・雑誌、

視聴覚資料、一般開架図書、館長室兼応接室、ワークルーム、

朗読サービス室、録音室、ロッカールーム、給湯室、印刷室、

BM書庫、BM車庫、郷土研究室、グループ研究室等）、文化

会館、総合体育館

2階
中央図書館（開架書庫、図書館事務室、フリースペース・ギャ

ラリー）
3階 中央図書館（閉架書庫、機械室）

管理・運営（図書館部分） 市直営

項目 内容
市名 稲沢市
人口 約 13.6 万人

図書館名称 稲沢市立中央図書館
単独／複合 単独
複合施設名称 -
敷地面積 約 5,253㎡
建築面積 約 2,397㎡
延床面積 約 4,967㎡
階数 地上 3階、塔屋

最高高さ 約 19 ｍ
構造形式 鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造

駐車場台数（形式） 495 台（平面）※ 346 台は稲沢市民会館と共用
駐輪場台数（形式） 不明（平面）
蔵書収容能力 約 45 万冊

フロア構成

1階

調べもの室、レファレンスカウンター、児童閲覧室、研修室、

休憩室、対面朗読室、事務室、BM室、スタッフ室、選書作業室、

スタジオ、ボランティア研修室、展示・休憩コーナー、研修

室等

2階

一般開架、ヤング・アダルトコーナー、ブラウジングコーナー、

AV（視聴覚資料）コーナー、メインカウンター、作業スペー

ス等
3階 空調機械室、閉架書庫

管理・運営（図書館部分） 市直営（一部業務委託）
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ショップ 本の蔵 ( 閉架書庫 )

ショップ

事務室

エントランスホール

交流スペース

カウンター周辺

スタジオ ＡＶコーナー 本の蔵

みんなで学ぶ部屋

グローブ カウンター

児童コーナー

カウンター席

カウンター

事務カウンター エントランス

予約図書コーナー 対面朗読室

■項目別分析：一宮市立中央図書館

■項目別分析：岐阜市立中央図書館

おはなし室

AVコーナー

こども学習室

事務室

ブラウジング

事務室休憩室 事務室学習室

雑誌・新聞 社会人用席 点字本

ビジネス支援コーナー

出納口

事務室

閉架書庫

展示

見学風景

修理室

7Ｆ開架

□調査シート 1-03

項目 内容
市名 一宮市
人口 約 37.9 万人

図書館名称 一宮市立中央図書館
単独／複合 複合
複合施設名称 尾張一宮駅前ビル（愛称：i- ビル）
敷地面積 約 4,339㎡
建築面積 約 3,855㎡
延床面積 約 21,406㎡（うち図書館部分：約 6,701㎡）
階数 地上 7階

最高高さ 約 36 ｍ
構造形式 鉄骨造

駐車場台数（形式） 180 台（立体：147 台、平面：33 台）
駐輪場台数（形式） 162 台（不明）
蔵書収容能力 約 60 万点

フロア構成

1階
総合事務室、コンコース、観光案内所、駐輪場、交番、商業
施設、中央図書館（返却ポスト）

2階 駐車場、大会議室

3階
駐車場、テラス、市民活動支援センター多目的ルーム、カフェ
レストラン

4階 駐車場、社会福祉協議会、日本赤十字社

5階

中央図書館（児童書エリア：児童書、新聞・雑誌、絵本・紙芝居、
児童調べ学習室、AVコーナー、じゅうたんコーナー・おは
なしのへや、授乳室、幼児トイレ等）、子育て支援センター、
子ども一時預かり施設

6階

中央図書館（一般書・視聴覚エリア：一般書、視聴覚資料、
新聞・雑誌、ティーンズ、大活字本・点字本、AVブース、
インターネットブース、多目的室、学習室、休憩室、対面
朗読室）ビジネス支援センター、土地家屋調査士会、司法
書士会、小会議室

7階

中央図書館（一般書・参考図書エリア：一般書、ビジネス支援、
せんい、郷土資料、参考図書、新聞縮刷版、判例例規、携
帯電話ボックス、レファレンスカウンター、持込パソコン室、
講座室等）、ホール等

屋上階 中央図書館（閉架書庫）
管理・運営（図書館部分） 市直営（一部業務委託）

項目 内容
市名 岐阜市
人口 約 40.6 万人

図書館名称 岐阜市立中央図書館
単独／複合 複合
複合施設名称 みんなの森　ぎふメディアコスモス
敷地面積 約 14,725㎡
建築面積 約 7,530㎡
延床面積 約 15,444㎡（うち図書館部分：約 8,366㎡　※事務室等除く）
階数 地下 1階　地上 2階

最高高さ 約 16 ｍ

構造形式
1階・中 2階：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）

2階：鉄骨造、木造（梁）
駐車場台数（形式） 301 台（立体）
駐輪場台数（形式） 335 台（立体、平面）
蔵書収容能力 約 90 万冊

フロア構成

地下 1階 不明

1階

中央図書館（返却ポスト、公開書庫、学校連携室、事務室）、

総合案内、施設貸出カウンター、市民活動交流センター、多

文化交流プラザ、市民活動支援ブース、交流談話スペース、

ワイワイサークル、ワイワイ畳、スタジオ、こどものへや、

協働のへや、テラス、ホール、ギャラリー、ショップ、カフェ

等

2階

中央図書館（一般書、視聴覚、専門、児童書、総合カウンター、

レファレンスカウンター、児童レファレンスカウンター、み

んなで学ぶへや、研究のへや、みる・きくシート、インター

ネットコーナー、対面朗読のへや等）
管理・運営（図書館部分） 市直営（一部業務委託）
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ロッカー室企画展示コーナー 本多兄弟文庫事務室予約本コーナー

授乳室じどうコーナー新聞・雑誌 お話し室 事務室

事務室

ＡＶコーナー

閉架書庫

閲覧席

会議室

エントランス

閉架書庫

視聴覚資料

会議室

録音室

■項目別分析：豊田市中央図書館
項目 内容
市名 豊田市
人口 約 42.2 万人

図書館名称 豊田市立中央図書館
単独／複合 複合

複合施設名称 豊田参合館
敷地面積 約 6,441㎡
建築面積 約 3,978㎡
延床面積 約 45,460㎡（うち図書館部分：約 12,566㎡）

階数 地下 2 階、地上 13 階、塔屋 1 階
最高高さ 約 64 ｍ

構造形式 地下：鉄骨・鉄筋コンクリート造
地上：鉄骨造

駐車場台数（形式） 111 台（地下）

駐輪場台数（形式） 130 台（不明）
※別途ミニバイク 15 台（不明）

蔵書収容能力 約 130 万冊

フロア構成

地下 2 階 駐車場
地下 1 階 駐車場、中央図書館（図書館車庫）

1 階 テナント、中央図書館（図書返却ポスト）
2 階 テナント

3 階 中央図書館（人文科学、本多兄弟文庫、障がい者サービスコー
ナー、ティーンズコーナー）

4 階 中央図書館（自然科学、自動車資料、郷土資料、児童コーナー、
相談（レファレンス）カウンター、事務室）

5 階 中央図書館（人文・社会科学、AV コーナー、全国史誌・企
画展示コーナー）

6 階 中央図書館（インターネットコーナー、閲覧室、休憩室、ボ
ランティア室、会議室、多目的ホール）

7 階 中央図書館（閉架書庫、事務室）
8 階 能楽堂
9 階 能楽堂

10 階 コンサートホール
11 階 コンサートホール
12 階 コンサートホール
13 階 コンサートホール

管理・運営（図書館部分） 指定管理者

掲示コーナーエントランス テラス一般閲覧

一般閲覧

一般閲覧

一般閲覧

多目的ホール

閲覧席カウンタ周り

カウンタ周り

一般閲覧 視聴覚コーナー 地図架

PC 席

郷土資料 郷土資料

視聴覚資料

展示コーナー 児童エリア

■項目別分析：関市立図書館本館
項目 内容
市名 関市
人口 約 40.6 万人

図書館名称 関市立図書館本館
単独／複合 複合

複合施設名称 関市中央公民館（愛称：わかくさプラザ）
敷地面積 約 37,600㎡
建築面積 約 13,850㎡
延床面積 約 26,100㎡（うち図書館部分：約 2,232㎡）

階数 地下 1 階　地上 3 階
最高高さ 不明
構造形式 不明

駐車場台数（形式） 約 450 台（平面）
駐輪場台数（形式） 約 100 台（平面）

蔵書収容能力 約 40 万冊

フロア構成

地下 1 階 駐車場

1 階

学習情報館（図書館：せき・わかくさ文庫、AV 機器コーナー、

おはなしコーナー、和室、新聞・雑誌コーナー、閲覧スペ ー

ス）、特別陳列室）、総合福祉会館、総合体育館、多目的ホー

ル、控室

2 階
総合体育館、音楽室、料理実習室、創作実習室、研修室、ギャ

ラリー、和室

3 階
学習情報館（まなびセンター、パソコン研修室）、総合福祉

会館（軽スポーツ室、創作活動室）、研修室
4 階 総合福祉会館

管理・運営（図書館部分） 市直営（一部業務委託）

施設を自分たちで調査・分析・比較し、新しくデータとして加えることࣅらͣ社会の目まぐるしい変化に対応できていない。市௕や市໾所の人たちとの意見をまとめるには、ۙྡの類ݶ存の図書館計画本は、出൛までに࣌間を要し、図書館にط
がෆՄܽである。؍٬的なデータや図書館һ、図書館コンサルタント、ݐ設検討会ٞなどの意見から新図書館の書架配置や座席などの機能を検討した。現地調査ではཪ方の人たちのクレームをฉき、֤部屋の大きさの比較、ಛघに加えられてい
る部屋の比較等を行った。日本は地道な調査、コンセプト作り等のߟえる部分に対するՁ஋感が௿く、この部分の作ྔۀやඅ用があまりߟえられていないのがྑいݐ物を作れないݪҼである。一ٶ市、大෎市、҆৓市、Ԭ࡚市、岐ෞ市、関市、
小牧市内のすべての図書館、小牧市のٞһがਪનした田ݪ市の図書館、ਆಸ઒ݝのධ൑がྑい大࿨市の図書館を見学して分析した。小牧市の໾所の人や図書館関܎者、山下市௕も自ら加わって調査を行った。

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計資料

安城市図書情報館

2,906㎡

新小牧市立図書館 ( 案 ) 一宮市立中央図書館

3,773.11㎡

4,041.57㎡ 2,334.4㎡

おおぶ文化交流の杜図書館

□タイトル入力□面積比較 1-09

■開架・閲覧スペース ( 一般・専門図書 )　総計図

※数値については、現地や図面の採寸等によるもので他図書館で公表されている数値と異なる場合があります。

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計資料

■開架・閲覧スペース ( 一般・専門図書 )　面積比較

2060㎡ /6090㎡

2060㎡ /2991㎡

5984㎡

1,990㎡

1,635.24㎡ 3,299.14㎡

4,831.4㎡ 2,732.3㎡ 2,446.72㎡

新小牧市立図書館 ( 案 )

おおぶ文化交流の杜図書館

岐阜市立中央図書館 安城市図書情報館 一宮市立中央図書館

岡崎市立中央図書館

45.93㎡ 71.46㎡

40.73㎡16㎡ 30.05㎡

新小牧市立図書館 ( 案 )

164㎡ /6090㎡
164㎡ /2991㎡

168㎡ 84.93㎡ 417.36㎡

262.58㎡ 249.8㎡ 217.82㎡

新小牧市立図書館 ( 案 ) おおぶ文化交流の杜図書館 おおぶ文化交流の杜図書館

岐阜市立中央図書館 岐阜市立中央図書館安城市図書情報館 安城市図書情報館

なし

一宮市立中央図書館 一宮市立中央図書館

岡崎市立中央図書館 岡崎市立中央図書館

■視聴覚コーナー　面積比較■新聞・雑誌コーナー　面積比較

□タイトル入力□面積比較 1-11

※数値については、現地や図面の採寸等によるもので他図書館で公表されている数値と異なる場合があります。

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計資料

4,546.09㎡

6,844.04㎡

岡崎市立中央図書館

岐阜市立中央図書館

□タイトル入力□面積比較 1-10

※数値については、現地や図面の採寸等によるもので他図書館で公表されている数値と異なる場合があります。

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計資料

26㎡ /6090㎡

26㎡ /2991㎡25.52㎡ 28.89㎡

38.14㎡ 26.53㎡

新小牧市立図書館 ( 案 ) おおぶ文化交流の杜図書館

岐阜市立中央図書館 安城市図書情報館 一宮市立中央図書館

岡崎市立中央図書館

なし

なし

378.68㎡
279.32㎡

686㎡ /6090㎡

686㎡ /2991㎡

5984㎡

686㎡ 482.16㎡ 717.42㎡

1,611.01㎡ 988.81㎡ 939.13㎡

■児童コーナー ( おはなしコーナーを除く )・ティーンズコーナー　面積比較

新小牧市立図書館 ( 案 ) おおぶ文化交流の杜図書館

岐阜市立中央図書館 安城市図書情報館 一宮市立中央図書館

岡崎市立中央図書館

■予約本コーナー室　面積比較

※数値については、現地や図面の採寸等によるもので他図書館で公表されている数値と異なる場合があります。

37㎡ /6090㎡

37㎡ /2991㎡

5984㎡
39.33㎡ 42.26㎡ 40.63㎡

40.24㎡ 32.41㎡ 76.79㎡

■おはなし室　面積比較

新小牧市立図書館 ( 案 ) おおぶ文化交流の杜図書館 おおぶ文化交流の杜図書館

岐阜市立中央図書館 安城市図書情報館 一宮市立中央図書館

岡崎市立中央図書館 岡崎市立中央図書館

17㎡ /6090㎡

17㎡ /2991㎡
5984㎡

5.77㎡ 20.19㎡

14.72㎡ 11.64㎡ 21.19㎡

41.48㎡

■障害者サービス ( 対面朗読・録音室等 )　面積比較

岐阜市立中央図書館 安城市図書情報館 一宮市立中央図書館

新小牧市立図書館 ( 案 )

659.62㎡

□タイトル入力□面積比較 1-12

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計資料

機能 内容
図書館名

安城市図書情報館 おおぶ文化交流の杜図書館 一宮市立中央図書館 岡崎市立中央図書館 岐阜市立中央図書館
45 万 50 万 18 万 40 万 50 万 18 万 60 万 50 万 18 万 100 万 50 万 18 万 90 万 50 万 18 万

地域館・中央館機能

一般・専門図書開架・閲覧スペース 2732 3033 1366 1635 2044 1730 2447 2031 1566 3299 1650 1881 4831 2706 1933
新聞・雑誌コーナー 250 277 125 85 106 90 218 181 139 417 209 238 263 147 105
視聴覚コーナー 0 0 0 41 51 43 71 59 46 30 15 17 46 26 18
予約本コーナー 27 29 13 29 36 31 0 0 0 0 0 0 38 21 15

児童・ティーンズコーナー 989 1098 494 482 603 510 939 779 601 717 359 409 1611 902 644
おはなしコーナー 32 36 16 42 53 45 77 64 49 41 20 23 40 23 16
障がい者コーナー 12 13 6 20 25 21 21 18 14 41 21 24 15 8 6

小計 4042 4486 2021 2334 2918 2470 3773 3132 2415 4546 2273 2591 6844 3833 2738

学習援助スペース
学習室・多目的会議室 534 593 267 143 179 151 627 520 401 753 377 429 86 48 34
ボランティア室 45 50 23 16 20 17 0 0 0 75 38 43 0 0 0

小計 580 643 290 159 199 168 627 520 401 829 414 472 86 48 34

閉架書庫スペース 閉架 ( 貴重資料室など含む ) 189 209 94 372 466 394 559 464 358 753 377 429 771 432 309
小計 189 209 94 372 466 394 559 464 358 753 377 429 771 432 309

施設配本・学校支援
配本スペース

配本用書庫 100 111 50 62 78 66 0 0 0 229 115 131 72 40 29
配本作業室 77 85 38 84 105 89 61 51 39 56 28 32 51 28 20
配本用車庫 0 0 0 73 91 77 158 131 101 110 55 63 117 66 47
小計 177 196 88 218 273 231 219 182 140 395 198 225 240 134 96

事務作業スペース

事務室・作業室 373 414 187 334 417 353 667 554 427 669 335 382 479 268 191
休憩室・給湯室 36 40 18 39 48 41 58 48 37 46 23 26 24 13 9
更衣室 33 37 17 25 32 27 24 20 15 31 16 18 25 14 10
その他 184 204 92 53 66 56 191 158 122 253 126 144 156 87 62
小計 626 695 313 451 563 477 939 780 601 999 500 570 682 382 273

エントランス・動線
(近隣図書館の数値につい
ては、図書館機能部分と
それ以外の部分の比率で
案分し相当値とした。括

弧内は案分比 )

上段が施設全体値

中段が案分比

下段が案分した相当値

1778 1973 1186 2024 2530 2141 4763 3953 3048 4852 2426 2766 3317 1857 1990
案分比 (0.74) 案分比 (0.38) 案分比 (0.41) 案分比 (0.44) 案分比 (0.6)

1315 1460 877 769 961 814 1953 1621 1250 2135 1068 1217 1990 1114 1194

飲食コーナー等 カフェ等 63 70 42 228 285 242 120 100 77 319 159 182 277 155 166

機械室等
(近隣図書館の数値につい
ては、図書館機能部分と
それ以外の部分の比率で
案分し相当値とした。括

弧内は案分比 )

上段が施設全体値

中段が案分比

下段が案分した相当値

193 214 129 926 1158 980 205 170 131 1691 845 964 663 371 398
案分比 (0.74) 案分比 (0.38) 案分比 (0.41) 案分比 (0.44) 案分比 (0.6)

143 159 95 352 440 372 84 70 54 744 372 424 398 223 239

トイレ 174 193 116 45 56 48 145 120 93 179 90 102 166 93 100

上記以外 206 229 137 24 30 25 6 5 4 0 0 0 10 5 6

■機能別面積の比較

□機能別面積の比較一覧

新小牧市立図書館の建設方針に掲げられた機能別の規模を検討するための材料とするため、重点調査対象のうち以下の 5つの館について、機能別の面積を計測し、同方針の蔵書目標数 ( 約 50 万点 ) 及び蔵書目標数のうち開架 ( 約 18 万点 )
に計測した数値に置き換え、本計画との比較を行いました。

□類似施設の調査と分析 1-08

※表の数値については、飲食コーナー以外は BDS 内の図書館機能部分です。
　数値については、現地や図面の採寸等によるもので他図書館で公表されている数値と異なる場合があります。

新小牧市立図書館建設工事　　基本設計資料

■座席数の比較
座席数の検討材料とするため、見学した図書館の座席数を計測し、新図書館の蔵書目標数 ( 約 50 万冊 ) 及び小牧市の人口 (14.9 万人 ) に計測した数値を置き換え冊数比率・人口比率を求め、それらの平均値と本計画との比較を行いました。

□座席比較 1-18

新小牧市立図書館（案） 安城市図書情報館 おおぶ文化交流の杜図書館 一宮市立中央図書館 岡崎市立中央図書館 岐阜市立中央図書館 田原市中央図書館 稲沢市立中央図書館 豊田市中央図書館 他図書館の平均値
人口 14.9 万人 18.4 万人 8.9 万人 37.9 万人 38.1 万人 40.6 万人 6.2 万人 13.6 万人 42.2 万人

収容可能冊数 50 万冊 45 万冊 40 万冊 60 万冊 100 万冊 90 万冊 35 万冊 45 万冊 130 万冊
述べ床面積

( 図書館部分／施設全体 ) - 約 6808㎡／約 9193㎡ 約 3650㎡／約 13800㎡ 約 6701㎡／約 21406㎡ 約 7895㎡／約 22800㎡ 約 8366㎡／約 15444㎡ 約 3972㎡／約 15109㎡ 約 4967㎡／約 4967㎡ 約 12566㎡／約 45460㎡

一般閲覧席 270 席 498 席 190 席 186 席 285 席 338 席 200 席 172 席 588 席 307 席
人口比率 398 席 317 席 73 席 111 席 122 席 480 席 188 席 206 席 237 席 241 席冊数比率 548 席 238 席 154 席 143 席 186 席 280 席 189 席 223 席 245 席

平均席数
ブラウジング 46 席 40 席 26 席 42 席 62 席 44 席 35 席 32 席 71 席 44 席
人口比率 32 席 43 席 16 席 24 席 16 席 84 席 35 席 25 席 34 席 35 席冊数比率 44 席 33 席 35 席 31 席 24 席 49 席 35 席 27 席 35 席

平均席数
児童コーナー 70 席 133 席 54 席 84 席 55 席 110 席 64 席 47 席 49 席 75 席
人口比率 106 席 90 席 33 席 21 席 40 席 154 席 52 席 17 席 64 席 65 席冊数比率 146 席 68 席 70 席 28 席 61 席 90 席 51 席 19 席 66 席

平均席数
ティーンズコーナー 48 席 52 席 6席 20 席 20 席 55 席 39 席 28 席 20 席 30 席

人口比率 42 席 10 席 8席 8席 20 席 94 席 31 席 7 席 27 席 27 席冊数比率 57 席 8席 17 席 10 席 30 席 55 席 31 席 8 席 27 席
平均席数

学習室 132 席 72 席 40 席 257 席 216 席 40 席 28 席 36 席 152 席 105 席
人口比率 58 席 67 席 100 席 84 席 14 席 67 席 40 席 53 席 60 席 68 席冊数比率 79 席 50 席 213 席 108 席 22 席 39 席 39 席 58 席 76 席

平均席数
個人ブース（個室） 8席 32 席 0席 0席 5席 3席 4席 0席 3席 6席

人口比率 26 席 0席 0席 2席 1席 10 席 0 席 1 席 5席 5席冊数比率 35 席 0席 0席 3席 2席 6席 0席 1席 6席
平均席数

対面朗読室 2席 5席 4席 8席 8席 4席 2席 8席 4席 5席
人口比率 4席 7席 3席 3席 1席 5席 9席 1席 4席 4席冊数比率 6席 5席 7席 4席 2席 3席 9席 2席 5席

平均席数
パソコン席 20 席 16 席 12 席 22 席 20 席 36 席 14 席 12 席 17 席 19 席
人口比率 13 席 20 席 9席 8席 13 席 34 席 13 席 6 席 14 席 15 席冊数比率 18 席 15 席 18 席 10 席 20 席 20 席 13 席 6 席 15 席

平均席数
視聴覚ブース 0席 0席 10 席 24 席 16 席 8席 25 席 5 席 37 席 16 席
人口比率 0席 17 席 9席 6席 3席 60 席 5 席 13 席 14 席 13 席冊数比率 0席 13 席 20 席 8席 4席 35 席 6 席 14 席 12 席

平均席数
図書館部分 583 席 848 席 342 席 643 席 687 席 638 席 411 席 340 席 941 席 606 席
人口比率 678 席 571 席 251 席 268 席 230 席 986 席 372 席 329 席 461 席 474 席冊数比率 933 席 428 席 534 席 344 席 351 席 575 席 374 席 358 席 487 席

平均席数
図書館外部分 243 席 70 席 130 席 46 席 195 席 267 席 342 席 109 席 76 席 154 席
人口比率 56 席 217 席 18 席 76 席 96 席 821 席 119 席 27 席 179 席 161 席冊数比率 77 席 163 席 38 席 98 席 147 席 479 席 120 席 29 席 144 席

平均席数
施設全体 826 席 918 席 472 席 689 席 882 席 905 席 753 席 449 席 1017 席 761 席
人口比率 734 席 788 席 269 席 344 席 326 席 1807 席 492 席 356 席 639 席 635 席冊数比率 1010 席 590 席 572 席 441 席 498 席 1054 席 494 席 386 席 631 席

個人席 141 席 112 席 61 席 147 席 44 席 116 席 243 席 123 席 233 席 134 席
人口比率 102 席 102 席 57 席 17 席 42 席 583 席 135 席 78 席 138 席 129 席冊数比率 78 席 76 席 122 席 22 席 64 席 340 席 135 席 85 席 121 席

イベントスペース :
最大 135 席で計算

既存の図書館計画本は、出版までに時間を要し、図書館にݶらず社会の目ま͙るしい変化に対応できていない。市長や市役所の
人たちとの意見をまとめるには、ۙ隣のྨࣅ施設をࣗ分たちで調査・分ੳ・比較し、新しくデータとしてՃえることがෆ可ܽで
ある。客観的なデータや図書館員、図書館コンサルタント、建設検討会議などの意見から新図書館の書架഑置や࠲੮などの機能
を検討した。現地調査ではཪ方の人たちのクレームをฉき、各部屋の大きさの比較、特घにՃえられている部屋の比較等を行っ
た。日本は地道な調査、コンセプト作り等の考える部分に対するՁ஋ײが低く、この部分の作業量やඅ用があまり考えられてい
ないのが良い建物を作れない原Ҽである。一ٶ市、大෎市、҆৓市、Ԭ࡚市、ذෞ市、関市、小牧市内のすべての図書館、小牧
市の議員が推નしたా原市の図書館、ਆಸ川ݝのධ൑が良い大和市の図書館を見学して分ੳした。小牧市の役所の人や図書館関
係者、山下市長もࣗらՃわって調査を行った。こうした比較調査を行うことで、࢖用目的やۙ隣図書館とのバランスを考え、適
ਖ਼な面ੵ、࠲੮数などを検討していった。

現地調査

調査した全ての施設を図面化し、同じスケールで比較し、分析することで今回の施設の適正な規模を導き出した。
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●プロポーザル時点～基本設計初期

●基本設計中期～後期

1/500 スケール　駅まで含めた周辺模型を作成し街にどのように配置するか、建物の全体 Volume を検討した

1/200 スケール　開口や緑化範囲、周辺への圧迫感、コスト等の調整を行いながら、建物の外形が整理される

1/100 スケール　本計画のコンセプトである『本の木』エリアの部分拡大模型を作成し、中央階段の上下の重なり合いや吹き抜けに突出するスラブとの距離感を検討した

丁寧に段階を得て、模型を࢖いながら計画の変ભを共༗する

શͯの空間Λ $G ಈ画Ͱ࡞੒し、΢Υークεルーʹͯ空間Λ֬ೝ

23 コードをಡみとるとಈ画が再生されます

ウォークスルーಈ画（ࠨ：内観 / ӈ：外観）

居৔所Λ࡞Δ �D γϛϡϨーγϣϯの׆༻
　ಈ画はパースやテキストに比べて伝えられる情報量がѹ౗的に多く、計画建物の空間を具体的に表現することが可能ですが、設計者以外は視覚情報だけでは空間を೺Ѳ

することはできません。ࡐ質、ײ৮等も空間を構成する一୺を担うため、これらのײޒとಈ画をつな͙事が重要で、施主や市民とಈ画の૒方向のコミュニケーションを図

れるख法を考えています。本計画では、モデリングを 3IJOPDFSPT で行い、レンμリングを 7�SBZ、ಈ画を -VmJPO で作成し、ฤ集を "EPCF�1SFmJFSF で行いました。プロポー

ザルの段階から計画建物だけではなく周辺施設もؚめ広ൣ囲にわたりモデリングを行うことで、地域のなかで計画建物がどのように見えるのか、周辺環境との調和がऔれ

ているかなどを模型だけでなく 3%�mPEFM でも検討しました。設計が進Ήにつれ壁や࢓上げだけでなくੴ割、パネル割、サッシなどディテール、家具、ॄث、র໌、サイン、

書籍など空間を構成するあらΏる情報をモデル化し、より実ࡍの空間にۙい状態を作りました。そうすることで、施主・市民とのイメージ共有を図れるのはもちろん、設

計段階でࡉ部まで作ることで、事前にਫ਼度の高い検討ができ、質の高い空間の実現が可能になります。

　施主や市民に計画案のઆ໌を行うࡍには模型やイメージパースを提示し空間のઆ໌を行う設計事務所が多数だとࢥいますが、空間の一部を੾りऔったパースの場合、見

えるൣ囲内のઆ໌しかできず、そこから数歩でも歩いた場所の空間がどのようになっているのかをઆ໌することができません。そこで本計画では、周辺道路から敷地内通

路を通り、エントランスから館内に入り、1 階から 4 階までシームレスにつながっていくウォークスルーಈ画を作成しました。

　視覚情報に特化したಈ画と設計者以外を਎体的につな͙方法の一つとして、本計画では、ۙ 隣の図書館調査及び、備඼・家具・࢓上選定等の作業をみんなと共に行いました。

図書館調査では、行੓担当者・図書館職員・市長をרき込み、ۙ 隣図書館で計画建物の図面をܞえながら「この部屋はこれくらいの大きさだ」「ਧきൈけはここの൒分です」など、

一ൠの方に伝わりにくいੇ法ײ覚を実体験を通͡て、օで共有していきました。ಈ画をただ見せるだけでなく、備඼・家具・書架モックアップ、カーペット等も一ॹに४備し、

それらに囲まれながら、ಈ画を֬ೝすることで、視覚情報だけにཔった共有ではなく、਎体的に空間を想像でき、多༷な意見が෸き上がり、みんなで実体験を通͡た多༷

な居場所を作り上げることができます。また、書架の色が階ごとにҟなる計画としていますが、഑色毎に複数のಈ画を作成し、それらを施主と一ॹに比較しながら見るこ

とで、実ࡍに歩いているײ覚を持ちながら図書館のイメージを共有し選定することもできました。この図書館は見る֯度や方向によって多༷な視線のൈけがಥ೗として現れ、

複雑なシーンが連ଓし、本との出会いをָしみながら散策できる場所となっています。ハイサイドライトからのࣗવ光にຬたされたਧൈから見下ろすと、館内の約 700 の

੮で各ʑがࣗ༝にաごす༷ࢠが、ಉ時多発的に֞間見え、実に多༷性に෋んだ居場所となっており、このような空間を作り出すために、一方向のみの視点だけでなく、多

֯的な視点で空間のシークエンスに഑慮しながら検討する事ができるウォークスルーಈ画がඇৗに役に立ちました。完成イメージのҝだけに作成されるಈ画ではなく、設

計プロセスの中に༹け込み、みんなで考え、より਎体的に検討していくことができる૒方向のコミュニケーションが図れるಈ画のѻい方が重要だと考えています。



ݱし࣮౼ݕ౉Γʹذೳੑ、ίεト౳Λトーλルʹ൑அしଟػ、ੑ޻ࢪ、੒し࡞ஈ֊ʹ͓いͯ͸、਺ଟ͘のϞοクΞοプΛ޻ࢪ
ఱ井のモックアップによる検討

鉄骨階段の部分モックアップ及び޻場での੡඼検査 家具の実物大模型による検討޻場での立体検査

外壁及びख੆のモックアップによる検討

実際のモックアップでは検討が難しい家具に関しては、社内に
て実物大の模型を製作することで、細部のディテールやプロ
ポーション、機能性の確認を行い施工図に反映させ、完成させ
ていった。家具の張地も、コロナの拡大により需要が高まった
拭きやすい素材を選定するなど、多岐にわたって検討を行った。

近年、書Սをスνール੡の既成品で統一し、ا業のショールームとなっている図書館が多く見られます。
しかし、ワークショップで市民の意見を෯広くूめると、スνール書Սよりも木੡書Սを要๬する੠がඇৗに多くありました。
スνール備品や書Սが҆いとは限らず、備品のҜ子などは３年周期でメーカ੡品を 300 点Ҏ上を࠲り心地や࢖いやすさ、ܰさ、コストなど様ʑな
観点から、実ࡍに体験しています。メーカーを一社にߜらず 15ˋずつ各メーカーの備品を選定し、色も含め෯広い観点で選定しています。

਎体性に഑慮した備඼の選定

居৺地のྑい居৔所Λつ͘Δ、਎ମੑの͋ΔΦϦジφルՈ۩

2
新小牧市立図書館建設工事

■台数

■　ラウンジ（1）

合計 :7脚

HIDA

Oliver

TENDOU

メーカー イメージ 仕様 コスト（カタログ） 評価

W:502 D:527 H:747 SH:430
EH:635

W:500 D:520 H:795 SH:430

￥58,000

1F- ①
TA201A

背面高さ調整
座面幅調整

￥72,600

S・CW-B412・AC・MB
張地　Dランク

張地　Aランク

W:559 D:514 H:755 SH:446

T-3251WB-NT

￥81,000

UP-8277★
（サンゲツ）
指定色
（ミディアムブラウン系）

張地

脚部

家具に合わせたর໌の設計
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第 4 ੈ代（'U.@WFSTJPO）

地場の家具屋と家具をつくる
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第 3 ੈ代（./-@WFSTJPO）

居場所をつくる家具設計
��4_21�3

新小牧市立図書館建設工事（人・家具入り撮影）

撮影：SS彦坂武徳

517W　

74
7

H　

64
8

AH
　

SH
　
43

0

421
446

20

16

530D　

䈜ඖᅗ㠃䈜 Type.㻺  S-1/5

35 35446

プラパート：石黒（W130-18）

第 2 ੈ代（,,-@WFSTJPO）

場所に合わせた、適੾な家具設計

㸳㸮㸰 㸳㸰㸵

㸵
㸮
㸷

㸬
㸳

㸲
㸱
㸯

Type.M  S-1/5

㸳㸮㸰 㸳㸰㸵

㸵
㸮
㸷

㸬
㸳

㸲
㸱
㸯

Type.M  S-1/5

第 1 ੈ代（.,$@WFSTJPO）

オリジナルな書架・家具設計

各プロジェクト毎に条件や要望

に合わせて調整しながら、その

建物に相応しいオリジナルのҜ

を੡作しており、どのੈ代もࢠ

それぞれの良さがあり、࠲っても

らい意見をฉきながらマイナー

νェンジを܁りฦしています。

施主と共に備඼の選定
34

新小牧市立図書館建設工事

■台数

メーカー イメージ 仕様 コスト（カタログ） 評価■　カウンター　

ITOKI

KOKUYO

OKAMURA

W:650 D:560 H:865 SH:440

合計 :2脚

￥38,500

KNML-35H-2R
マルチジェネレーション 
ハイブリッドヌード

シェル

フレーム：ブラック

R
（ダークレッド）ダークレッド

R

市選定

W:597 D:626 H:853 SH:435

8142QR-FBA1

￥54,900
4 本脚タイプ
シェル：ブラック / 背パッド無し布

￥54,400

W:600 D:575 H:880 SH:435

CK-691E6C-GR1K-W

3F- ⑬

ਧൈは換気により風がྲྀれ、コロナ対策における環境形成に大きく
༩している。またこのਧൈを実現するため、全館避೉҆全検ূ法د
を用いて計画をしている。開ՍスペースはՐࡂՙ重がۃめて多いた
め、Րࡂ発生時に速やかに外部に避೉する必要があった。各階のテ
ラスが外部避೉動ઢとしても༗効にಇいている。またఱҪのデザイ
ンも、ఱҪཪの空間を஝Ԏ空間として活用するためにಁかしషりと
し、Ԏの଺ཹ時間をՔ͙ことで、このਧൈ空間を成りཱたせる上で
重要な役割をՌたしている。また҆全検ূ法により、๷Ր設備をগ
なくでき全体のコストݮ࡟につな͛、建物全体のコストコントロー
ルをపఈした。

ίロφӔʹ΋ରԠしͨࣗવ௨෩Λଅ͢ਧൈ

館内の 95ˋఔ౓は既੡品とし、残りの਺ˋを居場所に合わせたオリジナルの家具を設計しています。
私たちは地域に合わせ、市民が๬む木੡書Սやゾーンຖに配置されるҜ子やصなどの家具を市民との対࿩を通じて設計することができます。

͢·΍ΩϟϏωοトͳͲのඋ඼ΛબఆしͯいࢠΓ΍͢いҜ࠲ʹ੡඼ΛҰࣾのϝーΧーʹ౷Ұ͢ΔのͰ͸ͳ͘、҆ͯ͘ຊ౰ط



駅前に「小さな山」を創ることで、緑溢れる景観を創出し、市民がࣗ༝にաごせる居場所をつくることを目指し、市民ワークショップを開き、市
民がތりを持て、域外からも஫目されるような「居場所」をみんなで࿩し合って決めました。結果として、オープニングには外にྻができるほど
の੝況ぶりで、開館後は平ۉ約 2500 人 / 日の方ʑが来館し、ྩ和 3 年の開館以降で 180 万人ۙい来館者となり、چ図書館の実に 5.4 ഒ以上とな
りました。私たちが目指した駅前の活性化に大きくݙߩし、「଺在型図書館」として一日のんびり居られるとびきり心地よいサードプレイスとし
て市民の居場所となっています。コストも結果として 42 ԯから 3� ԯとなり、坪 137 万で質の高い建物を目指しました。

ϫークγϣοプΛߦいઃ計しͨখ຀ࢢதԝਤॻؗ͸住民、ൃ஫ऀ、ӡӦऀから΋ߴධՁΛ得ͯい·͢

ൃ஫ （ऀখ຀ࢢ௕）の੠

த৺市֗地を
活ੑ化する施設に

設計者選定は外部ҕһも含めた選定ҕһ
会で行い、建物内の施設配置や内装空間の
考え方、ྺ࢙的な山をイメージした緑あ;
れる外観の提案などをධ価して、設計事務
所を選Μだ。私としても、市民にとってເ
がඳきやすく、଍を運びたくなるようなア
イデアがਵ所に੝り込まれているとײじた。
　新図書館の計画でಛにこだわったのは、
居心地の良い଺在型の施設とするための内
装空間のԋ出。設計者とはԿ౓も࿩し合い、
本市が目指す新たな図書館のイメージを共
༗することに力を஫いだ。また、চや家具
の色、導入するҜ子など細部にわたって、
私自ら確認したというのもこれまでにない
体験だった。

　設計段階で、1 階のエントランスエリアと
カフェスペースが分அされていた点が気に
なった。カフェスペースの導入は多くの市
民からの要๬であり、カフェでങったҿみ
物をย手にӾཡ੮でಡ書を楽しΜでもらう
イメージだった。

そのため、図書館エリアとカフェスペー
スのつながりが出るように設計者にґཔし
た。݁Ռとして、エントランスに入ったと
きのงғ気や 4 階までଓくਧきൈけ空間を
見上͛た開放ײはඇৗに気に入っている。
　K 市中ԝ図書館が本市の教育や文化の拠点
として機能していくことはもちろΜ、期଴
する。さらに、図書館と一体的に整備を進
めた「小牧市こどもະདྷ館」や「小牧駅前
広場等」との相乗効Ռ、೾ٴ効Ռによって
中心市街地の魅力とに͗わいを創出したい。
　この図書館とະདྷ館を核として、

「歩いて楽しめる活気あるまち」を目標に、
駅周辺の整備を進め、多くの人がूまりճ
༡できるまちづくりを進めていきたいと考
えている。

ӺपลイϕントなͲ
のॆ実をਤりたい

本市の図書館建設については、2015 年 10
月に実施した住民౤ථの݁Ռ、一౓計画が
ന紙となった経Ңがあり、事業の再スター
トを੾るに౰たって、建設規模、事業අに
ついて、あるఔ౓、制限を設ける必要があっ
た。しかも、設計を行っていた時期は、建
設物価が高ࢭまりしており、最ऴ的に建築
設計が決まるまで、規模とコストの調整が
大変だった。
　設計段階でಛにҹ৅的だったのは、県内
の他の公共図書館の規模や機能をపఈ的に
分析するとともに、ワークショップなどを
通して多くの市民の意見を丁寧にฉくなど、

ӡӦ （ऀؗ௕）の੠ 基ૅࢿྉの整理に๲大な時間と࿑力をかけ
ていたことだ。複਺の模型や׬成イメージ
パースの提ࣔをडけたが、実ࡍに׬成した
図書館は想૾Ҏ上にૉ੖らしい。

　新図書館は 1 日ฏ均でچ図書館の 5 ഒҎ
上の人がདྷ館し、大変޷ධだ。他市の見学
者からも、ए者を中心に多くの市民の居場
所として機能している状گについて高いධ
価をडけている。
　図書館は、様ʑな団体や施策との連ܞが
可能な施設だ。
　限られた図書館৬һのみで様ʑな取り組
みを主体的に進めるのはࠔ೉であるため、
関܎部ॺ、市民活動団体、ボランティアな
どとの連ܞ、協力はܽかせない。既に、関
した駅周辺イベントや館内でܞ部ॺと連܎
の市民活動団体によるイベントなどを実施
しており、ॱ࣍、これらのॆ実を図りたい
と考えている。

த೔新ฉ 2021 ೥ 3 ݄発ץ G"+"1"/ 2021 ೥ � ݄発ߦ ೔経アーΩテクνュア 2021 ೥ � ݄発ߦ

市ຽとつくるਤॻؗ 2021 ೥ 12 ݄発ץ άοドσβイン৆ 2022 ೥ 4 ݄発ߦ D*.&� ݄߸ D*: アイσア 100 2022 ೥ � ݄

೔本建築学ձ　作඼બ集 2023 ೥ 4 ݄ தژテϨϏ / ೔本テϨϏ 2023 ೥ 5 ݄ ೔経アーΩテクνュア 2023 ೥ � ݄

ྫࡌܝࢽࡶ■

「ਤॻؗのຬ଍౓」調査݁Ռ
　ྩ࿨５年̕月に「地域を元気にする」ことを目的として、地域・産業ৼڵ、リサーν・マーケティング等をおこなう「株式会社アール・

ピー・アイ」により、同社の自主事業である 2022 年（ྩ࿨̐）の全国「地域元気指਺調査」の設問「図書館のຬ଍౓」において、

小牧市がୈ３Ґ（人口 10 ສ人Ҏ上 30 ສ人ະຬの市グループ）となりました。

　調査あくまでも各自࣏体の図書館のຬ଍౓をฉいたものであり、ಛ定の１館のຬ଍౓をฉいたものではありませΜが、メインと

なる図書館の影響をڧくडけていることは間ҧいないと考えています。

本調査で「地域元気のධ価 47 要ૉ」でධ価される小牧市のランキングについては、全国で 204 Ґ（元気指਺ 5�81）であり、残೦

ながらಛචすべきॱҐではありませΜでした。

しかし、小牧市の図書館のຬ଍౓５̔ˋは、全ての人口規模の自࣏体でみてもѪ஌ݝで̍Ґとなっています。

「ਤॻؗのຬ଍౓」の߲໨ʹؔしͯ上Ґͱͳ࣏ͬͨࣗମ

௒ᅇࡢㄪᰝ࡛ࠕᆅᇦඖẼࡢホ౯ �� せ⣲࡛ࠖホ౯ࡿࢀࡉ本ᕷࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࢢࣥ࢟ࣥࣛࡢ

඲ᅜ࡛ ��� ఩㸦ඖẼᣦᩘ ����㸧࡛ࠊࡾ࠶ṧᛕࡁ࡭ࡍ➹≉ࡽࡀ࡞㡰఩࡛ࡋ࡛ࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ

�㸧ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ㹆㹎࡛බ㛤࡟᪤ࠊࡣࢢࣥ࢟ࣥࣛࡢࡇ㸦ࠋࡓ

࠙���� ᖺᆅᇦඖẼᣦᩘㄪᰝࠚ

全国 204 位 

人口 10 万人以上 30 万人未満

の市グループ 全国３位 

Ѫ஌ݝ内̍Ґʂ




